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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「そっかー、終わったんだ。さすが日苛木ひいらぎくん。じゃあメールで送っといてよ」

「はい……」

　ため息を押し殺しながらマウスを動かし、できあがったばかりのファイルを添付して送信。

　壁のデジタル時計の表示は定時の六時間後。日付が変わる前に帰宅できれば御の字だ。

　そんな思いは、電話口からとどいた上司の指示で搔かき消けされた。

「あとついでに会議で使う資料もまとめといてね」

「え」

「明日の朝一だからさ、いやー日苛木ひいらぎくん、パソコンが得意で助かるよ。よろしくね」

　ブツ、と通話が切れる。力なく受話器を置き、他に誰もいないオフィスで日苛木ひいらぎ栄えい一いち郎ろうは窓を眺める。髪が乱れくたびれた自分の顔が映り込み、夜空には細い三日月が浮かんでいた。

「今日は久しぶりに休めると思ってたのにな。日曜だし。あはは……はぁ」

　二週間ぶりの休日なのに上司から呼び出され、こんな時間までオフィスに籠もっている。しかも上司本人は外せない用事とやらゴルフと宴会でこちらに丸投げだ。

「明日は新商品の発売日だし、来月は繁忙期だし……次の休みはいつだろう」

　滅め入いりかけ、腰を上げた。泊まり込みは確定だ。気分転換にエレベーターで一階に降り、外に出てテナントのコンビニに入る。店員が棚からひょこっと顔をのぞかせた。

「い、いらっしゃいませーっ」

　先月から、深夜なのに二十歳前後の若い女性が勤務していた。目が合うと恥ずかしそうにお辞儀して、陳列作業を再開する。

（学生アルバイトってのは、ちょうどいい年頃なんだよな）

　窓まど際ぎわの雑誌コーナーを素通りして飲料の冷ケースへ。客は栄えい一いち郎ろうだけで、選ぶふりをしながらチラ見すると女性店員はこちらに背を向けてせっせとカップ麵を並べている。

　長い黒髪を邪魔にならないように頭の後ろで団子にまとめ、臙えん脂じ色の制服の襟から白く細いうなじが見えている。熱心に動いているからか、わずかに汗ばんでいた。

　ゴクリ、と。

　無意識に喉が鳴る。

（やってから何食わぬ顔で立ち去れば……いや無理だな）

　防犯カメラは誤魔化せない。諦め、ゆっくりと深呼吸して、昂たかぶりかけた気持ちを鎮しずめる。疲れが溜たまるとついつい女性のうなじを目で追ってしまう。

　12％のストロングなチューハイと、ついでにＰＢ商品の燻くん製せいチーズを選んでレジへ。

（どーせ俺しかいないんだ。飲みながらやってやる。ちきしょー）

「三十円のお返しになります。ありがとうございましたっ」

　釣銭に手を添えられてドキリとする。まだ不慣れな、けれど心の籠もった笑顔が眩まぶしい。

　一時だが、陰鬱な気分が紛れた。あとはアルコールで押し流そう。

（終わったらまた来よ──げッ!?）

　足が止まった。自動ドアから入ってきた一人の男を見て、浮ついた気持ちが凍りつく。

　スーツ、シャツ、ネクタイとすべてが黒。肘と膝にサポーターをつけ、シャツの下からは首元まで覆う頑丈なプロテクター。そしてなによりも、赤い月と蝙こう蝠もりの片翼を白の十字架で貫くエンブレムが描かれた腕章は、吸血鬼駆除部隊の証あかしだ。

　心臓が暴れ、息が乱れそうになりながら、それらを押し殺してすれ違う。

　路肩には黒いワゴン車が停とまっていた。スモークで中は見えないが複数人の気配がある。

　焦燥感を堪え、平静を装よそおって歩く。視線を向けるくらいは自然だろう。車体にもあるエンブレムは、よく知られているが一般人はあまり目にすることのないものなのだから。

　オフィスに戻る気にはなれず、逆方向に進む。不自然でないように細い路地に入るといつのまにか駆け出していた。静寂のビル街を突っ切り、線路を越えて住宅街まで走り抜ける。

　呼吸を整え、耳を澄ます。不審な音は聞こえない。気づかれなかったはずだ。

「は……ぁぁぁぁ、焦あせった……今日はツイてないな。寿命が縮む」

　地味に間一髪だった。胸を撫なで下おろして、コンビニ袋から缶チューハイを取り出す。

「いつまでこんな……いや愚痴ってどーする。現状維持できればいいんだ」

　プルタブを軽く引いて余計な炭酸を逃がし、液体を喉に流し込む。

　勢いのままに飲み干すと、意図的に吸収したアルコールで景色が揺れた。横に立つ電信柱が歪ゆがんで街灯がちらつき、どんどん明るくなって目の前が白く染まり始める。

「う……久しぶりに飲んだけどこんなにキツいもんだっけ……か？」

　呟つぶやいて、異変に気づく。この明るさは街灯ではない。足元が輝いているのだ。

　栄えい一いち郎ろうを中心に、半径一メートルほどの円が浮かび上がっていた。内側には幾何学的な模様と知らない文字のような記号がびっしりと書き込まれ、それらすべてが光を放っている。

「な……なんだこれ!?」

　長く生きてきたが、初めて見る現象だ。嫌な予感がして円から出ようとして、その前に上下の感覚がぐるんと乱れた。地面が消え、奈落の底に落ちていくような錯覚に陥る。

「ウソ、だろ──……」

　抗あらがうことも叶かなわず、視界は瞬またたく間まに白で塗り潰された。意識が急激に遠のき、途絶える。

　手放した空き缶が、無人の夜道にカランと高い音を響かせる。

　そのときには、すでに栄えい一いち郎ろうの姿は消え去っていた。

　地面の光る円ごと、跡形もなく、なにも残さず。

　この世界の、どこからも。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




　浮上した意識とともに目ま蓋ぶたを開けると、木漏れ日が降り注ぐ森の中だった。

「……は？」

　多様な草が生い茂り、乱雑にそびえる樹木の幹は太く高い。重なった枝葉が頭上を覆い、隙間から陽光が無数の筋となって差し込んでいる。

　どの草木も妙に色彩が暗い。それでも濃い緑のにおいにむせ返りかけて身を起こす。湿った地面には気絶する前に見た光の円と同じものが刻まれていた。ふと魔法陣を連想する。

「いや、マンガじゃあるまいし。けど酔うにしたってこれは」

　理解が追いつかない。感覚からして気絶していたのはほんの数秒だ。さっきまで無機質な建物が並ぶ街中にいて、それに時刻は深夜だった。

「いったいなにがどうなって──」

「あらら、どうなってるんでしょうか」

　啞あ然ぜんとした独白は、後ろからの穏やかな困惑に上書きされる。振り返ると見慣れない格好の少女が目を丸くしていた。

　まだ十代だろうか。ラピスラズリを思わせる蒼あおい瞳に、右のひと房だけ編み込んだやわらかく波打つ長い栗くり色いろの髪。赤い刺し繡しゆうで彩いろどられたゆったりとした白い衣服は神官か巫み女こといった雰囲気だが、あちこちにあるスリットからは二の腕や太ももが見え隠れしている。

　それに、腰こし紐ひもにぶら下がる分厚いスケッチブックのような紙束が不格好に目についた。

「誰、だ？」

「どもども。私はフィズリ・トラン。神律士やってまーす。よろよろです」

「ふぃず……？　ここはどこだ？」

「魔域の中ですよ。入るのは初めてですか？」

「まいき……なにを言って──はっ！」

　要領を得ないやり取りを中断して、我に返る。こんなところで油を売ってる暇はない。早く資料をまとめなければ徹夜で月曜の朝を迎えることになる。

　上司の嫌味な笑顔が浮かび、ゾッとした。

「そ……それは嫌だあああああ！」

　頭を抱えてうずくまる。今日は溜たまった洗濯物を片づけて、録画したまま見れずにいたアニメやドラマを消化して、どこかに出かけたりなんかして──朝起きたときはそう思っていたのに、どうしてこうなった。どれも叶かなわないまま、また休日出勤とサービス残業にまみれた仕事漬けの日々に戻らなければならないなんて。

　と、不意に温かいものに包まれ、背中がさすられた。顔を上げて、微ほほ笑えむ少女と目が合う。

「よしよし」

「な、なにを」

「よくわからないですけど、なんだか大変そうなので。そういうときは一度落ち着いたほうがいいんですよ？」

　花のような香りが広がり、くっついた身体からだからとくんとくんと彼女の心音が伝わる。

　数十年ぶりの人肌のぬくもりはとても心地よかった。少女の肩に顎を乗せ、深呼吸。

「ぅ……」

　ドクン、と本能が昂たかぶる。

「だいじょうぶですか？　気持ち悪い？」

「いや、そういうのでは──」

　ない、と呟つぶやきかけて異様なものが目に入る。木々の合間、藪やぶの中から巨人が姿を現していた。

　否、それは人間ではない。二つの目が縦に並び、鼻はなく、口は耳まで裂けている。肌は灰色の鱗うろこで覆われ、太い尾を引きずり、手にしているのは丸太そのものの棍こん棒ぼうだ。

　異相の巨人はのしのしと近づき、無言で無骨な鈍器を持ち上げる。少女は気づいていない。

「ちょ、やば」

　咄とつ嗟さにできたのは少女を突き飛ばすことだけだった。横に振り抜かれた棍こん棒ぼうは栄えい一いち郎ろうの頭を容易たやすく砕き潰し、血ち飛沫しぶきとともに肉や骨の欠片かけらが飛散する。

「いたた……。どうしたんですか、いきなり──え」

　突然の惨状に言葉を失う少女の前で、首から上を失った栄えい一いち郎ろうはびくびくと痙けい攣れんして倒れた。トドメとばかりに踏みつけられ、臓物までまろび出る。

　さらに巨人は少女へと顔を向け、どす黒く長い舌で口元を舐なめ回しながら手をのばし──、

「……やれやれ、だ」

　足首を摑つかまれ、巨人が動きを止めた。少女も己の目を疑う。

　栄えい一いち郎ろうが動いていた。たった今砕け散ったはずの頭部がある。だけでなく、踏み潰された身体からだはズルズルと内臓を引き寄せ、流れ出た血液までもが傷口に吸い込まれていく。

　ものの数秒で、汚れたスーツを除くすべてが元に戻る。

「あー、蘇そ生せいなんて何十年ぶりだか。おかげで酔いは覚めたが……くそ、力が入らん」

　身体からだがふらつき視界が揺らぐ。血が足りないのだ。

　巨人は再び棍こん棒ぼうを振りかぶる。純然たる質量の暴力。人間ならば即死は免まぬがれない一撃。

　それを栄えい一いち郎ろうは避けることなく受け止めた。

　必殺の殴おう打だを防いだのは、背中に現れた一対の黒い翼だ。

　漆黒の霧に似た細かな粒子で構成されたそれは、蝙こう蝠もりを連想させる形状で交差して盾となる。けれどすぐにザラリと大気に溶け、栄えい一いち郎ろうは膝をついた。

「やべ……反射的に……うぐっ」

　ますます具合を悪くした栄えい一いち郎ろうの首を、巨人の節くれだった手が絞める。

「うお、てめ。放せ……げふ」

　振ふり解ほどけず、つま先が宙に浮く。体たい軀くの差だけではない。今の栄えい一いち郎ろうはガス欠だ。

　わけのわからないままわけのわからない場所でわけのわからないやつに殺される。

　理不尽に腹が立ち、なによりもそれを跳はね除のけられない自分の不ふ甲が斐いなさが許せない。

「──ふざ……けるな……っ!!」

　遠のく意識を憤いきどおりで繫つなぎ止とめ、残った力を振り絞って喉を圧迫する太い腕を摑つかむ。

「血を、よこせっ！」

　樫かしのように固い皮膚に鋭く尖とがらせた爪を立て、食い込ませ、むしり取る。

　野太い悲鳴とともに巨人は栄えい一いち郎ろうから手を離した。傷口から噴き出した血は濃い青緑で鉄臭さはなく、代わりにツンとした刺激臭とほのかに甘ったるい香り。

　咳せき込こみながら手に残った肉片を掲げた。握り潰し、滴したたる青緑の血液を口で受け止める。

「げ──ごふっ！　ぐぅ……が、ぐ」

　腐ったワカメと柑かん橘きつ類るいをドブで煮詰めたかのような、この世のものとは思えない臭味。

　それを、吐き気もろともに飲み込む。

「は──ぁっ！」

　ドグンッ、と心臓が大きく脈打つ。冷え切っていた全身が熱を帯びる。

　実に百余年ぶりの飲血は、最悪で、最低で。

　それでも血液であることに変わりはなくて。

　錆さびつき、縮こまっていた身体からだに活を入れるには充分な刺激となった。

「あ……あ、はは、くそっ！　なんてもんを飲ませやがる！」

　悪態とともに再び背中に黒い翼が現れる。呻うめいていた巨人の両腕を前触れもなく切断し、次いで頭から股まで真っ二つに割る。

　絶命した巨人が大地に伏し、遅れて栄えい一いち郎ろうも腰を落とす。限界だった。

「すごーい。なんですか今の？」

　巨人の遺体を迂う回かいしてきた少女が立ち止まる。

「あれ、なんかさっきまでと雰囲気変わりましたねぇ」

「……目が覚めたからな」

　蘇そ生せいしたことでこれまで意識的に抑えていた本能が解かれたのだ。そうでなければ咄とつ嗟さとはいえ力を使ったり巨人の血を飲んだりはしない。

「でも顔色は悪いままですねぇ。どれどれ」

　少女は腰の紙束から一枚を選んで引き抜く。ごわごわした厚手のそれはまるで牛乳パックからの手作り再生紙のようで、書かれた文字と記号はあの光の円陣のものとよく似ている。

　文字と記号の羅列はぼんやりと光っていて、少女は迷った末にそれを栄えい一いち郎ろうの頭に乗せる。

「どーです？」

「……なんつーか、しみる」

　じわじわと頭頂からなにかが浸透してくる感覚。温湿布か灸きゆうのようで心地よい。

「ふむ。頭に乗せるものなのか」

「はい。患部にあてるものですよー」

「……おい、どういう意味だ」

「だって潰れたじゃないですか。アレ、絶対お亡なくなりだと思うんですけど、どうなってるんです？　神律式を刻んでた様子もなかったですし」

「……しんりつしき？」

「魔獣の血も飲みましたよね。あと黒い羽！　あんなの知りませんよぉ。なんなんです？」

　矢継ぎ早に問われて栄えい一いち郎ろうは観念した。夢だ幻だと言い逃れできる域は超えている。

「あー、フィズリとか言ったか」

「はーい」

「誰にも言うなよ」

「はいはーい」

「噓うそくせぇな」

「だいじょぶじょぶじょぶ」

「……まぁいいか。これは極秘中の極秘なんだが、実は俺はな──」

「ごくり」

「かの有名な、吸血鬼なんだよ！」
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「……？」

「あれ？」

「…………きゅー、けつ、き？」

　栄えい一いち郎ろうにとって最大の秘密。なのに少女はコテンと首を傾かしげるにとどまった。

「なんですか、それ？　どういう意味です？」

「聞いたことくらいあるだろ。吸血鬼。ヴァンパイア。俺がそれだ」

「きゅ……ば？　うーん、ごめんなさい。ちょっとわかんないです」

　予想外の反応だった。とぼけているようでもなく、本当に吸血鬼を知らないらしい。

（バカな。バケモノの中でも筆頭メジャー級だぞ。ニュースにだってなるのに）

「あ、そっか、あなたのお名前ですね？　きゅーけき・ばんぱーやさん？」

「違う。俺は日苛木ひいらぎ栄えい一いち郎ろうだ」

「ヒーラギ、エ、エロイチロ？　エロイチロって呼べばいいですか？」

「わざとか？」

「へ？」

「それともエロい性根が見てくれに滲にじみ出でてるってのか？　初対面で随分だなオイ」

「いえあの、なにを言って」

「ともかく、栄えい一いち郎ろうだ。えいいちろう」

「むー、馴な染じみのない発音ですねぇ。すっごい遠くから召喚しちゃったんですかねぇ」

「……しょうかん？」

　アニメやゲームでしか聞かない単語に眉をひそめ、栄えい一いち郎ろうは改めて辺りを見回す。

　変な光のサークルが現れたと思ったら景色が一変した。フィズリと名乗ったこの少女も日本人ではなさそうだし、草木も初めて見るものばかり。

　まるで、別の世界に迷い込んだようで。

（夢、か？　いや、死んだ痛みは本物だったぞ。さっきの醜い巨人といい、まさかこれは、いわゆるあの）

「異世界、てん──ぅべぁっ!?」

　いきなり腹をペタペタ触られて、変な声が出た。

「……なにをする」

「ほんとに傷が治ってますね。魔人でもないし。えー、どうしてどうして？」

「やかましい。……それより場所を移すぞ。これの仲間が近づいてくる」

「あ、ほんとだ」

「わかるのか」

「神託が教えてくれるんですよぉ。あなたこそどうして？」

「吸血鬼の五感を舐なめるな。においがする。足音も。……神託？」

「十くらい来てますね。えーと、こっちに行きましょう」

　自信に満ちたフィズリに先導され、栄えい一いち郎ろうは森の中を歩く。目につく草木はどれもフィルターをかけたように黒ずんでいて、かつての白黒映画を思い出した。

「世界は広いですけど、あなたみたいにデタラメなのは初めてですねぇ」

「そう言われてもな」

　吸血鬼は、おおよそ伝承どおりの存在だ。太陽光や銀具が苦手だが殺すことは困難で、人血を啜すすって活力を得る。

　ほぼ不死身と呼んで差し支えないものの、能力の行使──とりわけ再生は力を大きく消耗する。元々底を突きかけていた栄えい一いち郎ろうの力は最初の蘇そ生せいでほぼ尽きた。あの巨人の血を口にすることで多少は回復したものの、身体からだの不調と喉の渇きは消えていない。

（くっそ不ま味ずかったなあの血……。色もにおいも最悪だ。獣ですらもうちょいマシだぞ）

「どですか？　そろそろ元気になりました？」

「ん、ああちょっとだけな。とっくに効き目切れてるが」

　光が消えた紙を頭から剝がす。見知らぬ文字と記号の組み合わせは数式を連想させる。

「えー、うそ。びんびん元気になるはずなのに」

「ビンビンかよ。そもそもなんだ、この紙きれ」

「え、もしかしてエーイチロって無神教者です？」

「確かにそうだが」

「でも、モクティノへの信仰心で神律式の効果が増減するなんて聞いたことないし」

「モクティノ……神の名前か。知らないな」

「…………え？」

　今日いちばんの驚き顔だった。

「えぇと、モクティノはこの世界を作った女神です。私たち真族を愛していて、今も世界中に加護を注いでくれてます。その加護をかりて奇跡を起こすのが、この神律式ですよぉ」

「なるほど、魔法みたいなもんか」

「それ、他の人の前で言っちゃダメですからね。めっですよ」

「どうなるんだ」

「袋ふくろ叩だたき♡」

「笑顔で言うな。……それじゃ別に、魔法もあるのか」

「魔族の使う悪あしき力が魔法で、刻んだ式でモクティノの加護に形を与えるのが神律式です」

「いるのか、魔族」

「さっきのがそうですよぉ。ここは魔域ですし……あ、こっちですね」

　道なき森を進むフィズリの歩みに迷いはない。似たような景色ばかりで同じところをぐるぐる回っているように思えるが、蛮族の気配は遠のいているので正しい方向なのだろう。

「どこかに目印でもあるのか」

「じゃなくて、モクティノが教えてくれるんです。次は、あの斜めに生えた木を左ですねぇ」

「さっきも言ってた、神託か。そんなに頻繁に？」

「ですよ。あなたを召喚したのも、今日この日に魔域のあのあたりで召喚するといいって神託があったからですし」

「えらく細かい指示だな。……胡う散さん臭くさい」

「もぅ、それも他の人の前で言っちゃダメですよ」

「みんな聞こえるもんなのか」

「私だけですかねぇ。これでも小さい頃は女神に選ばれた神童って呼ばれてたんですよ」

「自慢されても知らんがな。ちなみに魔域ってのは？」

「魔族が支配する領域のことで、つまりここでーす。いつ魔獣と鉢合わせるかわかりませんから気をつけないと」

　その忠告を裏づけるかのように、さまざまな魔獣と遭遇した。火を噴く大蛙がえる、脚が四対ある蜥蜴とかげ、木に擬態した大蜘ぐ蛛も──栄えい一いち郎ろうはそのことごとくを討ち倒し、追い払う。

　それでも魔域を脱することは叶かなわず、日が暮れてしまった。

「ほーんとすごいですねぇ、エッチローは」

「栄えい一いち郎ろうな」

　オバケのような大樹の根元。広い洞をテント代わりにフィズリは上機嫌で枯れ木を折る。

「あの魔獣たち、どれもけっこう厄介だったのに。黒い翼で蜘く蛛もの脚をまとめて斬り払ったときは拍手しちゃいましたよぉ。なにより死なないのがズルい。あんまり見たくないですけど」

「ふん、誉ほめろ誉ほめろ。崇あがめ奉たてまつれ」

　スプラッタな光景を思い出して苦笑するフィズリの向かいで栄えい一いち郎ろうは重い息を吐く。最悪のコンディションにもかかわらず戦いに次ぐ戦いを切り抜けられたのは、そのたびに不ま味ずすぎる魔獣の血を取り込んだからだ。おかげで気分は直滑降。喉の渇きはますます悪化している。

「だいじょうぶですか？　さすがに疲れちゃいましたよねぇ」

　栄えい一いち郎ろうを心配しながらフィズリは枯れ木を地面に並べる。その下には紙束から外した一枚が敷いてあり、彼女が手をかざすと紙から白い火が熾おこった。すぐに枯れ木が赤く燃え始める。

「便利だな」

　神律式は内容によって効果が変わり、あらかじめ式を刻んだ紙束を持ち歩けばすぐに使える。式さえあれば使用者を問わない汎用性も利点だろう。

「火を出すとか、光を灯ともすとか、単純で小さいものならこの紙に収まる式で充分なんです。でも効果は式の密度と面積に比例するから、強力なものほど大きくて複雑な式になるんですよぉ。エーイチロを呼び出すのに使った召喚の式とかね」

「そんなにでかくなかった気がするが」

「真ん中だけしか見てないからですよぉ。草に隠れてたし、全体はもっとずっと大きかったんですからね。地面に刻むの、すっごく大変だったんです」

　続けてフィズリはまた数枚を束から外す。一枚は折り曲げて四角い器にし、もう一枚が生み出した氷塊を砕いて火にかける。紙なのに燃えることはなく、氷が溶けて湯が沸いた。

　さらに別の紙の上に道中で摘んだ野草を載せると、灰色だった草が鮮やかな緑に変わる。

「魔域の植物も、こうやって魔力抜きをすれば食べられます」

　野草を千切りながら湯に入れ、革袋から取り出した干し肉らしき塊を削そぎ落とし、岩塩であろう石を削ってひと煮立ち。

「仕上げにこれを振りかけて、と」

　フィズリが小瓶の栓を開けると、よく知るにおいに栄えい一いち郎ろうは顔をしかめた。

「うぐ、待て。それニンニクだろ」

「にん？　ガボって草の根っこです。ぐっと味に深みが出ますよ。こないだ見つけて」

「いや、俺はいらない。そのままでいい」

　食べられないことはないが、できれば口にしたくない。ややフィズリから距離を取り、栄えい一いち郎ろうは紙の器を受け取った。ふやけた干し肉と草が浮いただけの貧相なスープだ。

「……んむ」

　細い枝を箸代わりに、くたっとした野草を摘まみ、ひと口。

「…………んー」

「なんですかぁ。贅ぜい沢たく言わないでくださいよ」

「いや、美う味まい」

　味は薄いし、量も少ない。けれど干し肉からきちんとダシが出ているし、適度に茹ゆでられた野草はシャキシャキとした歯ごたえが心地良い。わずかな苦味もアクセントとなり、素朴で優しい味付けに仕上がっている。

「そういえば、ずっとカップ麵ばっかだったな。あのジャンクな味も、嫌いじゃないが」

「かっぷめ？」

「まぁ、知らないよな」

「んー、ずぅっと気になってるんですよねぇ。エーイチロ、どこから来たんです？」

「……そうだな。もう疑いようもないか。ここは、俺のいた世界とは違う世界だ。あの蛮族やら魔獣も、神律式も、モクティノって神様も、見たことも聞いたこともない。なにもかも、俺がいた世界とは異なってる」

　栄えい一いち郎ろうの結論に、フィズリはきょとんとした。吹き込んだ夜風が栗くり色いろの髪をなびかせる。

「からかってる、わけじゃなさそうですね。うん、あなたっていろいろ変だし。こことは違う世界の存在を推察してる文献も、いくつかあるし。……あり得るかもぉ」

「やけにあっさり納得するな」

「すっごく驚いてますよぉ。でもそう考えると納得できるなぁって。そもそも、死なないなんて、すでにこの世界の理じゃ説明できませんし、それだって」

　フィズリが視線を向けたのは栄えい一いち郎ろうの持つコンビニ袋だ。土で汚れたものの、中には燻くん製せいチーズが手つかずで残っている。

「なぁんか美お味いしそうな予感」

「食べてみるか？」

「いいんですか！　えへへ、すいませんね、催促したみたいで」

　涎よだれを垂らしかけのフィズリに封を開けて投げ渡すと、彼女は不思議そうに眺め回す。個包装のフィルムをおそるおそる剝がし、たき火にかざして目を丸くする。

「すごぉい。透明な紙ですかぁ？」

　手本とばかりに燻くん製せいチーズを口に入れる。嚙かむと馴な染じみのある味が広がった。大量生産のプロセスチーズなのに、野菜スープが薄味だったせいで余計に濃厚に感じる。

　それを見てフィズリもチーズを摘まみ上げた。薄紅色の唇で咥くわえ、ゆっくりと歯を立てる。

「ぅむぅ──……っっ!?」

　蒼あおい瞳が見開いて、華きや奢しやな身体からだがブルリと震えた。もぐもぐと口を動かし、なかなか飲み込まずに両手を握りながら味わい続ける。

「んく……ふあああ！　な、なにこれおいしー!!」

　少女がようやく言葉を発したとき、栄えい一いち郎ろうは三個目のフィルムを剝むいていた。と、瞳を輝かせたフィズリが身を乗り出し、摘まんでいたチーズを唇でパクっと挟む。

「うぉあ!?」

　指先に薄紅色の唇が触れ、慌てて手を引く。燻くん製せいチーズはあえなくフィズリの口に吸い込まれ、少女はにんまりと笑う。

「はむはむ、んふふ」

　ちろりと唇の隙間から真っ赤な舌が覗のぞく。目を逸そらす栄えい一いち郎ろうにフィズリはもぐもぐと口を動かしながら首を傾かしげる。

「ん？」

「……なんでもない」

　一瞬、エロいと思ってしまった。

「気に入ったなら残りも全部やるぞ」

「いいんですかぁ？　やったぁ、エーイチロは神様ですね！」

「モクティノはどうした」

「違う世界なら競合しないですよ、たぶん。あなたの世界はこんなおいしいものであふれてるんですか？　行ってみたぁい」

　瞳を輝かせながら二個目の燻くん製せいチーズを嚙かみしめるフィズリ。

「俺を呼び出せたなら行くこともできるんじゃないのか。俺もそろそろ会社に戻って資料をまとめないと。早く元の世界に戻してくれ」

「…………えーと、そのことなんですけど……ごめんなさいぃ」

「──おい、まさか」

「狙ってエーイチロを召喚したわけじゃないから、またあなたの世界に繫つなげられるかわからないんです……。こんなつもりじゃなかったんですけど」

「……お約束ってやつか。現実になるとはな」

　栄えい一いち郎ろうが知る異世界転移物語も、その多くは帰還不可能な状況に投げ出されていた。

「そもそも、なんで召喚なんてしたんだ？」

「……笑いませんか？」

「聞いてみないことには」

「…………あのね、魔王に会ってみたいんです」

「いるのかよ魔王。まあ、いるんだろうな、魔族がいるってことは」

「でも魔王がいるのは魔域の奥だから、道中守ってもらいたいなぁって。神託もあったので、それなりに強いのを召喚できるはずでしたし」

　フィズリが語った世界の概要は、次のようなものだった。

　この世界は真族と魔族、大きく二つに分かれている。

　真族は唯一神たる女神モクティノに愛された陽の存在。代表たる人間は非力だが数が多く知恵があり、神の加護をもちいる『神律式』によって大陸の大半を解放している。

　魔族は女神に仇あだなす陰の存在。呪われた土地『魔域』から生まれ、真族を襲う。それぞれが魔力を持ち、固有の魔法を行使することで単体でも大きな脅威となる。

「なるほど、魔王を倒して世界を救おうってことか」

「あはは、全然違います。私、五歳のときに初めて神託を聞いたんです。今でもはっきり思い出せます。『あの、つかぬ事をお伺いしますが、世界を変えてみませんか？　あなたには資格があるんですけど』って」

「腰が低いな！　威厳がない！」

「そうですか？　だいたいいつもこんな言い方ですよぉ。それで、世界を変えるってどういうことだろうって考えて……いろいろあって、魔王に会おうって」

「繫つながりが読めん！」

「でも、無関係なあなたを巻き込むのはダメですよねぇ。よぉし！」

　ぱんっと両手で頰を叩たたいて、フィズリは蒼あおい瞳に栄えい一いち郎ろうをまっすぐ映す。

「約束します。時間はかかっちゃうかもですけど、必ずあなたを元いた世界に戻してみせます。呼べたんですから帰れないわけないですもんね！　乞うご期待♡」

「…………まったく期待できないんだが」

　食事を終え、夜も更ふけると、横になったフィズリから静かな寝息が聞こえてきた。魔獣がいつ現れるかもしれないのによく眠れると思うが、それだけ疲れ、気を張っていたのだろう。余裕がありそうな言動をしていても、まだ若い少女なのだ。

　そう。目の前で無防備を晒さらすのは、十代の少女である。

「──っ」

　ごくりと、喉が鳴る。

　野草のスープは悪くなかったが、あれではこの渇きは治まらない。もっと濃く、しょっぱさの中にも甘みがあり、人肌で、芳ほう醇じゆんでいて新鮮な──そういうものでなければ。

　静寂の夜。吸血鬼としての純粋な衝動が、欲求が、頭の中に広がっていく。

「……おっと。待て待て、落ち着け」

　いつのまにかフィズリの喉元にのばしていた手を引っ込める。理性で欲望を縛り上げる。

　確信があった。次に人血を味わったら、もう踏ふみ止とどまれない。満たされるのは一時だけで、すぐに歯止めが利きかなくなる。そんな状態で元の世界に戻っても末路はひとつしかない。

「…………ん？」

　ふと、根本的な疑問が浮かんだ。

（俺は──戻りたいのか？）

　高度に発達した科学が普及しきったあの世界は、吸血鬼にはとても生きづらい。

　夜の王などと恐れられたのはもはや過去のこと。昨今では夜空を飛べば写真に撮られて通報され、人血を吸おうものなら傷害事件で捜査される。もし吸血鬼だとバレたなら、圧倒的な物量の国家権力や軍事力に追い立てられ、確実に駆逐される。

　その筆頭がコンビニで鉢合わせた吸血鬼駆除部隊だ。確立された戦術と装備によって、彼らは多くの吸血鬼を灰へと変えている。

　だから現代を生きる吸血鬼の大半は、息を潜めてコソコソと、正体を隠しながら自分を殺して人間社会の中に紛れている。

　僻へき地ちや秘境に身を置く同胞もいるが、永い眠りにつくしかないその選択は自死と変わらない。

　今の吸血鬼は夜を奪われ、牙を封じられ、人間を恐れながら惨みじめに生きている。

（あんな、どうしようもない世界に？）

　栄えい一いち郎ろうを含め、吸血鬼たちは皆、血に飢えている。だが喉の渇きに耐えられずに人間を襲い、惨みじめに駆逐された仲間のニュースも何度も目にしている。

　誰もが口を揃そろえる。こんな生はもう嫌だと。けれど現状は覆くつがえせず、受け入れるしかないと。

　それは間違いなく正論で、栄えい一いち郎ろうもそれに倣ならった。戸籍を偽り、朝早くから夜遅くまで休みのない生活を続けて早数年。いつしか吸血衝動すら忘れ、生きる屍しかばねに成り果てていた。

（けど、この世界は）

　魔獣とはいえ、すでに多くの血を口にした。不ま味ずすぎるが曲がりなりにも血液を嚥えん下かできる喜びは確かにあった。それを思い出した今、再びあの生活に戻れるのか。戻りたいのか。

「──嫌だね」

　フィズリの呼吸を耳の端で拾いながら、自然と笑みが浮かぶ。

　腹の下に熱を感じた。胸が高鳴るのを自覚する。

「ここでなら、できるんじゃないか。あんな息苦しさとは無縁な、俺の望む生き方を」

　再び燻くすぶり始めた欲望を胸に、異世界での最初の夜は静かに更ふけていった。
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「で、日苛木ひいらぎくん。どういうつもりなのかな」

　いつものオフィス。他の社員たちが黙々と業務を続ける中、栄えい一いち郎ろうは課長のデスク前にいた。

「申し訳ありません。その、思いもよらなかったことが起きまして」

「へえ。それはなにかな。任せた資料はできてない。そのうえ無断欠勤で電話にも出ない。社会人舐なめてるとしか思えないんだよね」

「申し訳ありません。その、なんていうか、異世界転移的なことに巻き込まれて」

　しん、と聞き耳を立てていた社員たちが静まり、くすくすと押し殺した笑いが漏れる。

「あのさぁ、言い訳ならもう少し頭使ったのにしたら？　だいたいキミ、やる気あるの？　営業課の中でキミがいちばん残業少ないよね。みんな一生懸命頑張ってるのに」

「……でも、月五十時間は超えてます」

「知ってるよ。それだけでしょ。社員は働いてなんぼ。働かなきゃ結果はついてこないの。ひとつ先輩の彼、もうすぐ百時間だよ。キミの倍は会社に貢献してるってこと」

「はい！　ありがとうございます！」

　立ち上がって笑顔を見せる男性社員は目が死んでいる。

「今からでもさ、心を入れ替えてがんばろうよ。百時間くらいすぐだって。キミには期待してるんだからさ。仕事回してあげるから。これとこれと、あとこれと」

「……ふざけんなよ」

「ん？　なにか言った？」

　ぐりん、と課長が首を捻ねじるように下から覗のぞき込こんでくる。

「で、どうするの？　やるの？　やらないの？」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




「はいすいませんすぐやります！　……あれ」

　びくりと顔を上げる。いつのまにか寝入っていた。

　薄暗く、朝霧が木々の隙間を埋める日の出直後の時間帯。目が覚めた原因に納得する。

「……夢かよ。……そうか、出勤時間か」

　昨日の疲れも残っているのに、この時間に起きることを身体からだが覚えているのだ。

　そもそも今の仕事に就いてからは、まともに熟睡した覚えがない。それでもいくらか気分がマシなのは、昨夜の野草スープのおかげだろうか。

　たき火は燻くすぶり、薪は燃え尽きているものの神律式の紙が小さな白い火を揺らめかせている。どうやら一定時間は火を出し続ける効果のようだ。

　隣には脚を丸めたフィズリがいた。寝相が悪いのか、昨夜からかなり位置がズレている。

　服のスリットから肌が見える。瑞みず々みずしい果実のようで、血色も良いい。特に普段は髪で隠れている首筋はまったく日焼けもなく、新雪を思わせる透明感がある。

「…………っ、たまらんな」

　生唾を吞のみ込こむと、ゴクリと鳴った音が洞の中に響いた。

「ん……ぷしゅっ」

　くしゃみをしたフィズリがもぞもぞと身を縮こませる。朝の冷えた空気にスリットだらけの服は相性が悪い。栄えい一いち郎ろうは血と泥で汚れたスーツの上着を彼女にかけた。

　残った薪をくべてたき火を再燃させていると、少女がのろりと起き上がる。

「あふ……おはよぉございます。……んー、あったかぁい」

　半開きの瞳でたき火にあたる。やがて眠気が引いたのか、フィズリはスーツに気がついた。

「ふふ、ありがとうございます。優しいんですね」

「その服、妙に露出が多いだろ。見てて寒いんだよ」

「神律士としての正装なんですよ。モクティノの加護を肌で感じ取るため、とかなんとか」

　それから昨夜と同じスープで申し訳程度の朝食を済ませ、二人は洞を出た。日は出ていてもやはり高い木々の枝葉に遮られ、空はほとんど見えない。

　神託と吸血鬼の五感を組み合わせ、いたるところにいる魔獣たちの合間を縫うようにして歩を進める。それでも何体かとは鉢合わせ、そのたびに栄えい一いち郎ろうは力を振り絞った。受けた傷は魔獣の血を飲んで癒いやしたが、喉の渇きはますます悪化していく。

「だいじょうぶです？」

「……ああ、とりあえず、な。いてて」

　逃げ去る四足獣を見送り、ガサガサな声で強がりながら草むらに腰を下ろす。周囲に散らばるのは、獣の全身を覆っていた極太の針だ。肩から引き抜いた一本もそこに投げ捨てる。

「どうぞ。なにもしないよりはマシかと」

　きれいに塞がった傷に紙を添えられ、治癒の神律式によってじんわりと疲労が軽減される。

「つーかこれだけ魔獣だらけで、よく俺を呼んだ場所までひとりで来れたな」

「身を守る神律式をたくさん揃そろえましたから。行きでほとんど使い切っちゃいましたけど」

「イチかバチかすぎる」

「でもでも、呼べるのは神託で保証されてましたしぃ。ふふ」

「頰をつつくな」

「それで、魔域を出てからですけどぉ。まずは王都に行きましょう。神律士を研究してる『学がく舎しや』なら、異なる世界を繫つなぐ手がかりが見つかるかもですし」

「……ああ、それはもうどうでもいい。俺は元の世界には戻らない」

「え？」

　日苛木ひいらぎ栄えい一いち郎ろうには、夢がある。

　吸血鬼になりたての頃、これからの悠久に漠然とした不安を抱えた彼に師匠は言った。

　──バカだなキミは。考えすぎだ。簡単なことだぞ。

　──生きたいように、生きればいい。

　吸血鬼に不可能はない。夢を、願いを叶かなえるだけの力と時間と可能性があるのだ、と。

（なら、俺はこのチャンスをものにしてみせる）

　ずっと吸血衝動を押し殺し、人間に混じって退屈で窮屈で屈辱的な日々を耐えてきた理由。

　それは栄えい一いち郎ろう自身が思い描く、『理想の吸血鬼』になるためだ。

　すなわち夜を支配し、闇に紛れて人間の生き血を啜すすり、畏怖の象徴として永えい劫ごうを生きる者。

　残念ながら元の世界では、どう逆立ちしてもとどかなかったが、ここでなら──

「俺は、吸血鬼として、生きる」

　決意を口にした瞬間、腹の底から途方もない飢餓感が膨れ上がった。なにせ、おあつらえ向きに、目の前には若くて健康的な少女がいる。

（フィズリに、俺のいた世界の人間との大きな差はない）

　一晩を経て出した結論だ。吸血鬼の嗅覚も、それを肯定している。

　昨日から途切れることのない喉の渇きと、これまで抑えつけてきた種としての欲求。それらを解放できると思った瞬間、身体からだは自然に動いていた。

「ええと、キューケキとしてって、どういう──きゃあ!?」

　フィズリの腕を摑つかみ、引き寄せ、背中から抱きすくめる。顔に触れた髪は素朴な石せつ鹼けんの香りを纏まとい、汗のにおいも重なって吸血衝動を否いや応おうなく刺激した。

「な、なになに。いきなりどうし──ひゃんっ!?」

　羽織っているスーツをずらして真っ白なうなじを舐なめる。薄くきめ細やかな皮膚と、その下を走る血管がはっきりと見て取れて、情欲に脳が揺れる。

「ダメ、待って。やっ……変なとこ触らないで！」

　苦情を聞き流す。本能はまったく衰えていなかった。もがく少女を押さえつけ、流れるように柔肌へ二本の牙を突き立てる。

「ぁ痛──は、ぁっ、え、え、え、え？」

　目を見開いたフィズリの吐息が熱くなる。華きや奢しやな身体からだが強こわ張ばり跳ねる。それを全身で受け止めながら牙を引き抜き、傷口から溢あふれた真っ赤な血液を舌で掬すくい取とる。

「────────っっっっっ!!」

　一世紀ぶりの人血は、視界に火花が散るほどの歓喜をもたらした。口の中に広がる血の甘さと、鼻から抜ける香ばしさと、喉を流れる焼けるようなぬくもりと。

「な、あっ、いや、ん……っ、だめ、ひぅっ」

　それらが混然一体となって栄えい一いち郎ろうの全身を駆け巡り、脳髄を滾たぎらせる。

「なに、これ、きもちい──……ぁぁっ、らめぇ……こんなの、知らな……んんんっ！」

　びくんびくんと悶もだえる少女の喘あえぎ声が耳をくすぐる。腕に少女の爪が食い込む。それらあらゆる刺激がスパイスとなり、栄えい一いち郎ろうを恍こう惚こつへと導いていく。

（うまい、うまい！　うまいうまいうまいうまいうまいうまいうまい──!!）

　一心不乱に吸いついた。我を忘れてしゃぶりつき、夢中になって味わい続けた。

　ずるり。ごくり。

　ずるり。ごくり。

　ずるり。ごくり。

　ずるり。ごくり。

　ずるり。ごくり。

　ずる──いい加減にしなさい。

「はっ！　……む？」

　いきなり、頭を引っ叩ぱたかれたような衝撃を受けて口を離す。けれど見回しても誰もおらず、少女はぐったりと栄えい一いち郎ろうにもたれかかって動かない。

「しまった。少しやりすぎた」

　最後にうなじに並んだ二つの傷を吸い、そっとフィズリを地面に寝かせる。

「ぅ……ん」

　呼吸は乱れているが胸はしっかりと上下し、脈も安定している。血色も悪くない。

「やれやれ、いきなりみっともない真ま似ねをするところだった」

　栄えい一いち郎ろうが抱く理想の吸血鬼像は、古今東西の吸血鬼物語と、師匠を始めとする先達の吸血鬼たちの教えを混ぜ込んだものだ。独自ではあるが伝承に近く、突拍子のないものではない。

　そのイメージを守るため栄えい一いち郎ろうが掲げた定義のひとつが、吸血の美だ。

　吸血鬼かくあるべし。

　相手が死ぬまで血を貪るのは、意地汚く見苦しい行為であり相応ふさわしくない。

　元の世界を捨ててこの異世界で理想を目指すと決めた以上、恥も矜きよう持じもこだわりも捨ててしまってはただの怪物だ。それこそ、この魔域に蠢うごめく魔獣どもと変わらない。

「気をつけないとな……それにしても」

　口くちの端はに残った血を舐なめ取って、栄えい一いち郎ろうは自らの変調を実感する。

「……ははは、はは……っ！　爽快だ！　神経が研ぎ澄まされる！　力も湧き上がる！　これなら世界を統すべることだってできそうだ！」

　にわかには信じがたい感覚。深呼吸すれば複数の草木のにおいを嗅ぎ分けられ、視野が広がり、葉擦れの音もつぶさに拾える。渇きや疲労は跡形もなく、代わりに充実感が溢あふれてくる。

　誇張でもなんでもなく、百年近く退屈と停滞の泥の中で眠りこけていた吸血鬼としての優れた五感すべてが目を覚ましたのだ。

　フィズリの血はそれほどまでに甘く濃く、活力に満ちていた。この世界の人間は皆そうなのか、それとも彼女が特別なのか。

　歓喜に身を震わせていると、茂みから目が縦に並んだあの蛮族が五体、現れた。

「ずっと追ってきたのか？　執念深いな。だが、ちょうどいいタイミングだ。喜べザコども。お前たちが、覚醒した吸血鬼の最初の贄にえだ」

　右腕を横に一いつ閃せん。黒い残像が栄えい一いち郎ろうと蛮族たちのあいだを繫つなぎ、巨体が軒並み上下二つに割れて地面に崩れ落ちた。射線上の樹木ももろともに伐採され、倒れた幹が死体を圧おし潰す。

「おお、今まででいちばん調子いいぞ」

　黒い翼は、形状を自在に変えられるので攻防に用いやすい。元の世界では使う機会を逸していたそれを羽ばたかせると、両足が地面を離れた。

「む、さすがに下手になってるな。こうして、こうか？」

　何度かふらつくものの、すぐに勘を取り戻せた。そのまま飛ひ翔しようし、加速して一直線に上昇。

　高い木々の屋根を抜けると、開けた視界に雄大な自然が飛び込んできた。

　眼下には灰色がかった深い森が広がり、奥には険しい山々が並ぶ。一方でフィズリが向かおうとしていた方角では、途中から森の木々が馴な染じみのある緑色に変わっている。

「あれが魔域との境目か？　おもしろいな。はっきりと植生が違うじゃないか」

　まるで魔族と真族、双方の植物が互いにせめぎ合っているようだ。

　さらに目を凝らすと、緑の森の先には街道がのび、村らしきものが見えた。距離にして数十キロ。今の栄えい一いち郎ろうはそこまで見渡すことができる。

「絶景、なんだが──あっつ！　あちゃちゃ！　焼ける焼ける！」

　頭上に仰ぐ青空には、大小二つの太陽が輝いていた。翼の形を変えて日傘を作る。

　言わずもがな、日光は吸血鬼にとって克服しがたい弱点だ。致命的ではないものの、元の世界よりも強い陽光は、栄えい一いち郎ろうの心身をジリジリと焼いた。

「倍かー。まぁ我慢できなくもないな。太陽が多い程度で今の俺を阻はばめると思うなよ異世界」

　地上に降りてフィズリを抱き上げ、再び飛び立つ。

　もう一度、うなじにしゃぶりつきたくなるのをグッと堪える。偶然とはいえ、栄えい一いち郎ろうがこの世界に来られたのは──閉塞した日々から抜け出せたのは彼女のおかげだ。

　あっというまに魔域を抜け、フィズリをさっき見えた村の入り口に運ぶ。

「ぅ……ん。あれ、私……？」

　少女が目を覚ました。蒼あおい瞳に遠ざかる栄えい一いち郎ろうを映し、力なく手をのばす。

「え、待って……。どこへ」

「じゃあな。縁があったらまた会おう」

　バサリと翼で大気を摑つかみ、吸血鬼は広い異世界に飛び立った。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




　誰もいない大通り。赤いくせっ毛のポニーテールを揺らしながら少女が家路を急ぐ。

　厚い雲で月は見えず、寝静まった町中を光の神律式による街灯だけが足元を照らしている。

「ひゃー、遅くなっちゃった。もうこんな時間」

　念願の仕事に就けたので忙しさも苦ではない。充実しているし、気になる先輩とは次の休みに出かける約束をこぎつけた。

「……あれ」

　ふと足を止める。行く先の街灯がいくつか続けて消え、真っ暗な闇が広がっていた。神律式の灯あかりは、そうそう消えたりしないはずなのに。

（やだ、さっきの思い出しちゃった）

　友人たちと交わした、近くに魔獣が出たという、さほど珍しくない噂うわさ話ばなし。

　ただしお約束として、さまざまな尾ひれや脚色がついていた。

　魔獣は深夜の町中に音もなく忍び込み、独りでいる人間を丸まる吞のみにするとか。

　喰くわれた人間は誰の記憶からも消え、最初から存在しなかったことになるとか。

（ないない。記憶を消すなんて、いくら神律式や魔法がすごくても無理に決まってるもん。それに外壁を越えてまで魔獣が入ってきたら大騒ぎだし）

　だが、作り話だとしても、不安を覚えるかどうかは聞き手次第。

　そして少女は、そういう怖い話が苦手だった。

「……こっちにしよ」

　遠回りになるけれど、暗闇を避けて、街灯のある細い路地に入る。

　不安を振り払うように足早で進むと、視線を感じた。振り返っても誰もいない。

「き、気のせい気のせい！」

　言い聞かせて前を向くと、それがいた。

　薄暗い月光の中に佇たたずむ若い男。見慣れない服装で、じぃっとこちらを見つめている。

「だ、誰──え？」

　爛らん々らんと光る男の眼めと視線が重なった途端、ふわふわとした気持ちになった。頭の中がぼんやりして、手から落ちた鞄かばんの中身が地面に散らばる。

　男から目が離せない。よくわからないけど、この人はすべて正しい気がする。

　たぶん、おそらく、きっと、わからないけれど、わからなくても、そうなんだ。

「なるほど、こうなるのか。……お前の名前は？」

「え、と、なま、え」

　口が上う手まく回らない。何度もつっかえながら声に出すと、答えられたのが嬉うれしかった。すごく褒められたような気がする。だからなんでも答えた。

　年齢を告げた。この町の名を教えた。家族構成を述べた。恋人はいないと語った。

「ふむふむ。こっちに来い」

「は、い」

　路地の端に積まれた木箱の陰に入る。頰に触れられ、その指が下がって胸元のボタンを外す。服をズラされて上半身がさらけ出される。

　冷えた空気が肌を撫なで、ぼやけた思考がかすかに晴れた。

（あれ……わたし、なんでこんなところで……）

　疑問が浮かぶ。けれど形になるより先に男の顔が近づいた。鋭い牙が視界の端を横切る。

「ぁ──っ!?」

　痛みは一瞬。直後、わずかな疑問は猛烈な快楽に押し流された。

　雷に打たれたような衝撃に身体からだが跳ね、呼吸を忘れる。全身が火ほ照てり、立っていられずに目の前の男に縋すがりつく。肌が触れるだけで喘あえぎ声が漏れた。

「ふーむ、魅了されてると、こんな感じか。悪くはないな。ならこうすると」

　胸の先端を摘ままれ、快感に仰のけ反ぞる。

「なに、これぇ……ぁぁ、ぁんっ！　ひ、ひとりでするのと、ぜんぜんちが、うぅぅぅ！」

　ビクビクビクッと身体からだが震え、太もものあいだが熱く濡ぬれるのを自覚する。しかもそれは収まらず、波のように何度も何度も押し寄せた。

「ぁあ──、ぁは、これ、むりぃ……っ」

「やっぱり感情が昂たかぶるとコクが増すな。うん、こっちのほうが好みだ」

　男は首筋に顔を押しつけている。ゴクリゴクリという音が聞こえるたびになにかが抜けていき、代わりに絶頂に導かれる。

「は、ぅ──ふっ……ぅぅ、も……っとぉ」

　終わりたくない。気持ちいいままでいたい。ずっと、このままで。

　男に抱きついたまま腰を振る。脚を挟み、胸を押しつける。どれもが恍こう惚こつに繫つながり、少女は考えることを放棄して一心不乱に快楽を求めていく。







「さすがは異世界。太陽だけじゃなく月も二つとは」

　この世界に来てから三度目の夜。魔域から離れた低い山の頂に降り立った栄えい一いち郎ろうは、頭上に広がる満天の星にしばし目を奪われた。

　耳みみ障ざわりな騒音もなく、ひんやりとした夜風で揺れる木々の葉音と知らない虫の音色だけが闇に染しみ込こんでいく。

　これほど心が穏やかになったのは、いつ以来だろうか。

「すっかり忘れてたな。……これが自由か」

　夜は吸血鬼のためにある刻だ。二つの三日月から降り注ぐ薄光を浴び、静かに宙に浮く。

　そうしてしばらく夜空を漂っていると、さまざまな発見があった。蛍光を放つ鳥の群れ。形容しがたい獣らしき遠とお吠ぼえ。特に遥はるか彼方かなたに悠然と浮く巨大な影は圧巻だった。

「どう見ても鯨だったな。あれも魔獣か？　まったく、おもしろい世界だよ」

　ここに来るまでに、いくつか町があった。

　どこも外周を柵や石壁で囲っていたが、飛べる栄えい一いち郎ろうが中に入るのは難しくなかった。夜に忍び込み、ひと気のない路地や公園で待ち構え、少女に目星をつけた。

「ひさしぶりに魔ま眼がんも使ったし」

　吸血鬼の中でも限られた者だけが持つ魅了の眼めによって相手の自由を奪い、血を啜すすった。

　新鮮で温かく若い、生娘の血。

　混じり気のない、未成熟な果実に似た味わいは、とても好みだ。

「さっきの子は、たぶんＡ型だな。その前がＢで、昨日のはＯだ。だいたいわかってきたぞ。……ただなぁ、うまいんだけどなぁ」

　この二日間、どの少女の血を口にしても、満足感より物足りなさが上回った。

　理由はもちろん、フィズリの血だ。意識が飛びかけるほどのあの衝撃は規格外だったと、改めて思い知る。他の血を吸うほどに、あの味には及ばないと落胆する自分がいる。

「うまかったな、本当にうまかった。別れたのは失敗だったか……」

　後悔の念に駆られていた、そのとき。

　宙に浮かぶ栄えい一いち郎ろうのすぐ横を、一条の雷が駆け抜ける。

　劈つんざかれた大気が悲鳴を上げる。空気中の塵ちりが焼け、焦げ臭さが風に混じる。

　実際の距離は数十メートル離れている。それでも熱を感じるほどに苛烈。

　栄えい一いち郎ろうはすれ違う雷光を目で捉え──視線が交錯した。

　雷の中になにかがいて、それと目が合ったのだ。

　邂かい逅こうはまさに刹那。雷が飛んで行った先には、栄えい一いち郎ろうが召喚された魔域がある。

「へぇ……あんなのもいるのか。くわばらくわばら」

　フィズリや他の少女の血を吸った今の栄えい一いち郎ろうは吸血鬼本来の力を取り戻している。それでも思わず鳥肌が立った。あれと真っ向からぶつかればどうなるか。

「いや、わざわざ揉もめるつもりはないし。ちょっかい出してこなければいいか」

　気を取り直して翼を羽ばたかせる。高度を上げてまたひとつ山を越えると、広い森と大きな川が現れた。下流の平地に点々と見える灯あかりの塊は村や町だろう。ただし栄えい一いち郎ろうの興味を引いたのは、森の中にポツンと建つ城だ。

　切り立った崖に面しており、近づいてみると随分と古い。石積みの壁はあちこち朽ち欠けて蔦つたにまみれているし、灯あかりは皆無。今はもう使われていないらしい。

「なかなかに好物件の予感。吸血鬼っぽいしな」

　上空から古城の中庭にダイブ。すると、ぞろぞろと鎧よろいの兵士が現れた。吸血鬼の嗅覚が捉えたのは、ツンとした軽い刺激臭。先日の魔域で嫌というほど味わったにおいだ。

「さすが異世界。退屈しないな」

　ゆらりと剣を振りかぶった鎧よろいを足蹴にすると、あっさり倒れた。兜かぶとが転がり腕が取れ、その中身はがらんどう。それでも鎧よろいは起き上がる。

「これは魔力のにおいか。なら、いろいろ試すにはちょうどいいな。まずは霧化から」

　高位の吸血鬼は、己の肉体を変化させられる。有名なのは蝙こう蝠もりや狼おおかみで、霧に変わるのも定番だ。以前、うっかり霧化したら強風にさらわれて、危うく自分を見失いかけたことがある。

　同じ轍てつを踏まないよう、まずは身体からだの一部に限った。霧になることで攻撃をかわすのだ。

　タイミングを見計らって右の肩から先を霧へ。腕の輪郭がぼやけ、解けるように細かい粒子へと変わっていき──変わり切る前に槍やりの穂先に貫かれた。

「いって！　……あー、不慣れなせいで時間がかかりすぎるか。仕方ない」

　嘆きながら一度たたんだ翼を右腕に巻きつける。ひと回り太くなったその腕は、槍やりを手にした鎧よろいの胴を容易たやすくぶち抜いた。

「やっぱり力押しのほうが楽だな」

　横から振り下ろされた刃を打ち払い、わき腹をぶん殴る。吸血鬼の膂りよ力りよくをまともにくらった鎧よろいは大きくひしゃげて石像にぶつかり、弾みで跳ねて塀の向こうに飛んでいった。

　そのまま残りの鎧よろいも叩たたき伏ふせ、続けて古城の探索に取り掛かる。

　外見どおり、城内もかなり荒れ果てていた。石材の合わせ目からは草が生え、崩れて進めない通路もいくつか。やはり廃はい墟きよなのだろう。

「当面の居城としてはアリだな。まずはここから始めて……それにしても数が多い」

　内見を進めていると、あちこちで動く鎧よろいに遭遇した。すでに二十は超えている。

「魔法なら、どこかに使い手がいるはずだが」

　最後に辿たどり着ついたのは城の中心。半開きで動かない大きな扉の隙間から中に入ると、色いろ褪あせた絨じゆう毯たんを残す広い部屋の奥で崩れた天井から差し込む月光のスポットライトを浴びながら、ひとりの少女が玉座に身を委ねていた。

　やや青白い肌にさらりとした長い銀髪。耳はピンと尖とがり、脚の付け根ギリギリまで詰めたショートパンツに裸足はだし。はち切れそうな双丘をヘソだしのチューブトップが押さえている。

（これはまた、扇情的な。胸囲の格差社会な）

　歳としはフィズリよりも下だろう。身長もやや小柄だ。なのにボリュームの差は圧倒的。比べるのがかわいそうになるほどに。

　一方でまだあどけなさも残っていて、フィズリとは違うベクトルの美少女だ。肌の露出も相まって程よく吸血衝動が刺激される──のだが、栄えい一いち郎ろうの注目は豊満なふくらみから、頭左右にある見慣れぬ物体に移った。

「……ツノだな」

　紫水晶に似た硬質の輝き。髪飾りに見えなくもないが、握り拳の半分ほどの大きさで先端が鋭く尖とがっているそれは髪をかき分けて頭から直接生えている。

　この世界の人間の外見は現代とほぼ変わらない。つまりそれと異なるこの少女は。

「魔人ってやつか？　へぇ、なんだ、思ってたほどじゃないな」

　もっと異形の、それこそ先日の蛮族のような姿を想像していたので拍子抜けではある。

「……んゅ」

　不意に眠り姫が身じろいだ。立派な玉座も寝具としては狭く、足が栄えい一いち郎ろうに触れる。

「んー……パパ？　もう、来ないでって言ったじゃな……」

　あくびとともに少女がのびをすると、豊かな胸がゆさりと揺れた。ゆるゆると開いた瞳は深く澄んだ紫色で、そこに栄えい一いち郎ろうが映り込む。

「よう」

「──にゃあ!?　にんげん!?」

　かわいらしい悲鳴を上げながら少女は仰のけ反ぞり、勢いで玉座が傾く。

「あ、わわっ」

「おっと危ない」

　咄とつ嗟さに腕を摑つかむと玉座だけが倒れた。長い背もたれが床を打ち、大きな音が響き渡る。

「ぁ……あ、さ、さわるなぁっ！」

　わなわなと震えた少女は栄えい一いち郎ろうの手を振り払い、すごい勢いで後退した。睨にらみつけてくる目が潤んでいるのは気のせいではないだろう。

「落ち着け。ちょっと話を……む？」

　少女のツノがぼんやりと光り始める。するとあちこちからガチャガチャと、金属音とともに何体もの動く鎧よろいが現れた。ところどころへこんでいるのでどれも先ほど蹴散らした連中だ。

「呼び寄せた……いやお前が操ってるのか、この数を？」

　少女は集まった鎧よろい兵たちに囲まれ、群がられ、包み込まれ──鎧よろいの集合体が身を起こす。

　まるで出で鱈たら目めな立体パズルのように鎧よろいが組み合わさり、天井にぶつかりそうなほど大きく歪いびつな人型を成している。首がなく頭が半ば埋まったそのシルエットは狒ひ々ひのよう。

「驚いたな。鎧よろいのゴウレム、か？」

「ココカラ、デテイケ！」

　幾重にも反響した少女の声を発する巨きよ軀くが栄えい一いち郎ろうを鷲わし摑づかみ、割れた窓から外に放り投げる。栄えい一いち郎ろうが姿勢を正して着地すると、ゴウレムも中庭に飛んだ。

「ドーン！」

　破は城じよう槌ついさながらの拳が栄えい一いち郎ろうを打ち据える。骨が砕け、肉が千切れ、血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら石壁にぶつかるが、ものの数秒で全身の傷は癒え終えた。再生速度が増しているのも血を十分に飲んだからだ。

「ふん、魔人といってもこんなものか」

「エ？　ムキズ、トカ、ウソ！」

　ゴウレムが跳躍する。両足揃そろえての踏み潰しを今度は避けた。衝撃で潰れた脚から散乱した鎧よろいの部位が、本体に引き寄せられて元に戻っていく。

「なるほど。俺の再生は傍はたから見るとこんな感じか？」

「コンドコソ、ペタンコ！」

　やかましく鎧よろいを擦り合わせながらゴウレムが両手を組み、真上から振り下ろす。対する栄えい一いち郎ろうは両腕に黒翼を巻きつけ、真っ向から受け止めた。

「ホェ!?」

「そう何度も潰される趣味はない。そら、お返しだ」

　そのまま拳を殴りつけるとゴウレムの両肘から先が砕ける。辺りに降り注いだ鎧よろいは再びゴウレムに集まっていくが、

「遅い」

　修復力を持つ相手には、それを上回る破壊を叩たたき込むのがセオリーだ。そして今の栄えい一いち郎ろうにはそれができた。腕が戻り切る前に一撃。さらに二撃、三撃と重ねる。

「アレ、ウソ、マッテ、チョット、アア、アァアアァッ!?」

　響く声に驚きと、焦あせりと、次いで恐れが重なり始め、

「ヤダッ、テバ！」

「──お？」

　バヂィッと、激しい火花が栄えい一いち郎ろうの拳を焼いた。裂けた肉と火傷やけどはすぐに修復するものの、さすがにラッシュを中断させられる。

「モウ、ホンキ、ダスカラ！」

　ゴウレムの内側から漏れた青白い光が、輝きを増しながら巨体の中心に集束していく。

「ほぅ。なにがどうなる？」

　今攻め直せば先手を取れる。だがその正論は、湧き上がる高揚感に洗い流された。

　試してみたい。

　充分に血を吸い、力を取り戻した今の自分が、どれほどのものなのか。

　防げるはずだ。なにより己が理想の吸血鬼とは、そういうものでなければ。

　他を圧倒する不死の王。魔の代名詞たる夜の支配者。数多あまたの忌いみ名で恐れられる怪物。

　元の世界では人間相手に辛酸を舐なめ続けたが、個の力は今も頂点にあると確かめるために。

「コレナラ、ドウダ！」

　咆ほう哮こうしたゴウレムが圧縮した光を解き放つ。大気が震えた。

　マンガで見るような極太のレーザービーム。古城の外壁を貫き、轟ごう音おんを伴った閃せん光こうが大地を抉えぐる。その瞬間だけ一帯は昼に変わり、巻き添えになったいくつもの木々が砕け散った。

「…………ウ、ソ」

　ゴウレムは、目にしている光景に混乱している。

　黒い翼によって焼煙を払い散らし、平然と佇たたずむ吸血鬼の姿に。

「なるほど、大した威力だ。だが吸血鬼にはとどかない」

　翼の密度を増して前面を覆う盾にした。もし直撃していたら消し炭になっていただろう。吸血鬼には灰から甦よみがえった話もあるが、

「試したくはないがな」

　結果は上々。栄えい一いち郎ろうは翼を腕に巻き、尖とがらせた先端をゴウレムの中央に突きつける。

「詰みだ。どうする」

「……ホワァ、ステキ」

　ゴウレムの両腕がだらりと下がり、シルエットが崩れ出した。手甲や胸甲や兜かぶとや盾、前垂れに足甲に剣など巨体を構成していたパーツが地面に積み重なり、最後に残ったツノの少女は、真っ赤な顔を両手で覆う。

「あああ、あんまり見ないでください。恥ずかしいです」

「そんな格好してるくせに？」

「え。な、なにかおかしいです？　ちゃんと大事なところは隠してますよ？」

「大事なところしか隠してないんだよ。まぁそれはどうでもいい」

　先ほどまでの敵意はすっかり消えているので、栄えい一いち郎ろうも翼を解く。
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「お前、魔人だよな？　名前はあるのか」

「えと、オルムネです。オルムネ……、ザグラヴァーニ」

　魔法を使っていたのでわかっていたものの、魔獣の酷ひどい血の味が脳裏をよぎる。

（見た感じ、食べ頃なんだけどな。ちくしょう）

　オルムネと名乗った魔人の少女は、怪け訝げんな表情を浮かべていた。

「なんだよ」

「…………それだけ、ですか？　わたしの名前を聞いて」

「なにがだ」

「な、なんでもないですっ。ちょっとびっくりして。……じゃあその、あなたのお名前は？」

「俺は日苛木ひいらぎ──いや」

　頭を振る。この世界で生きると決めた以上、これまでの名はもういらない。理想に相応ふさわしい、吸血鬼らしい名前を名乗りたい。

「アーカードと……ルガトで……、アルガート？　いや、もうちょい箔はくがありそうで大仰な、そうだ愛称があると良いい感じだな」

　魔人の少女が首を傾かしげる。

「あるがとるが……あるがとろす、アルガトロス──うん。それにドラキュラをもじって」

　浮かんだ文字列を口にする。悪くない気がした。

「よし、これでいこう。俺の名は、アルガトロス・ドラクリオだ」

「あるがとろすさま」

「アルガと呼んで構わない」

「アルガ、さま。はい、わかりました！」

　嚙かみしめるように呟つぶやく少女に、栄えい一いち郎ろうは本題に入る。

「この城は、俺がもらうぞ」

「あ、はい。どうぞどうぞ。わたしも勝手に住んでるだけですし」

「軽いな、おい！」

「でもでも、あの、わたしもいていいですか……？」

　おずおずと手を上げるオルムネ。紫の瞳が不安と期待に揺れている。

「さあ、どうしようか……」

「わたし他に行くところがなくて。お願いしますっ。なんでもしますから」

「ほほう。なんでもか。例えば炊事洗濯とか」

「う……やったことないです」

「金を稼げるとか」

「ど、どうすればいいですか」

「マッサージとか」

「まっさ……なんですそれ？」

「おい、逆に、なにができるんだよ」

「あうう、ごめんなさい！　ぜんぶできるようにがんばりますから！」

「やれやれ。まぁいい、好きにしろ。ただし、もう襲ってくるなよ」

「え……は、はい！　ありがとうございます!!」

　ぱぁ、と魔人が笑顔に変わる。「よかったぁっ」と跳ねると立派な胸が我わが儘ままに弾んだ。

　実のところ、渋る理由はない。ちょうどこの世界の協力者が欲しいと思っていたところだ。

「よ、よろしくお願いします。その、お手伝いならいくらでも！」

　ガチャガチャと音を立てて、山になっていた鎧よろいが一体ずつ起き上がる。

「なるほど。人手には困らなそうだな」

　日苛木ひいらぎ栄えい一いち郎ろうの名を捨てて、吸血鬼は拠点を手に入れた。

　アルガトロス・ドラクリオの異世界生活は、こうして幕を開けたのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




　闇夜を羽ばたき、吸血鬼が古城に降り立つ。

　天井の一部が崩れているのは都合が良いい。空から直接玉座の間に入り抱えていた黒髪の少女を横たえると、玉座の周りに寝そべっていた少女たちが身を起こした。

「あー、あるがくんだぁ」

「わ、おかえりなさいませです」

「おまちしてました……！」

　緩んだ笑顔を浮かべ、覚おぼ束つかない足取りで出迎える三人の頭をアルガはそれぞれ撫なでる。

「新入りだ。きれいにしてやれ」

「はいです」

「いいなー。いっぱいしてもらったんだろうなー」

「うらやましい……！」

　古城を手に入れたアルガは、さっそく近くの町や村で女性の生き血を口にして回った。

　血の味は奥が深い。血液型はもちろん、年齢、性別、食生活、そのときの精神状態などなど、個体差や環境によって大きく変わる。

　そして吸血鬼にもそれぞれ味の好みがある。際きわ物ものとしては赤子だけや老人だけ、果ては死体の血や獣の血しか飲まない偏食家に会ったこともある。

　アルガの好みは、吸血鬼と言えば、のド定番で王道だ。

　すなわち、十代から二十代の健康的な純潔女性。血液型はいとわない。

（いろいろ吸ったが、結局これがいちばん美う味まいからな）

「あるがくぅん、はやくうちのこときもちよくしてくださいよー」

「ぬけがけはずるです。じゅんばんならつぎはあたしです」

　玉座に着いたアルガに少女たちが寄り添う。ここにいるのは血を吸った中から吟味して選んだお気に入りだ。それぞれＡ型Ｂ型Ｏ型、今回連れて来た少女がＡＢ型である。

「わたしだって……あ、れ？」

　そのうちのひとりがまぶたを瞬まばたかせる。虚うつろな瞳にじわりと光が戻り始める。

「えっと、ここ、どこ……」

「ふむ。だいたい二日ってところか」

　少女を引き寄せ、視線を重ねる。するとすぐまた彼女は幸せそうに表情を緩めた。

　魅了の魔ま眼がん。

　吸血鬼として生きる以上、己の限界を知ることは大切だ。肉体変化は要練習。ここ数日は、魔ま眼がんを重点的に試した。

「相手の意思が強いと効きが悪くて、連続使用は目が疲れる。師匠ほど強力じゃないな」

　長時間のパソコン作業時に似た疲労感に目頭を揉もむ。ついでに血を啜すすると、Ｂ型のややコクのある味わいが舌を包み、少女の口から熱い吐息が漏れる。

「ぁ、あっ……は、あ──ぁっ」

　多くの創作物で、吸血鬼は牙を刺したまま血を啜すするだろう。けれどアルガは傷をつけてすぐに牙を抜き、開いた傷口から鮮血を味わう。

　そのほうがいいと師匠に教わり、アルガ自身もそうすべきだと思う。

　牙を刺したままだと吸いづらいし、なにより──、

「あー、ずるいー。うちもうちもー」

「あたしもおねがいしますです」

　左右から服を開はだけた二人に迫られ、ふくらみでサンドイッチになった。

「ええい、順番だ順番。……おっぱいがいっぱい、なんて言う日が来るとはな。ハハハ」

　まさに自由。少女たちの血で喉を潤し、満足しながら玉座の間を出る。

　目の前で、魔人の少女が膝を抱えていた。

「うおびっくりした。蹴っ飛ばすところだったぞ。どうした」

「なんでもないでふ」

「膨ふくれっ面つらで言われてもな。言いたいことがあるなら言え」

「アルガさまと二人っきりだと思ったのにどんどんにんげん増えてくるなーとか、そのにんげんとばっかり仲良くしてるなーとか、思ってませんもん」

「あのな、吸血鬼の生態については話しただろ」

　ちなみにオルムネも吸血鬼を知らなかった。人間のフィズリだけでなく魔人も知らないのなら、やはりこの世界には吸血鬼およびそれに類する存在はいないのだろう。

　つまり名実ともに、異邦者たるアルガを縛るものはないということだ。

「どうしてわたしには手を出してくれないんですか。ずっと待ってるのに！」

　辛抱たまらんとばかりにオルムネが抱きついてくる。

「わたしと子作りしてくださいよ！」

　やわらかく圧倒的な質量が股間に押しつけられる。少女の表情は真剣で、けれど頰は焼けそうなほどに赤い。

「あー……欲求不満なのか？」

「ふぁ!?　ちち違いますっ。……あれ？　もしかしてご存知ないです……？」

　抱きついたまま困惑するオルムネから話を聞いて、アルガは彼女の言動を理解した。

「つまり魔人には自分より強い相手と子を作る風習がある、と。男女間で相手に勝つのは婚約のような意味合いだ、と」

「はい」

「そんなの俺が知るわけないだろう」

　とはいえこれで疑問は解けた。オルムネが妙に好意的なのも、彼女からすればあの戦いはアルガからの熱心な告白に見えていたから。古城での同居も新婚生活のスタートだったのだ。

「あうう。それじゃあ、アルガさまにそのつもりはぜんぜんないんですね……」

　落胆したオルムネが手を放す。股間を圧迫していた感触が薄れ──、

「……まぁ待て」

　興味が湧いた。

　この世界の人間の血は、フィズリは別格として、元の世界と違いはない。

　では魔人の血はどうなのか。魔力を含んだ魔獣の血は度どし難がたい不ま味ずさだが、オルムネは肌こそ色白で少し不健康に見えるものの、顔を赤くするなど魔獣とも違う可能性がある。

「試してみればわかるか」

「きゃっ」

　好奇心が勝り、オルムネを抱きかかえる。緊張を孕はらんだ小さな悲鳴が嗜し虐ぎやく心をくすぐった。

「お前にその気はあるんだな」

「え……そ、そうですけど」

「なら簡単だ。俺をその気にさせてみろ」

　そのまま古城中央にそびえる太い尖せん塔とうにある、城主の寝室に向かう。鎮座するベッドは大人三人が並んでも余るほど立派なものだ。閉め切られていたおかげでホコリも少ない。

　元の栄えい一いち郎ろうの部屋より断然広いことに多少の嫉妬を覚えつつ、アルガはベッドの上でオルムネに覆おおい被かぶさる。

「にゃんっ、わわ、今からですか」

「こんなに立派なものを押しつけて、そのつもりだったくせに」

「そそそ、それはそうですけど……でもあの、初めてなので」

「最高だな。じっくり味わわせてもらうぞ」

　うっすらと汗ばんだ肌に顔を近づけると、汗のそれに混じってほのかに甘い魔力のにおいも嗅ぎ取れた。さらに鋭敏な嗅覚は彼女の初めてという言葉がウソではないと裏づける。

（このへんは人間と同じか。──いけそうだ）

　なら我慢はしない。己の欲求に従って血を啜すするのが吸血鬼らしい吸血鬼の姿だ。

　腕の中で呼吸と動どう悸きを乱す魔人の少女。その首筋に牙を立てる。

「えっ、いたいっ」

　想像していたものと異なる一手にオルムネは戸惑いの声を上げ、

「あの、アルガさま、これなんか違──ひ、ぁ、あ、あ、あ？　…………ぁぁっ!?」

　吸血による痛みは、牙を刺されるその瞬間だけだ。

　皮膚を破り、その下を走る血管に達するまでのわずかな時間。その痛みが過ぎてしまえば、以降に訪れるのはただただひたすら苛烈で止とめ処どない、性の快楽。

「すご、ふ、太いの入って、ぁ、くるぅぅぅぅっ!!」

　熱く甘い声で鳴き、オルムネがビクリと震える。意図してではなく、首筋から広がる快感に身体からだが反応しているのだ。

「やぁ、しら、知らないっ、こんなの……っ!!　んんんっ！」

「だろうな。いいんだぞ、声を抑えなくても。好きなだけ喘あえげ。そのほうが俺も興奮する」

　口を離して牙を抜き、首筋に吸いつく。それだけでオルムネは跳ねた。

　魔人の血液は濃い紫色をしていた。青みが強いのは魔力を含んでいるからだろう。

　そして肝心の味は、危惧していたものではなかった。魔獣のようなえぐみはなく、魔力特有のにおいがさわやかさを感じさせる、あっさりとした喉越し。

（ああ、うん、人血とは違うが、これもありだ。……ただ、パンチが足りない）

　血の味の違いを料理に例えるなら、個体差は食材で感情は調味料だ。

　アルガの好む食材は若い純潔女性。そして好む調味料は、快楽と羞恥である。

　食材の味が物足りないなら、趣向を凝らして味付けをすればいい。

「ひゃあっ!?」

　少女が身を捩よじるたびに揺れる胸。それに指を這はわすと嬌きよう声せいに戸惑いと恥じらいが混じった。追加された感情が紫血に奥深さを与える。

　吸血は三大欲求のうち二つを満たす。性衝動は吸血衝動に置き換わり、食欲は吸血欲で満たされる。温かな血を嚥えん下かするたび、アルガは渇きが潤う以上の充足感を得られるのだ。

「や、やぁ……むね、ばっかり」

「ああ、下を忘れてた」

「んにゃあ!!　そんな、いきなり……ぃっ！　やだぁ」

「そう言いつつ、なかなか楽しんでるように見えるぞ？　ほら、もうこんなに濡ぬれてる」

「み、見せないでください……」

　体勢を変え、アルガの上でオルムネは息を乱す。その耳元に、焦じらすように囁ささやいた。

「素直になれ。それとも、ここでやめるか？」

「え──っ、あ……う」

　吸血鬼は血液だけでなく、それを介して生気を吸う。感情が昂たかぶるほどに生気は密度を増し、吸血鬼の渇きは満たされる。

　だから、まだ足りない。

「まぁ吸いすぎは誉ほめられたものじゃないし、お前が嫌なら終わりにしよう。どうする？」

　迷いを浮かべ、唇を嚙かみしめて──けれど最終的には消え入りそうな声で、オルムネは顔を両手で覆いながら懇願した。

「…………もっと、お願いします。これ、すごく、気持ち、イイ……」

「いい子だ」

「あぁ──っ」

　服をずらし、露あらわになった胸を揉もみしだく。

　夜はまだ長い。

　雲の合間から覗のぞく大小の月光は、淫みだらに交わる二つの影を静かに照らし続けた。







　いつのまに眠ってしまったのか。

　まぶたを開けると、沈みかけた二つの太陽が彩いろどる斜陽が窓から差し込んでいた。

「え……っと」

　ホコリくさいベッドの上でぼんやりと寝返りを打ち、壁の割れた姿見に自分が映る。なにも身に着けていなかった。

「あ──あ、ぁああ！」

　記憶が蘇よみがえり、慌てて手元の布を引き寄せる。シーツ代わりに窓から剝がしたカーテンだ。昨夜はあのまま、空が白むまで延々と淫行に溺れ続け、疲れ果てて眠りに落ちたのだ。

（あああああああああああああああああああああああああああああああああああ）

　左右の首筋には赤い嚙かみ痕。頭の中には長時間に及んだ行為がほぼすべて、気を失ったところ以外は鮮明な記憶として残っている。

（気持ちよかった！　信じられないくらい気持ちよかった！　ですけど！）

　バンバンバンッとベッドを叩たたく。あのときは頭が沸騰していた。熱に浮かされて妙な解放感に満たされていた。けれど冷静になった今、猛烈な羞恥が津波のように押し寄せてくる。

（ううううううううううううううううううううううううううううううううううう）

「あんまり叩たたくな。ホコリが舞う」

「びゃ!?」

　勝手にひとりだと思っていた。手を止めてゆっくりと、カーテンに包くるまったまま視線を向けると吸血鬼が呆あきれた顔で佇たたずんでいた。

「ア、アルガさま……っ。お、おは、おはよ、おはよう、おはようごっ」

「落ち着け、もう日が沈む。吸血鬼にとってはこれからが本番だが」

「そ、そうですね！　あのその、き、昨日は、というか今朝までですけどえっと」

「最後のほうはなかなか積極的だったな。アレを挟まれたのは初めてだ」

「ひゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　鏡を見なくてもわかる。今の顔は熟れた果実のようだろう。

（違うんです違うんです気持ちよかったのは本当ですけど順番が違うんですっ!!）

「あぁそれとな」

　ひたすら悶もだえていると、アルガは些さ細さいなことのように付け足した。

「俺はお前のパパじゃないぞ」

　ガバァッと身を起こす。裸だなんてどうでもよく、聞き流すことはできなかった。

「わたし、何か言いました？」

「寝てるときにしがみついてきて、パパのばかぁ、とか二言三言な」

「忘れてください!!」

「そうかそうか。なら一生覚えといてやろう」

「えぇっ、い、いじわるしないでください……でもこれでわたしも──あれ？」

　眉根を寄せながら下腹部に手を下ろして、首を傾かしげる。昨夜はあれほど長いあいだアルガと肌を重ねた。だから当然──そう思っていたのに、あるはずの違和感等々がなにもない。

「んんん？」

　頭からカーテンを被かぶって確認する。脚を開いて指で触れて、加えて何度思い返しても肝心な行為に及んだ記憶は出てこない。

「……あの、アルガさま」

「どうした。涙目だぞ」

「だって、わたし、膣ちつに陰茎を挿入されていないみたいなんですけど」

「保健の教科書みたいな言い方だな。そりゃしてないからな」

　吸血は確かに性的欲求を満たすものだが、性行為そのものではない。言い換えれば吸血鬼は血を吸えば性欲を解消できるし、そもそも性交こう渉しようをする必要がない。

「え……じゃあわたし、アルガさまと子ども作れないんですか」

「そう言われれば、どうだろうな」

　アルガは股間に視線を落とす。吸血鬼になってからその機会はなかったし、しようとも思わなかったが、機能不全ではないだろう。オルムネに挟まれたときは起き上がっていた。

「師匠に聞いたこともないが……できなくはない、のか？」

「ほんとですか！　よかったー」

　呟つぶやきを耳にして、オルムネはベッドに倒れ込む。

「じゃあじゃあアルガさま、今度こそわたしと子作りしてくれますか？」

「ああ、俺の気が向いたらな」

「え？　今じゃないんです？　いつ気が向くんですか？」

「そんなことより自分の心配をしろ。あれだけ喘あえいでイキまくったんだ。しばらく休め」

「にゃあああああああんまり思い出させないでくださいぃぃぃぃ！」

　再びカーテンを被かぶるオルムネを残してアルガが玉座の間に戻ると、すり寄ってきた四人の女性たちに吸血をせがまれた。

「きょうはわたしがさいしょがいいです」

「ううんわたし……！」

「あとでな」

　オルムネを味わって今は充分満たされている。けれど魅了されている四人は離れない。

「えー。そんなこといわないでよー」

「ぼくもしてほしいな」

「……わかったわかった」

　玉座に座って牙を立てる。一人目から口を離すと、すぐに次の少女が跨またがってきた。

「はいどうぞ……！」

「けふ。ちょっと待て」

「ねーねー、はやくはやくー」

「ぼく、もうまてません」

「ええい並べ！　順番は守れ！」

　とはいえ四人はさすがに多い。全員を吸い終えた頃にはアルガの腹はたぽたぽになった。

「うっぷ。……もしかしてこれから毎日こんな感じか？」

　いくらなんでも供給過多だ。毎日せっせとノルマを成さ血を吸わなければならないというのは理想と違う。それに女性たちの血は、日が経たつにつれて味が落ちていた。

「最初の瑞みず々みずしさがなくなってるんだよな。栄養不足ってことかー」

　アルガの魅了は相手の価値観を捻ねじ曲まげるほどではない。だから彼女たちは、アルガの姿がないときはただ寝転がり、食事もしない。光に集まる虫のように、ただ吸血をせがむばかり。

「城に居ながらハーレムウハウハ飲み放題は良いい案だと思ったんだが、味を落とさない維持管理が手間だな……。それにオルムネと比べても」

　血の味そのものは人間のほうが美う味まいものの、魅了された女性たちの感情はすこぶる鈍い。対して魔人の少女の恥じらいや快楽に溺れた生の感情は良いいスパイスだった。

「何事も鮮度が大事、か。ノリと勢いでやっても上う手まくいかないもんだな。……とはいえ」

　どの女性も気に入ったから連れて来た。ただ手放すのは惜しい。

「腹が落ち着いたら、最後にぱーっとやるか」

　翌日、吸い納めと称した酒池肉林によって、古城は痴態と嬌きよう声せいに彩いろどられた。
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「ふゃ……ぁ」

　三度目の絶頂で気を失ったオルムネの首筋から口を離し、カーテンを閉め切った薄暗い寝室で、アルガは天井をぼんやりと眺める。

　古城がある森は広く、大きな川が横切っていることもあり周囲には町や村が点在している。

　南の川沿いの町がいちばん大きい。北は荒れていて小さな村がいくつか。東には街道沿いにそこそこの町があり、西は川の源流がある山々が連なる。

　主だった町と村はひととおり回った。川沿いの町には大きな家具工房があり、吸血鬼に欠かせないあるものを注文した。完成は明日で、今日はダラダラと時間を潰している。

　そもそも吸血鬼は数日に一度の吸血で事足りる。この世界に来てからは自由を得た喜びと解放感で毎日血を飲んでいたが、そろそろ落ち着いてきた。

「ん……ゃあ」

　窓の外でガチャガチャと動き回る鎧よろいの音がして、オルムネが寝返りを打つ。初めて血を吸った日以来、魔人の少女は必ずベッドに潜り込んでくる。誘惑のつもりなのだろう。

　彼女が外に出たのを見たことがない。古城にひとりでいたのにはなにかしら理由があるのだろうが、現状は立派な引きこもりだ。

「……もう一週間か」

　古城を手に入れてから四日。つまりこの世界に来てから七日目。

　元の世界では日苛木ひいらぎ栄えい一いち郎ろうが消えてからそれだけの時間が経過しているはずだ。

（……一日がすげぇ長い）

　これまでは盆暮れ正月も出勤だったし、連休なんてなかったので正直余暇の過ごし方がわからない。身体からだを動かしていないせいか思考が泡のように膨らんでは消えていく。

「あの企画、昨日が〆しめ切きりだったよな」

　召喚される前、担当していた案件はいくつもあった。どれも引き継ぎなんてしていない。

「……大丈夫だろ。共有フォルダに保存してあるし、誰か見つけてくれたよな……？」

　まとめかけの資料。まったく手をつけていない報告物。残してきたものは山ほどあり、今になってそれらが浮かんでくる。栄えい一いち郎ろうへ怒鳴り散らす上司の顔まで、鮮明に。

「──いや、むしろザマアミロだ！」

　向こうでは人間に紛れて理不尽に耐えなければならなかったが、ここでは違う。もし今目の前に上司が現れても鼻で笑って蹴飛ばしてやればいい。

「そうだそうだ。社畜は一生苦労してろ。俺はこっちで好きに生きるのだ」

「……シャチクってなんですか？」

　いつのまにかオルムネに覗のぞき込こまれていた。

「邪悪なブラックキギョーに支配された哀れな奴隷のことだ。ノルマとロードーキジュンホーに挟まれて自由を失い、歯車として使い潰されていくのさ。サービスザンギョーとキュージツシュッキンが合言葉だ」

「わわ、こわいです」

　魔人の少女が抱きついて、汗でしっとりとした乳房が顔に触れる。

「こら、ただくっつきたいだけだろ」

「あれ、ばれちゃいました──んひゃっ!?」

　まだ行為の余韻が残っていたのだろう。太ももの内側を撫なでられたオルムネがびくりと震えた。ぷるんと胸が揺れ、鼻先に来た胸の先端を思いつきで口に食はむ。

「んく──っ！　ア、アルガさまっ？　な、なにしてるんですか」

「なんとなく」

「にゃあぁぁっ、嚙かんだらダメぇ、ぁっ」

　反応がおもしろい。吸血欲のないままアルガはオルムネの秘所へと指を這はわせて──コンコン、と寝室のドアがノックされた。

「…………？」

　互いに顔を見合わせる。この城には他に鎧よろい兵しかおらず、あれはノックなんてしない。

「誰だ」

「おじゃましまぁす」

　ドアを開けたのはアルガの知る顔だった。しかも渡したスーツを羽織っている。

「やっと見つけましたぁ。すっごく探したんですよエチチチロ……あれ？」

　ベッドの上、肌多めで寝そべるアルガとオルムネを見た少女は蒼あおい瞳をスルリと逸そらす。

「ご、ごめんなさい。……えーと、出直したほうがいいですか？」

　栗くり色いろの髪から覗のぞく耳は、先まで赤く染まっていた。







「まさか追いかけてくるとはな」

「私も、まさかこんなところにいるなんて思わなかったです」

　玉座の間に場所を移して、アルガはフィズリ・トランと向かい合う。と、服を着たオルムネがそわそわしながら袖を引っ張ってきた。

「アルガさま、なんですかこのにんげん──はっ！　前のオンナですね！」

「ちゃうわ」

「あら、わかっちゃう？」

「やっぱり！」

「こら。ややこしくするな」

「ひどいっ。あんなに激しいの初めてだったのにぃ」

「にゃ!?　そ、そそそ、それってまさか!?」

「違う。……あー、いや違うわけでもないのか」

「どういうことですかアルガさまあああ!!」

　思い返せばオルムネにはなにも話していなかった。アルガは自分がこの世界に来た経緯をかいつまんで説明する。

「そ、そうだったんですか。別の世界……そんなのあるなんて」

「ほへー。あのとき私は血を吸われたんですねぇ。びっくりどっきり」

「そういやお前にも詳しく話してはいないか。……いや、それよりどうしてここがわかった」

　フィズリと別れてからは山もいくつか越えている。追いかけようはないはずだ。

「それはもちろん、神託ですよ。エロイヒトはこっちだーって教えてくれたので」

「マジか。便利すぎる」

　半信半疑だったが、女神に選ばれたというのも過言ではないようだ。

「だから、あなたは私と──」

「ダメ!!」

　しびれを切らしたように、オルムネがアルガの前に出る。

「たとえにんげんがアルガさまと親しかったとしても！　今の相手はわたしですから！」

「……そうなんですかぁ？」

「鵜う吞のみにするな。こいつとはなりゆきで」

「そんな！　さっきまであんなに愛し合ったじゃないですか！」

「ふーん。隅に置けませんねぇ」

「ジト目をやめろ」

「気をつけてください。にんげんの女は嫉妬深いって話です。きっと抱きつくふりして刺してきます。近づいちゃダメです」

　いーっと歯を見せて睨にらみつけてくるオルムネに、フィズリはにっこり微ほほ笑えむ。

「そっかぁ、あなたはこのキュルケッキのこと大好きなのね」

「吸血鬼な」

「でもでも、だからって独り占めはよくないと思うわ。というか、それを言うなら召喚した私に所有権があるような……？」

「おいなんだ、その思考回路は」

「ふ、ふふふざけないでください！　にんげんにそんな権利はありません……っ！」

　フィズリの呟つぶやきに深い意味はなかっただろう。けれどオルムネはなぜか過敏に反発した。

「えー。じゃあ、あなたにはエッチヤローを独占する権利があるっていうのぉ？」

「そ、それは」

「栄えい一いち郎ろうな。あと、その名前はもう捨てたからな」

　アルガのツッコミはとどかなかった。それより先にオルムネが叫んだからだ。

「う、うううそれでも！　にんげんなんかにアルガさまは渡しません!!　わたしが見つけたんです！　わたしを選んでくれたんです！　アルガさまはわたしのなんですー!!」

「おい」

「えーと、つまりあなたに認めさせれば、私はエッチッチを好きにできるってこと？」

「や、やれるならやってみるがいいですにんげん！　相手になってやりますちくしょー！」

　いつのまにか、本人を無視してアルガの取り合いが始まった。

「がるるるるるっ」

　オルムネの頭のツノに魔力の光が宿る。フィズリは腰の紙束から一枚を千切り取り、爛らん々らんと瞳を輝かせる。

「あは。やっぱり魔人なのね。どんな魔法を見せてくれるの？　楽しみ」

「笑ってるんじゃない──っ！」

　オルムネのツノから雷光が迸ほとばしる。空気中の塵ちりを瞬時に焼きながら疾はしる先手はしかし、フィズリの掲げた紙に音もなく吸い寄せられた。

（……へぇ）

　雷を受けた紙は細切れになるが、彼女は目もくれずに次の紙を手にしている。その所作は流れるように無駄がなく、二枚目の紙は自動的に折りたたまれて四足の獣を模した。手のひらサイズでありながら三枚目の紙を背に乗せて、てててててっと床を走りオルムネに迫る。

「こんなものっ！」

　魔人の少女の電撃が足元の紙獣を焼く。すると三枚目の神律式が発動し、現れた光の縄がオルムネの小さな身体からだに巻きついた。

「にゃっ!?」

「はぁい、私の勝ちぃ」

（なるほど。経験の差だな）

　魔族が操る魔法はおそらく自由度が高い反面、咄とつ嗟さだと単純な現象しか引き起こせない。

　一方の神律式は事前に式を刻む手間はあるが、用途に応じて明確な使い分けができる。

　フィズリは最初からカウンターを狙っていた。オルムネが冷静に対処するか、出し惜しみせずに初手で強力な一撃を選んでいれば結果は違っただろう。

「じゃあこれでエーローは私のものってことで？」

「ううううううう！　ダメですダメですダメですぅ！　アルガさまは渡しません！」

「だから俺をもの扱いするな。あとフィズリ、さっきから全部、名前を間違えてるからな」

「あれぇ？　エ、エ、エ……あ、エチロー？」

「え・い・い・ち・ろ・う、じゃなくて！　これからはアルガトロス・ドラクリオと呼べ」

「あるがと……？」

「アルガ、でいいぞ。俺の真名だ」

「えー、まだエーイチロのほうが呼びやすいかもぉ」

「ダメだ！　俺は吸血鬼、アルガトロス・ドラクリオだ！」

「……ふーん？　わかりましたぁ。じゃあアルガに質問です。どうやって魔人と知り合ったんですか？　魔域の外にいるなんてよっぽどですし、詳しく聞かせてくださ──」

「アルガさまに近づくなぁ！」

　言葉を遮るオルムネのツノが、先ほどと違い、青白く眩まばゆい光を蓄える。アルガには見覚えがあった。鎧よろいゴウレムのときに放たれた極光の一いつ閃せんに酷似している。

「おいおいおい」

「わ、もしかして怒らせちゃった？」
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　ただならぬ気配にフィズリもさすがに表情を強こわ張ばらせる。そして止める暇いとまもないままに、激情に駆られたオルムネのツノの輝きが頂点に達する。

「あっちいけにんげん──！」

　無数の雷が解き放たれた。それらは多頭の大蛇のように無作為に出で鱈たら目めに宙を這はい回まわり、周囲に片っ端から食らいつく。

　バリバリバリッと大気が引き裂かれ、古城のあちこちが穿うがたれる。

「っ──ちょっと落ち着け」

「ひゃにゃっ!?」

　アルガが両手でオルムネの頰を挟むと、ブツンと雷が途切れて消えた。玉座の間は半壊し、天井のみならず壁や床まで風通しが良くなっている。たまたま近くにいた鎧よろい兵は、複数の雷の直撃を受けて煙を上げながらビクついている。

「無事そうだな、フィズリ」

「あはは、な、なんとか」

　苦笑するフィズリの足元には三枚の紙が焦げている。自分を中心にした正三角形の障壁を作る神律式なのだろう。咄とつ嗟さに選択して対応したのはさすがというべきか。

「アルガこそ、だいじょうぶですか？　すごいことになってますよぉ……くすくす」

「む？」

「あ……ああ、そんな、アルガさま、ごめんなさい……っ！」

　アルガも大抵の雷は黒翼で防いだ。だが縦横無尽に暴れたうちのひとつがあたっていた。

　二人が視線を注ぐ己の頭へ手を動かす。深刻な損傷だった。

　全体的に焦げ縮れた毛髪で、頭部のシルエットはひと回り以上のボリュームアップを果たしていた。

「な、なんじゃこりゃあ！」

「お、おのれにんげん、よくもアルガさまに！」

「うふふおもしろ……って、え、私のせいなの？」

「ここは、わたしとアルガさまだけの場所にするんですっ！　えい！」

　オルムネがまたツノを輝かせ、フィズリが束から紙を千切り取る。鎧よろい兵まで参戦し、二人の少女はまた攻防を繰り広げ始める。

「お前らいい加減に……ああ、俺の城が壊れてゆく……」

　もじゃもじゃになった頭髪をかきむしりながら、アルガは大きなため息を漏らす。

「前途多難な気がしてきたぞ。この調子で俺は吸血鬼ライフを満喫できるのか……？　いでっ」

　落ちてきた瓦が礫れきが頭にヒットする。ケンカはさらに激しさを増し──古城はますますボロボロになっていくのだった。
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　ガタガタとオフィスの窓が震える。

　スマホに視線を落とすと、すでに大型台風の暴風域に入っていた。空は暗く、大粒の雨が打ちつけてくる。

「電車止まってるみたいですよ。今日は帰れませんね、ふひひ」

　向かいの女子社員が半笑いでため息をつく。課長以外の全員が揃そろっていた。

「外回りできないんだから、休みにしてくれても良かったですよね」

「課長はそういうの嫌いですからね」

「電話かかってきました？」

「夜明け前に。風雨が強くなる前に絶対来いって」

「わたしもです」

「なのに本人は来ない、と」

　するとメールがとどいた。差出人は課長。開封して、眩暈めまいを覚える。

　今日中にやることの箇条書き。そして最後にひと言。

「寝袋は外の倉庫にある、だそうです」

「……日苛木ひいらぎさん、お願いしますね……」

　台風のピークはこれからだ。その前に取りに行かなければならない。

　重い腰を上げて、栄えい一いち郎ろうは外に出る。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




「…………ぐは！」

　寝苦しさでアルガの目は覚めた。

　ここは一切の光が絶たれた真闇の閉鎖空間。それ自体はとても落ち着くのだが、仰向けの背中は硬く、少しでも手足を動かすとすぐ壁にぶつかるほど狭い。呼吸するだけでどんどん湿気が増し、代わりに酸素が減って息が詰まる。

　とても快適とは言い難にくい。夢見が悪いのも当然だ。

「なーぜーだー!?」

　重い蓋を押し開けると眩まぶしい陽の光が差し込んだ。肌が炙あぶられる不快感から日陰に逃れ、身を納めていたものに目を向ける。

　それは先日注文して今朝受け取った、出来立てほやほやの特注品。黒光りする木製の箱。

　吸血鬼と言えばこれと、誰もが連想するアイテム──棺かん桶おけである。

　サイズはぴったり要望どおり。しっかりとした作りも渋い光沢も満足の出で来き栄ばえだ。完璧に仕上げた職人には称賛を与えたいし、内布も値段を気にせず手に入る中で最上の品を選んだ。

　現代で何度もカタログを眺めていたので棺かん桶おけそのものに不備はないはずだ。古城に持ち帰る道中はずっと笑いが止まらなかった。魅了した少女たちを手放してからはこれの完成がいちばん楽しみだった。

「なのに、なにが悪いんだ？　師匠はぐっすり安眠してたぞ？」

　実は今まで棺かん桶おけに入ったことがない。現代では決して安くない費用に加え、狭い賃貸アパートではスペースもなかった。だから『棺かん桶おけで眠る』のは憧れのひとつだったというのに。

　寝る姿勢や向きを変えてみたが、徒労に終わった。

「もしかしてアレか。ジェネレーションギャップというか、古い吸血鬼はこれが良いいけど俺みたいな若者には合わないとか。……え、わりとショックなんだが」

　仕方なく壁に立てかけてみる。すると寝室の吸血鬼らしさはグンと増したような。

「とりあえずこれで……いや手間暇かけてさんざん期待した結果がこれとか寂しくね!?」

　行き場のない落胆に枕を床に叩たたきつけると、しかめっ面つらのオルムネが顔を出した。

「……アルガさまぁ。あのにんげん、いつまでいるんですか」

「それな」

　フィズリは今もこの古城にいる。昨夜は空き部屋のひとつで寝たらしい。

「やっぱ人間は嫌いか？　あっちはそうでもなさそうだったが」

　昨日のケンカはアルガが収めた。あのまま放っておいたらせっかくの古城を諦めなければならなくなるところだった。

　とはいえ真族と魔族は敵対関係だと聞いていたのに、二人の争いの動機はアルガの取り合いだった。もっともフィズリは魔王に会おうとしているので一般とは考え方が違うのだろう。

「というよりも……知らない相手がいると落ち着かなくてですね」

「引きこもりの上に人見知りか」

「だ、だってやっと二人きりになれたのに。これじゃアルガさまと子ども作りづらいです」

「めげないな」

「したくない、ですか？」

　眉尻を下げたオルムネに寄りかかられ、ベッドに倒れ込む。魔人の少女が覆おおい被かぶさる体勢になり、アルガは紫の瞳を見上げた。

「え……っと、いいんですか？」

「お前から誘ったんだろ。ただし俺がしたいのはこっちだ」

　片手でゆっくり彼女の曲線をなぞる。ショートパンツから覗のぞく太ももから始まり、細い腰を経て豊かな胸を焦じらすように撫なで上あげ、しっとりとした首筋に至る。

「ぁ……」

　ぞくり、と。行為の快感を思い出したオルムネが吐息を熱くし、瞳を揺らす。

「でで、でもわたしが欲しいのは」

「いっそ勝負でもしてみるか。俺が満足するまでのあいだ、一度も達せずに我慢できたら」

　指先を少女の下腹部へ動かし、ヘソの下で止める。

「入れてやる、とか。どうだ？」

「え、それは嬉うれしいですけど……がまんはムリかも」

「私はどうかと思いますねぇ。不健全がすぎます！」

　差し込まれた声に視線を向けると、ドアの隙間からフィズリがジト目を覗のぞかせていた。

「出歯亀は感心しないな。それとも混ざるか？」

「だから、下品ですってば！　そもそも吸血鬼として生きるってこういうことなんですかぁ？　誰も近寄らない崩れかけの古い城で、魔人の女の子と……ええと」

「乳繰り合う？」

「だぁかぁらぁ！　……言わせないでくださいよ恥ずかしい」

　蒼あおい瞳を逸そらして頰を染めるフィズリをからかって、けれどアルガも今の自分は理想には程遠いと理解していた。

　夜の支配者。月の化身。不死の王。永遠の代名詞。

　他の吸血鬼や各地の伝承で見聞きしたイメージから作り上げた、憧れの吸血鬼像。

　だが実際に目指してみると、まずなにをどうすればいいのか具体案が浮かばない。現代ではできない生き方だからこそ、現代を生きてきたアルガにノウハウがあるはずもなく。

（吸血鬼の映画はいくつも見たが、奇をてらったものも多かったし……そもそも吸血鬼の日常なんてなかったからな）

「考えてんだよ、いろいろと」

「ホントですか？」

「ぐぬ。お前のほうこそ、なにがしたいんだ。なんで俺を追ってきた」

「それを話そうと思ったのに、あなたが卑ひ猥わい未遂してるから逸それちゃったんじゃないですか。えっとですねぇ、私、あなたに興味があるわけですよ」

「なななっ、どういう意味ですかにんげん！」

　アルガの後ろでオルムネが慌てふためく。

「あ、心配しないでオルムネちゃん。私のは神律士としてだから。この世界には存在しない吸血鬼。その特徴や能力、生態を理解できれば神律式に応用できるかもって思いまして」

　いつのまにか、雄弁に語るフィズリの目は好奇心に輝いている。

「あなたを召喚したのは女神モクティノの神託があったからですけど、そもそもこの世界の害になるものをモクティノが呼び込むはずがないんですよ」

「だが俺は吸血鬼だから人の血を吸うぞ」

「はい。でもそれは、私があなたを管理すれば解決します。召喚した責任を果たして他の人への迷惑も抑え、なおかつ私は思う存分アルガを研究できる……これしかないですね！」

　この世界はモクティノの唯ゆい一いつ神しん教らしい。町や村には必ず教会やそれに似た施設があり、祈る人々もよく見かけた。信仰心のないアルガにはいまいちピンとこないが、ありもしないものをよくもまぁ、とは思っても口には出さないでおく。

「というわけなので、オルムネちゃんもよろしくね」

「な……なななんですかそれ。かえれかえれー。がるるるるわぷぷ」

　オルムネのブーイングは頭をくしゃくしゃ撫なでて黙らせる。

「おもしろいな。わかった、好きにしろ」

「えええわぷぅ」

「じゃあさっそく質問でぇす。あなたの新しい名前、ええと」

「新しい、じゃねぇよ真名だ。アルガトロス・ドラクリオな」

「それそれ。本名かどうかはさておき、なにか意味あるんですか？　由来とか」

「……あ、あるに決まってるだろ。俺の真名をなんだと思ってるんだ」

「ふむふむ。もちろんあなたのいた世界に関係あるんですよね？　教えてくださいよぉ」

「い、いいだろう。聞いて驚け。ドラクリオは数千年の長きに渡り夜を支配する真祖の血族で、吸血鬼の中の吸血鬼に贈られる称号でもある。アルガトロス……は、ドラクリオの中でも優秀な六人から一文字ずつ授かったもので、まぁそれだけ俺が優れた吸血鬼ってことだ！」

　デタラメである。実のところアルガトロスはアーカードと吸血鬼を意味するルガトを混ぜ、ついでに語呂が良いいゴルフ用語を足したもの。ドラクリオにいたってはドラキュラをもじっただけ。どちらも即興、半ば以上ノリで決めた名前だ。

（もしこんなホラが師匠に知れたら……やべぇな。五回くらい殺されるかもしれない）

　いきなり背筋が寒くなった。

「ほええ、やっぱりアルガさまはすごいんですね！」

「お、おう。そうだぞ」

　オルムネのキラキラな憧憬の眼まな差ざしが眩まぶしい。一方のフィズリはうんうんと頷うなずいている。

「やっぱり、おもしろいですね」

「どこがだ。というか、畏怖するところじゃないのか今は」

「こんなに観察しがいがあるのに、怖がってなんていられませんよぉ」

「……魔王のほうは諦めるのか。そのために俺を呼んだのに」

「アルガが手伝ってくれるなら、どっちもできる気がしますけど」

「ごめんこうむる。……どうしたオルムネ、急に変な顔して。魔王に因縁でもあるのか」

「ふぇ!?」

「そうそう、そっちも訊ききたいの。オルムネちゃん、魔王に会ったことある？」

「え、えーと。一応」

「やっぱり！　魔人ならそうよねぇ。教えて教えて？　魔王に会った人なんて数えるほどしかいないから、正しい情報がほとんどないの」

「俺も少しは興味があるな。どんなヤツだ？」

「そんな、詳しくは知らないです。ただその……酷ひどいヤツですっ」

　魔人の少女は視線を宙に彷徨さまよわせながら、唇を尖とがらせる。

「強くて、偉そうで。そもそも根性がひん曲がってるんです。細かいことに口煩くちうるさくて、そのくせツノは整ってて……大っ嫌いです」

「詳しく知ってるじゃないか」

「あ、えーと、そういう噂うわさで！」

「やっぱり強いのか」

　現代のファンタジー作品でも、魔王は大抵ろくでもない極悪非道な存在だ。部下を使い捨ての駒のように扱うし、ゲームだと二回変身したりする。

「どんな見た目なんだ？　しわくちゃのジジイで若い肉体を側近に預けてるとか、空中に巨大な顔が浮いてるとか」

「なんですかそれ。でもそうですねぇ、魔域を支配してるんだから、美お味いしいものとかたくさん食べてそう。そのせいででっぷり太ってたり」

「それだと玉座にふんぞり返ってクッチャクッチャしてそうだな。息臭くて」

「脂ぎってるんでしょうねぇ」

「髪も薄かったりしてな」

　浮かんだイメージを交互に口にしていると、オルムネは複雑な顔を浮かべる。

「……そ、そこまで酷ひどくは、ないんじゃないかなーと」

「神託で名前だけは聞いてるんですよねぇ。えぇと確か、ヴィルヴェルヴォル──」

「あ、あの！　それより、もっとアルガさまのこと教えてください！」

「あ、そうね！　特に吸血鬼ってどんなものなのか、とか気になるわ」

「…………そうだな」

　自分でもイメージを再構築するように、アルガは吸血鬼について知りえることを言葉にした。過去と現在。特性、習性、体質、異能、利点、欠点。加えて己が理想とする吸血鬼像。

「ふむふむ。うん、本当にこの世界には存在しないですねぇ」

「すっごいです」

　驚きつつも二人がすんなり受け入れたのは、やはり魔獣や神律式などがあるからか。

「今思えば、俺の会った中では師匠がいちばん吸血鬼らしい吸血鬼だな。……そういう物差しでは測れないくらい規格外でもあるが」

　なにせ思い浮かぶのはアルガにちょっかいを出して笑い転げる姿ばかりで、あの生き方は参考にならないししたくない。だいぶ前に別れたきりで今どこでなにをしているかはわからないが、師匠もまさか栄えい一いち郎ろうがまったく異なる世界に渡っているとは知る由よしもないだろう。

「そのシショーがアルガさまをキューケツキにしたんですよね。ということは血を吸われたわたしはもうアルガさまの眷けん属ぞくなんですか？　もしそうなら、えっと、嬉うれしいです」

「残念ながら違うな」

「えー」

　栄えい一いち郎ろうも元は人間であり、師匠に出会い、嚙かまれ、眷けん属ぞくになった。

　師匠曰いわく、眷けん属ぞく化には条件があり、栄えい一いち郎ろうはそれを満たしていたのだと。

　──ダメだったらそれはそれで。吸血鬼になれて良かったねー。

（いかん。思い出したら頭痛がしてきた。師匠はノリだけで生きてるし）

　もちろんアルガもできるが、使ったことはまだ一度もない。

　現代において、それは吸血鬼だと喧けん伝でんするのと同じ、自らの首を絞める行為だ。眷けん属ぞくを増やして一大勢力を築こうとした吸血鬼もいたが、人間にとって最も脅威となる彼らは真っ先に駆除された。だからずっと、眷けん属ぞくを作ろうとは思わなかった。

（けど、そうか。この世界ならそんな心配はないんだ）

　この世界に吸血鬼はアルガだけ。吸血鬼＝アルガである。

　自分が未熟なのは自覚している。師匠の眷けん属ぞくになってまだ百数十年。しかも当時からすでに吸血鬼全体が衰退を始めていて、すぐに人間社会の文明に押し流されていった。

　吸血鬼らしいことをほとんどなにもできずにいた──だから理想を求めるようになった。なら吸血鬼として思いつく限りのことをしてみれば、目指す道も見えてくるはず。

「聞けば聞くほど、私ってとんでもないものを呼び出してしまったんですねぇ」

「生あい憎にくだが、帰れるとしても戻るつもりはないぞ」

「わかってます。というか、帰らせませんからね！」

　ズビシとアルガを指差してから、フィズリがふと呟つぶやく。

「例えばですけど、吸血鬼と魔王ってどっちがすごいんですかねぇ」

「そんなのアルガさまに決まってます！」

「なんだその比較は。関わるつもりはないからな。めんどくさい」

「えー。私は魔王に会うの諦めてないですからね？」

「目を輝かせるな。縁起でもない」

　頭を振るものの、懸け念ねんはあった。この世界の魔王の目的は世界すべてを魔域に変えること、つまり世界征服だ。アルガとぶつかる可能性はゼロではない。

（そうなったとしても……引くつもりはないな）

　決して屈さず、己自身であり続ける。

　それがアルガの目指す、理想の吸血鬼なのだから。
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　ガチャガチャとやかましい音がついてくる。

　すれ違うたび、人々が困惑と好奇の眼まな差ざしを向けてくる。

　注目は途切れることなく、挙句野次馬まで集まり始めて、ついにアルガは音を上げた。

「やっぱおかしい。脱げ」

「えぇぇ無理ですー！」

　情けない声を上げる魔人の少女は、頭の頂からつま先まで全身隙間なく甲かつ冑ちゆうに包まれていた。人前に出たくないオルムネが考え抜いた末の苦肉の策だ。

　古城がある森を流れ出る川に接する町は人の出入りが活発だ。それでも全身甲かつ冑ちゆうは珍しく、しかもギクシャク歩いているのでとても目立っている。

「脱いだら絶対わたしが魔人だってバレます……っ」

「魔人かどうかより、裸一歩手前の格好で騒ぎになると思うが」

「ですねぇ。年頃の女の子としては肌多すぎですよ」

「お前のチラ見せも大概だからな？　隣からだといろいろと」

「だからジロジロ見ちゃダメですってば！　もう、さっさと行きますよ」

　服の隙間を押さえるフィズリとともに、オルムネを引っ張って立派な建物の洋服店に入る。先日、この町で棺かん桶おけを注文したときに目をつけた店だ。

　現れた全身甲かつ冑ちゆうに店員や他の客がギョッと目を見開くが、アルガは構わずこの世界の衣服を吟味する。元から着ているスーツはかなり汚れているので、理想に相応ふさわしい服装にしたい。

　幸い、さほど迷わずに選び終わった。日光を遮る丈の長い外がい套とうは黒寄りの赤で、上下はともに黒。思い描く吸血鬼の姿にできるだけ近づけた組み合わせだ。

「厚手だと動きにくそうですけどぉ？」

「なるべく太陽光は浴びたくないんだよ。ただでさえ二つもあるしな」

「平気で外を歩いてるのに、苦手なんですか？」

「俺は吸血鬼でも高位らしいから、そこそこ耐性はあるんだ。師匠が出で鱈たら目めなおかげだな」

　それが真祖と呼ばれる規格外だと知ったのは、別れたあとのこと。

「低位のヤツらは日の下に出たらのたうち回る」

「難儀ですねぇ」

「さて、こんなもんか。……はは、コスプレだな」

　とはいえ、これが仮装で終わるか本物になるかはアルガ次第。

　物色を終えて店内を見回すと、不自然に甲かつ冑ちゆうが飾られていた。もちろんさっきまではなかったし、近づくとビクリと震えるのでアルガは鎧よろいの兜かぶとに口を近づけて囁ささやく。

「オールームーネーちゃーん。あーそーぼー」

「あわわ、ヤですもう帰ります、お城大好き！」

「魔人のくせに往おう生じよう際ぎわが悪いなオイ」

「種族関係ないと思うんですけど！　なにがしたいんですかアルガさまぁ！」

「服屋で買うものはひとつだろーが。やるぞフィズリ」

「はぁい、任されましたぁ」

　有無を言わせずオルムネを試着室に放り込み、目星をつけた衣服を手にフィズリが続く。

「ええ、なんでにんげんまでっ」

「手伝ってあげる。だいじょうぶ、私も着てみるから」

　押し問答の末、鎧よろいを外す金属音が止やむ。すると二人の戸惑いの声が漏れた。

「あ、あのー。これを着るんですか、わたしが」

「わぁおおきい」

「そうだ」

「なにこれおおきい」

「でもこれ……わわわ。ひええ」

「むむむ、おっきい」

　しばらくして、オルムネがおずおずと顔を出した。ゆっくりとカーテンを開ける。

「こ、こんな感じ、ですけどぉ」

「お」

　見み惚とれた。
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　黒を基調とし、白いフリルをあしらったエプロンドレス。背中から胸元にかけて大胆に開いたデザインは、腰をリボンで絞ることでたわわな胸とその谷間を際きわ立だたせている。

　膝上のスカートからは純白のニーハイソックスに包まれた脚がすらりと伸び、動きやすさを考慮したやや無骨なブーツがアクセント。

　メイド服を再現したコーデだ。肌の露出は減ったものの、色香は増して見える不思議。

「へ、変じゃないですか？」

「変といえば、変かもな」

「ふぇっ」

「泣くな。この世界ではって意味だ。安心しろ、俺好みだ」

「ふぁう」

　嬉うれしそうな鳴き声を上げたオルムネが、赤くなった顔を兜かぶとに突っ込む。

「うんうん、とっても似合ってるわよぉ」

　続いて隣にフィズリが並んだ。均整の取れた肢体は文句なく衣装を着こなしていて、同じ服なのに、こちらは色香より有能さを連想させる。

「アルガはこういうのが好きなんですねぇ。じゃーん。どうです？　似合いますか？」

「悔しいが否定できない。忸じく怩じたる思いだ」

「むぅ。素直に誉ほめてほしいですぅ」

「したら調子に乗るだろうお前」

「そんなことないですよ。女の子は、いつだってちやほやされたい生き物ですしぃ」

「してやろうか？　わきわき」

「……手つきがいやらしいと思いまぁす」

「かわいいからな。そんな気分にもなる」

「んな……っ、ふ、不意打ちは禁止ですぅ！」

　オルムネを小動物系ドジメイドとするなら、フィズリは天然世話焼きメイドだろうか。

「で、オルムネ。どこか気になるところはあるか」

「ええと、胸がちょっと苦しい、です」

「あー」

　こうして見比べると、差は一目瞭然だ。同じ服なので余計にはっきりわかる。

　かたや布がはち切れそうなほどの名峰。かたや布が余り慎つつましやかな丘陵。

　視線を交互に動かしていると、目は笑っているが青筋を立てるフィズリと目が合った。

「……どこ見てるんですか？」

「あー……どんまぃ痛ぇ！」

　鎧よろいの肩当てを投げつけられた。
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　二つの太陽が沈み二つの月が出ると、町いちばんの酒場は大いに賑にぎわう。

　カウンターでは常連が吞のんだくれ、大テーブルは力仕事を終えた屈強な男たちで盛り上がる。町の住人と来訪者、それぞれが気兼ねなく肩を並べて酒で満たされた木杯を打ち鳴らす。

　そこに、新たに三人の男女が加わった。

「いらっしゃいま……せ」

　そばかすが印象的な店員娘が声を詰まらせる。近くの客たちも言葉を忘れる。

　外から来たのは間違いない。しかしいったい何者なのか、客はその問いを酒さけの肴さかなに選んだ。

　赤黒い外がい套とうの青年は、その服装が目立つがそれだけ。他に特徴もなくヒントに乏しい。

　彼の隣に並ぶ少女は、多くの客が神律士だと看破する。腰から提げた紙束とゆったりとした白衣は女神モクティノの加護を尊ぶ神律士の特徴だ。

　なので客たちは青年の後ろにピタリと寄り添う銀髪の少女に答えを求めた。フリルで彩いろどられたエプロンドレスもさることながら、酔った男たちは彼女の豊かな胸に無遠慮な視線を送る。

「ひゅう、やべぇなあの子。声かけてみるか」

「ばーか。あの男のスケだろ。どこかの貴族のボンボンかね。神律士は、なんだろうな？」

「……なぁおい。あれを見ろよ」

　ひとりが気づくと、他の客たちも軒並みざわめく。

　少女の頭左右、流れる銀髪から飛び出た紫水晶に似た突起物。

「もしかしてあれ、ツノ……？」

「髪飾りだろ。ツノが生えてる人間なんて」

「いやいるぞ、ツノのあるヤツは。……人間じゃねーけど」

「…………まさか。まじ」

「そ、そんなわけないだろ」

　三人が通されたのは店の隅、観葉植物の陰に隠れた目立たない席だった。背もたれのないイスに腰を下ろし、青年──アルガは脱いだ外がい套とうを脇に置く。

「やかましいな。ジロジロ見てくるし、やっぱ居酒屋は個室に限る」

「えー、良いい席じゃないですか。店員さんが気を利きかせてくれたみたいですし」

「で、オルムネはいつまで黙ってるんだ。言っただろ、誰も魔人がこんなところに来るなんて思ってない。もっと楽しめ」

「だ、だって、ニンゲンがいっぱいで……」

　テーブルに突っ伏すオルムネに呆あきれつつ壁のメニューを眺めた。けれどこの世界の文字はまだ読めないのでフィズリに丸投げする。

「なんでもいいから、旨うまそうなヤツ頼んでくれ」

「いいんですか？　あれとかそれとか、そこそこの値段ですよぉ？」

「金はある。たぶん」

　テーブルの上に草で編まれた小袋を置く。中身がジャラリと音を立て、覗のぞき込こんだフィズリが息を吞のんだ。中には五百円玉サイズの金貨が数十枚。

「……わお」

「足りないならもう一袋」

「だめだめ、しまってください。どうしたんですか、このお金」

「古城にあったんだが、正直相場がわからなくてな」

　棺かん桶おけを家具屋に注文したときも、とりあえずこの小袋をそのまま渡した。店主はすぐに特注を快諾し、最優先で仕上げてくれた。

「この袋ならあと五つ持ってきた。これで十分の一くらいだな。宝石とかもあるぞ」

「そんなに……っ！」

　天井を仰ぐフィズリ。しばらく放置していると、すーはーと深呼吸して顔を戻す。

「好きなものを頼んでいいですか？」

「任せる」

「そ、そう……。なら、ちょっと贅ぜい沢たくしちゃいますね」

　まず運ばれてきたのは、果物の果汁を水で割った飲み物だ。味は薄いがよく冷えている。

　次は魚のスープ。塩気が濃く、付け合わせの硬いパンをふやかしながら食べ進める。

　さらに大皿で塊の肉が来た。ナイフで削そぐように切り分け、蒸ふかしたイモに合わせる。

「んー、どれも香辛料が足りてないな。胡こ椒しようとかタバスコぶっかけたい」

「そうですか？　というか、吸血鬼もふつうに食事するんですねぇ」

「血だけでいいんだが、ものを食べるのだっておもしろいさ。その土地の色が出るからな。それに、この世界に来て吸血鬼の鋭い味覚が戻ったせいで、こういう単純な味つけでも今までとはずいぶん違って感じる」

「そうなんですかぁ。なるほどぉ」

　生返事のフィズリに目を向けると、熱心に手を動かしていた。割ったパンに薄切り肉を何枚も押し込み、申し訳程度の野菜を加え、さらに肉汁のソースをつけて完成。目を輝かせる。

「うふふ、でーきたぁ」

　特製のサンドイッチを両手で摑つかみ、満を持してとばかりに口いっぱいに頰張る。目尻を下げ、テーブルの下で足をパタつかせて──そこでアルガと視線が合う。

「……あげませんよ？」

「取らねーよ。楽しそうだな」

「いいじゃないですかぁ。ちゃんとした食事なんてひさしぶりなんですもん！」

「あの雑草スープも好きだけどな俺は」

「えー、あれがいいとか、どんな貧しい食生活だったんですか？　というか、もうないんですか、あの『くっせぇちぃず』とかいう至高の食べ物」

「燻くん製せいチーズ、な。お前が全部食べただろうが」

「うぅ、いくつか残しておけば──もぐもぐもぐでもこれもおいしい」

　思い出に目尻を濡ぬらしながら肉サンドを頰張るフィズリからオルムネに目を向けると、魔人の少女は料理にまったく手をつけずに、テーブルにいくつかの小石を並べていた。碁石くらいの大きさで黒ずんだ赤や緑色をしているそのひとつを摘まみ、口へ。

　ガリゴリボリバキと破砕音が小さな顔の奥から聞こえてくる。何度見ても慣れない光景だ。

「少しくらい料理を食べてみたらどうだ」

「まひょふはまへっひょうへひゅうふんたひまふはは」

「飲み込んでからもう一度」

「……んく。魔力は魔結晶で充分足りますから」

　これが、魔人の食事。

　人間と違い、魔族はその血に流れる魔力によって生命を支えている。魔結晶とは魔力が長い年月をかけて固まったもので、魔域ではあちこちにあり、また魔獣の体内でも作られる。

　オルムネが食べている魔結晶はこの周辺に現れた魔獣を倒して手に入れたものだ。この町に来る途中でも、森の中で遭遇した魔獣から青い魔結晶を回収している。

「元々この大陸はほとんど魔域だったんです。それをニンゲンが我が物顔で。モクティノの加護がないとなにもできないのに、偉そうなんですよ。……はぁお城に帰りたい」

「ずっと引きこもるのは身体からだに悪いぞ。世事にも疎うとくなる」

　酒場に入った目的は、食事ではなく人々の世間話から生きた情報を得るためだ。

　血は存分に吸える。居城も手に入れ、衣装も整え、基盤はほぼ整った。いよいよ吸血鬼をこの世界に知らしめる番であり、それには世界の理解が不可欠だ。

　目立たない席についたことで注目も薄れていた。酔った客たちは次々と話題を移し、アルガはそれらに耳を傾ける。集中すれば店内すべての会話を聞き分けることもできる。

　最初に聞こえてきたのは、イスの上で膝を抱えてうずくまる若者の嘆き。

「なんでみんな、陽が落ちても仕事してるんですか。どうしてぼくは家に帰れないんですか」

（うっ、わかる。定時にタイムカード押してから仕事に戻るんだよな。外回りから戻ったら雑用頼まれて、やっと終わったと思ったらとっくに退勤打刻されてるし）

　別のテーブルでは数人が楽しそうに語り合っている。

「うぇーい。お前最後に休んだのいつ？」

「覚えてなーい。明日も仕事だぜー」

「へへーん、おれちゃんと十日おきに休んでるもんねー」

（ぐふっ。だよな。休日出勤が続いたせいでまだ月初めだと思ったら月末だったことあるわ）

「だってさー。オレがいないと仕事回らないじゃん？　やるしかないっていうか」

（それが間違いの始まりなんだよ！　働いてるときは気づかないけどなぁ、仕事を回され抱え込んで捌さばき切れなくなって休日返上して、どんどん判断力が鈍くなっていって……っ）

「ぬぐぁやめろぉ！　俺にそれを思い出させるんじゃあないっ！　サービス残業！　休日出勤！　消える有給！　帰れない自宅！　あああああもういやだ！」

　元の世界での色のない日々が蘇よみがえり、勢い余ってイスから立ち上がる。「へ？」「にゃう!?」とフィズリとオルムネが目を丸くし、近くの客たちの視線が集まる。

「ど、どうしたんです？」

「──はっ！　いやちょっとトラウマが」

　我に返って静かに着席。周囲の注目も逸それていく。

「だいじょうぶです？　よしよし怖くない怖くない」

「震えてます。寒いですか？　わたしで良ければ」

「ええいやめろ二人して頭を撫なでるな。もう平気だ」

「さぁびすざんぎょってなぁに？」

「呪いの言葉だ」

　酒を飲んで愚痴るのはどこの世界でも同じらしい。とはいえ今聞きたいのはそういう話ではない。気を取り直してもう一度耳を澄ます。

「──そういや昨日、また出たらしいぜ魔獣」

　窓まど際ぎわの会話が気になった。

「向こうの村の近くだろ？　商人がやられたっていう。やっぱ森に住み着いてるっぽいな」

「またあの城じゃないのか。前にもあっただろ、領主の兵に追われた野盗が森に逃げ込んで」

「全員ボロボロで投降したんだっけか。城がやばいって言って」

「そうそう。確かめに行った兵たちも何人か帰って来なかったとかなんとか」

　なるほど。いろいろと、疑問が氷解した。

「……お前の仕業だよな、オルムネ」

「えっ」

「おかしいとは思ったんだ。鎧よろいは古いのも新しいのもごちゃ混ぜだし、あの量の金品が城に残ってるはずがない。野盗から奪ったのか」

「そ、そんなことしてません。アルガさまが来るまで外には出てないです。ニンゲンが来てたなんて今知りました」

「筋金入りの引きこもりだな」

「だって楽ですもん。──あ、そういえば前に一度、大きな音がしました。後になって見に行ったら、入り口に宝石とか新しい鎧よろいが落ちていて。それでええと、魔法がちょっと雑だったみたいで、鎧よろいたちが虫みたいに四よつん這ばいで壁や天井を這はい回まわってて」

「うん、それだな」

　想像するだけで恐ろしい。誰もいないはずの廃はい墟きよの城でカサカサ蠢うごめく中身のないたくさんの鎧よろい。その異様な光景に野盗たちは、金品どころか鎧よろいすら脱ぎ捨てて逃げたのだろう。

「あちゃー。お金、使っちゃいましたねぇ」

「知らなかったんだから仕方ないだろ。むしろ使って還元すればいい」

「……なるほど！　そういう考え方もありますね！　よぉし、じゃあがんばって使わないと。すいませーん。ベルクの実の蒸し焼きとオホーの尻尾の煮込み追加でー！」

「食い意地すげぇな」

「違いますぅ。お金の還元ですぅ。あぁ幸せ」

「しかし、魔獣の話ばかりだな。俺もせっせと血を吸ってきたんだが」

　それらしい話題はひとつもない。やはり理想の吸血鬼になる最大のハードルは、知名度だ。アルガ以外の吸血鬼が存在しないこの異世界で、どうやって周知させ、畏怖を浸透させるか。

　魔獣、魔人、神律士。ここには超常の特性や技術を持つものが多くいる。それらと一線を画す吸血鬼の個性と言えば、

「血を吸いまくる……のは気品がないな」

「わたしならいくらでもどうぞ！　アルガさまにされるの気持ちよくて好きです」

　オルムネは頰を染めて身をくねらせるが、店員娘が近づいてきたのに気づき、また硬直する。

「おかわりいかがですかー？」

「もらおうか」

「はーい。ところでおにいさん、なにされてる方ですか？　みんな気になってるみたいで」

「なんだと思う？」

「お忍びの貴族のご子息かなーって」

「まぁ、当たらずも遠からずだな」

「やっぱりー。よろしければ今後ともご贔ひい屓きにお願いしますー。ごゆっくりどうぞー」

　離れる店員娘に感心する。長すぎず踏み込みすぎない適度な会話。気の利きいたサービス。上辺ではない笑顔。酔っ払った客たちをあしらってキビキビ働く姿は活いき活いきしている。

「質問でぇす。どのへんが貴族なんですか？」

「城に住んでて金を持ってて女を侍はべらせてるところ」

「本物の貴族さまに怒られますよぉ。あ、すいません注文でーす！」

　さらにデザートを三つも追加して、満ち足りた微ほほ笑えみを浮かべるフィズリだった。







　賑にぎわう酒場の裏口で、アルガはじっと身を潜める。

　待つこと数分、私服に着替えた看板娘が出てくる。店に入ったときから目をつけていたし、聞き耳で彼女がもうすぐ帰るとはわかっていた。

「おつかれさまでしたー。また明日ですー」

　健康的な娘だ。若く、生の活力に溢あふれている。

　とても、うまそう。

「あー疲れた。お兄ちゃん、きっとお腹なか空かせてるよねー」

（いいよな、充実してそうで。俺の職場なんかみんな目が死んでて空気が重くて……ああもうそんなの思い出すなバカ）

　気を取り直して、娘の前に無言で立ち塞がる。

「わ……あれ、さっきのおにいさん？　どうしたんですか、忘れ物なら──きゃっ!?」

　腕を摑つかむ。抵抗できないように抱きしめて、労働で汗ばんだ首筋に牙を刺す。

　熱い血が喉を潤す。娘の声に甘い吐息が混じり、口を離すとぺたんと尻もちをついた。快感に押し流された瞳は焦点が定まらず、口くちの端はから唾液が糸を引いて落ちる。

「うむ、当たりだ……ただ」

　それでもやはり、あの味には遠く及ばない。物足りなさは埋まらない。

　もう喉の渇きに悩むことはなくなったが、血の味を知れば知るほど最初の極上が際きわ立だっていく。あの魅惑の味はいつも頭の片隅にあり、そして昨日、自ら目の前に現れた。

　牙が、疼うずく。

　脳裏に焼きつき舌に刻みつけられた最上級の美味を、ひたすらに飲み干したい。

「……落ち着け。それは違う。イメージとズレてる」

　あくまで気高く、理性的に。

　目指す理想を思い浮かべ、呼吸を整える。そのとき背後から最上級の声がした。

「あー、こんなところに。急にいなくなるから……あらまぁ」

「ひぃひぃ、置いてかないでくださいぃ」

　遅れてヘロヘロのオルムネが追いつく。フィズリはしゃがみ込んで、店員娘の様子を見る。

「うーん……貧血になっただけのようですね。よかった」

　テキパキと、脚が高くなるように店員娘を寝かせ直して神律式の紙を額に乗せる。以前にアルガがされたものと同じものだ。

「止めに来たのか」

「違います。というか、これが吸血鬼の生態で、いちばん特徴的な行為ですよね？　どんな形で、どんなふうに、どういう理屈でするのか、じっくり観察させてくださいよ」

　好奇心全開のフィズリ。その妙にズレた純朴さに、宥なだめかけていた衝動が刺激された。

「……なら、お前の血を吸いたいな」

「私？　いいですよぉ」

「な……いいのか!?」

「そんなに驚かなくても。こないだは、なにがなんだかわからなかったから、ちゃんと体験したいなぁって。やっぱり知ってると知ってないじゃ、感じ方も見方も変わるわけですしぃ」

　店員娘の介抱と検分を終えて、フィズリはアルガの前に立つ。

「どうします？　このまましちゃいます？」

「お……おぅ」

　いきなり降って湧いた好機に声が震える。あれほど渇かつ望ぼうしていた極上の血の持ち主が自分から誘ってきたのだ。鴨かも葱ねぎどころではない。

　ギクシャクと頷うなずいてフィズリの肩に手を置いた。細く華きや奢しやで、衣服を通して体温と鼓動が伝わり興奮が高まる。

「あは、いざとなると少し緊張しますねぇ」

「……じゃあ、いくぞ」

　苦笑するフィズリに頭を軽く傾けさせ、襟を引いて白い首筋を露あらわにさせて、

「ううう、ヤですー！　血ならわたしのを吸ってくださいー！」

　頰を膨らませたオルムネが泣きそうな顔で割り込んだ。そのままアルガの腰に抱きつく。

「ぐは。……お前は昨日も吸っただろ。連日は身体からだがもたないぞ」

「がんばります！」

「そういう問題じゃ……ええい股間に胸を押しつけるな」

「だって。子作りもしてもらえないのに」

「前から思ってたが、なんでそんなに必死なんだ。まだ会って間もないってのに」

「……時間かけなきゃ好きになっちゃダメなんですか？　アルガさまと会ったとき、感じたんです。このひとがいいって、そう思ったんです。だから」

「むぅ。そう言われると」

　そうしたいからそうする──己の欲望のままに。アルガの信念と同じだ。否定できない。

「ならまぁ、好きにすればいい。ただし、俺もそうだからな」

「は──はい！」

　オルムネは一瞬呆ほうけ、すぐに瞳を輝かせて頷うなずく。抱きつく力がより強くなった。

「どうした」

「好きにすればいい、なんて言われたことなくて。わかりました。アルガさまがわたししか見えないようにしてみせます！　すぐには無理でも、きっと必ず！」

　くっついたままぴょんぴょん跳ねる。どうでもいいがさっきから股間が胸に挟まれて刺激が強い。にやにやしたフィズリに眺められるのも、おもしろくない。

「おい！　そこでなにをしてる！」

　その上、二人の男まで寄ってきた。おそらくはこの町の警備兵だ。

「揉もめ事ごとか？　痴情のもつれなら落ち着いて……ああっ！」

　槍やりを手にした若い男が息を吞のむ。アルガの足元には店員娘が倒れていて、フィズリとオルムネはどちらも少女。この構図でいちばんの不審者は誰か。言うまでもない。

（めんどくさい……いや、むしろいい演出か）

　直前までの興奮を抑え込み、思考を切り替える。

　これまでは誰にも見られないようひっそりと血を吸っていた。だが今後は人々に吸血鬼を知らしめるため、信しん憑ぴよう性とインパクトのある目撃談がいる。それが重なれば噂うわさが生まれ、いずれは人々の中に浸透していく──アルガが考えた理想への道筋のひとつだ。

　だからアルガは男たちに向き直り、大仰に外がい套とうをなびかせた。

「我は吸血鬼、アルガトロス・ドラクリオ！　異界よりこの地に訪れた夜の王ぞ。恐れよ、怖おそれよ、畏れよ、懼おそれよ！　すべての人間は我が贄にえと知れ！」

　あらかじめ考えておいた口上だ。何度も練習したので、つかえたりもしなかった。

　なのに男たちはポカンと顔を見合わせる。

「なんですかね、こいつ」

「祭りで見せる劇の練習かね。まだ先なのに熱心だな」

（おい）

「それともヘンタイかね。この季節はたまに出るからね」

「……下げ賤せんの輩やからどもめ」

　こちらに向いた槍やりの先を瞬間的に出し入れした翼で斬り落とす。若い男は目を丸くするが、中年男性は動じない。

「なるほど、神律士か。アレには、おかしなのが多いからな。かわいそうに」

「えー。これと一緒にされるのはちょっとぉ」

　とばっちりの侮辱にフィズリが唇を尖とがらせるが、アルガに注目する兵士たちは気づかない。

「キミ、オイタはいけないね。家族も心配してるだろう。悩みがあるなら話しなさい」

（ぐ……ちくしょう決めつけやがって。見てろよ、今からその思い込みを──いや、無駄に騒ぎが大きくなって誤解が広まっても面倒か）

「愚かな人間どもよ。いずれ知るだろう。吸血鬼の恐怖を。覚悟しておくがいい！」

　もう一度『吸血鬼』を強調して、翼を広げて夜空に高く舞い上がる。

「うわすげぇ飛んだ。神律式は、なんでもできるんだな！」

「あれを見ろ。女の子たちが攫さらわれてるぞ！」

「マジだ！　ちくしょう、やっぱり神律士はヘンタイだらけだな！」

　わめく兵士たちの追跡を振り切って、外壁を飛び越えて町の外へ。

「……びっくり。そういえばあなた、飛べましたねぇ」

「そーです。アルガさまはすごいんですから」

「あんまり動くな。落とすぞ」

　翼を広げたときに二人とも巻き込んで抱き寄せたのだ。そのまま漆黒の翼を羽ばたかせ、二人を抱えたまま古城に帰還。崩れた天井から玉座の間に降りる。

「……で、どうします？　続きします？」

「興が削そがれた」

　酒場での懸け念ねんは的中した。この世界には、不思議な出来事は神律式や魔族が起こす、という常識がある。理想を成すには、そこに新しく『吸血鬼』の概念を刻まなければならない。

　容易ではないとわかっていたが、兵士たちの反応で痛感した。先入観と思い込みは厄介だ。

（さて、どうするか。時間はいくらでもあるが）

　現代での仕事のように納期や〆しめ切きりに追われることもなければ、うるさく急せかしてくる上司もいない。かといって悠長に構えていてはいつまでも叶かなわない。

　吸血鬼。拡散。周知。

　そんな単語でネット検索したくなった。







　ひと息ついたアルガは、古城の上空で星空を眺めていた。

　今後どう動くか、その方針を固めるためだ。

　そろそろ日付が変わる頃。澄んだ夜風に吹かれながら満天の星と二つの三日月の光を浴びると、闇夜に溶けるように思考がクリアになっていく。棺かん桶おけの中よりよほど安らぐ。

（それはそれで複雑だな……ん？）

　しばらく浮かんでいると、いつのまにか視界の端で赤い光が揺らめいていた。星ではなく地上だ。森の外、川から離れた平地の一点。

「あのへんには村があるはず」

　ただし家屋の灯あかりにしては強く、大きい。まるで村そのものが光っているような。

「なるほど、そうか」

　翼を動かす。宙にとどまっていた身体からだが傾き、一直線に地上の光めがけて滑空する。

　村は、燃えていた。

　半分近い家屋が激しい炎と黒い煙を立ち昇らせている。火が爆はぜる音に加え、いくつもの怒声と悲鳴が入り混じる。

　状況は空からすぐに把握できた。村の内外には粗雑な格好をした数十人の男たち。刃物を手に村人を追い回している。広場に積まれているのは、息絶えた村人たちだ。

「盗賊……山賊、野盗。どう呼ぶのが正しいんだろうな。この世界だと珍しくないわけか」

　食いっぱぐれた傭よう兵へい、罪人、無法者、爪つま弾はじき者。そういう輩やからが徒党を組み暴力で欲しいものを手に入れる。元の世界の娯楽作品では主人公に蹴散らされるか、怪物の餌え食じきになる役回り。

「まぁ主人公も怪物もいなけりゃ、好き放題やるよな。にしても人間ってのはどうしてこう、やたらと残酷になれるんだか」

　自分もかつてはその人間だったことにため息が漏れる。吸血鬼にしてくれたことだけは、師匠に感謝するべきだろう。

（……いやダメだ。そんなことしたらつけ上がる。もう会うこともないが──なんだあれ）

　目の前を淡く光る小鳥が横切る。よくよく見れば鳥の形に折られた紙で、くるくるとアルガの周りを飛んでいる。

「こんなことをするのは……おっと」

　吸血鬼としての優れた視力が、逃げ惑う村娘を捉えた。三人の男に追われていたが、焼け落ちた家に行く手を阻はばまれ、捕まる。男たちの下卑た笑い声がここまで聞こえ、癇かんに障さわった。

「…………」

　男たちの前に無言で降りると、村は上から見た以上に酷ひどい有あり様さまだった。地面は血で汚れ、肉の焼ける悪臭が立ち込めている。まだ生きている村人の叫びや嗚お咽えつが秒単位で減じていく。

「なぁんだてめぇ。どっから出てきた」

　村娘を羽交い絞めにした男はへらへらと笑いながらアルガを威嚇してきた。両隣の男たちは待ち切れなさそうに股を押さえている。

「変な格好しやがって。よそ者だな？　いいぜ、身み包ぐるみ置いてくなら見逃してやる。それともオレらが使い終わった後のこいつが欲しいのか？　ガバガバになってるぞ。ぎゃははははっ」

　虫唾むしずが走る。

　正直、関わるつもりはなかった。これがこの世界の常なら仕方がないと思っていた。

　けれど今は純粋に嫌けん悪おを覚えている。そしてこの感情を抑える理由はどこにもない。

「あぁ……この世界ではそうすると決めたんだ。吸血鬼なら……夜の王なら、我が領地を荒らすゴミを掃除するのも役目のひとつか。それに」

「んぁ？　なぁにぶつぶつ言ってやがる。気が変わった。死ねや」

　短気な男が構えたのは、単たん筒づつのマスケット銃だ。ずいぶん昔に見た覚えがある。

　破裂音とともに吐き出された鉄の弾はアルガの額を割り、鮮血が地面に滴したたった。

「よっしゃどうよオレのウデは！　誰もオレからは逃げられ──なんで倒れねーんだ？」

「かすっただけなんじゃないすか。やっぱ弾よりコレっすよ！」

　取り巻きの男が向けたのは使い古された弩いしゆみ。太い矢が風を切り、アルガの肩を穿うがつ。捕らわれたままの少女が悲鳴を上げた。

「やめ、やめて……ください。もう、こんな、酷ひどい……っ」

「んー？　いいぜお嬢ちゃん。お前がいい子にすれば」

「うぅ……し、します。だから、お願い……」

「よーし、じゃあ今すぐ脱ぎな。できるだけ色っぽく、誘うようにだ！　オレたち三人を満足させられたら、あのバカは殺さないでおいてやるよ、っと」

　二発目の弾丸がアルガの太ももを抉えぐる。

「ほらほら、早くしねーと穴だらけになっちまうぞぉ？」

　男はげらげらと笑い、横の二人もつられて笑い──そこまでだった。

　男が少女を放したのを見計らい、吸血鬼の脚力で彼我の距離を一瞬でゼロにする。

「このくらい下げ衆すのほうが、実験台にはちょうどいい」

　喉元に牙を突き立てると、ぬるい血が舌に触れた。

　Ｏ型で濃く、どろりとして雑味が多い。酒の飲みすぎだろう。肝臓の悪さが風味でわかる。

（やっぱり男は好きじゃないな。オルムネの清涼感を見習え）

「え、アニキ？　な……なななにしやがるっ」

　啞あ然ぜんとしていた左右の男が我に返り、アルガに弩いしゆみを向ける。だが誤射を恐れて手を止め、アルガが男に嚙かみついてから七秒半が過ぎた。

（充分だな）

　牙を刺したまま、首の力だけで男を振り回す。皮と肉が千切れて、放り投げられた男は頭から落ちた。アルガは口に残った肉片を吐き捨てる。

「よ、よくもアニキを！」

　弩いしゆみから放たれた矢を容易たやすく避ける。すると倒れた男がむくりと起き上がった。

「えええ、すげぇアニキ！　頑丈っす……ね？」

　男たちが言葉を失なくす。少女もひぃと顔を強こわ張ばらせる。

（おお、思ったよりも見た目が酷ひどいな）

　起き上がった男は首が折れていた。ボタボタと赤黒い血を流し、ありえない角度に曲がっている上に背骨が飛び出している。そして目の前の寡黙な男に嚙かみつき、重なりながら倒れ、動かなくなり──すぐに二人とも立ち上がる。

「これが喰グ人ー鬼ルか。まぁこんな下げ衆すが眷けん属ぞくになれるはずもなし」

　肉体の損壊はそのまま。虚うつろな目で身体からだを揺らしながら、二人はもう一人の男に近づく。

「へ……？　い、いやぁアニキたちってば芸達者で……ちょ、なんすか、止まれ、やめ、いで、ぎゃあああああっ!?」

　太い矢をいくら撃っても彼らは止まらず、弩いしゆみの男は肉を食い千切られた。ぐちゃぐちゃ、じゅぶびじゃ、と水っぽい音は燃え崩れる民家に搔かき消けされる。

「あれだけ損壊すると喰グ人ー鬼ルにもならない、と。なるほどな」

　アルガが牙を刺したまま血を吸わない理由が、これだ。

　吸血鬼には『呪い』があり、それは牙を通じて他者に流れ込む。そして『呪い』を一定以上注つぎ込こまれた人間は、肉体が変質する。

　九割九分九厘は『呪い』に耐えられず、魂──師匠はそう表現していた──を磨すり潰つぶされ、自我を失なくし徘はい徊かいする醜い死者へと変わる。吸血鬼のなりそこない。欠陥品。最低位。それが今目の前にいる、喰グ人ー鬼ルだ。

　だがもし魂が『呪い』に順応できれば、合格。その人間は眷けん属ぞくとして吸血鬼に生まれ変わる。

　日苛木ひいらぎ栄えい一いち郎ろうのように。

（つまり俺は選ばれた存在ってことだ、うむ）

　吸血鬼として目覚めたとき、師匠がやけにはしゃいでいたのを思い出す。もう随分と昔のことだ。あれからいろいろあったが、ついに吸血鬼らしく喰グ人ー鬼ルを作ることができた。

　ちなみに嚙かんですぐに牙を抜けば『呪い』は流れ込まない。吸血鬼側と人間側それぞれで個体差はあるものの、師匠から聞いたボーダーラインはおよそ五秒。

「ひ……なに、あれ……っ」

　怯おびえる少女の声に、弩いしゆみの男を食い殺した喰グ人ー鬼ルたちが顔を上げた。瞳孔が鈍り、虚うつろになった目はぼんやりと赤く光っている。

「生きたければ失うせろ」

　少女の背中を押す。異変に気づいた他の賊たちが集まり始めていた。肉と血に引き寄せられて二体の喰グ人ー鬼ルは彼らへ足を動かす。

　アルガはこちらに向かってきた賊を相手に実験を重ねた。

　牙を刺して一秒。変化なし。二秒。三秒。四秒。変化なし。五秒半。喰グ人ー鬼ル化かを確認。師匠の見立ては正しいとわかる。

　他の賊たちは仲間だったモノに戸惑いながらも銃を撃ち、矢を射かけ、斬りつける。しかしその程度で喰グ人ー鬼ルは止まらない。腕がもげようと脚が千切れようと、生者の血肉を求めて動き続ける。首だけになったとしてもだ。

「我は吸血鬼。異界よりこの地に訪れた夜の王」

　ひとりが嚙かまれ、助け起こした仲間を嚙かむ。喰グ人ー鬼ルが増える。恐きよう慌こうが広がる。次から次へ、世界に喰グ人ー鬼ルが解き放たれていく。

「恐れよ、怖おそれよ、畏れよ、懼おそれよ」

　やがて賊のすべては喰グ人ー鬼ルか死体に置き換わり。

　村がひとつ、この世界の地図から消えた。







　古城に戻るとフィズリが待ち構えていた。

　寝巻きなのか、薄手の簡素な服装。スリットがないぶん普段よりも暖かそうで、その上から汚れたままのアルガのスーツを羽織っている。

「神託があったんです。あなたがなにかやらかすって」

　もはや予知の域に入っているが、アルガにはもっと気になることがあった。

　フィズリの顔に黒縁で野暮ったい視力矯正具が載っている。

「メガネかけるのか」

「意外ですかぁ？　紙に神律式を刻むのって、細かい作業だから疲れるんですよ。失敗して無駄にしたくないですしぃ」

「雰囲気が変わって、なかなかおつだな」

　ラフな格好と相まって、私生活を覗のぞいているような。

「ふふ、誉ほめ言葉だと思っておきますね。……じゃなくてぇ、なんですかあれ？」

　彼女の肩に紙の小鳥がとまる。口振りからして視覚を繫つなげる、偵察の神律式だろう。

「やっぱりな。覗のぞき見みとは趣味が悪い」

「アルガも大概ですよ、あんなことしてぇ。それで、どういう仕組みなんですか？」

「……怒らないのか。人を襲ったのに」

「野盗に身を落とした時点で、いつどう命を落としても文句は言えないですよねぇ」

　それはこの世界での価値観なのか、フィズリ個人のものなのか。少し驚いたがどうこう言うことでもないので、アルガは次々に繰り出される問いに答えていく。

　喰グ人ー鬼ルの生態、作り方、特性。それらを聞き終えて、フィズリは質問を中断した。

「不思議ですねぇ吸血鬼って。あ、でもこのままだと喰グ人ー鬼ルって人を襲っちゃいますか？」

「……だろうな」

　喰グ人ー鬼ルはもはや生き物ではなく『呪い』を振ふり撒まく装置だ。一応は吸血鬼に分類されるが、自我もなく力も使えずひたすらに血を求めて彷徨さまよう死体だ。

　その感染力はすさまじく、喰グ人ー鬼ルに嚙かまれた者は喰グ人ー鬼ルか死体に変わる。元の世界では過去にひとつの町の住人すべてが喰グ人ー鬼ルと化す事件が起きた。

「それはさすがにほっとけないような……。弱点はあなたと同じなんです？」

「吸血鬼より耐性がないから、日光を浴びただけで燃えるはずだ。さすがに自分から日の下に出て自滅したりはしないだろうが」

「うーん、魔族でも真族でもない怪物……。みんなが自衛できるようになにかしたほうがいいですかねぇ」

「…………それだ！」

　フィズリの呟つぶやきが、アルガに閃ひらめきを与えた。

「え？」

「どうして思いつかなかったんだ。使えるじゃないか喰グ人ー鬼ル！」

　理想を叶かなえるには、まず吸血鬼の存在を知らしめる必要がある。だが吸血鬼はアルガひとりしかいない。一方で、喰グ人ー鬼ルはこれから人を襲い、さらに増える。

　喰グ人ー鬼ルは吸血鬼と同じ弱点を持つ。その特徴や対策を人々に周知できれば、魔族とは異なる新たな脅威として認識されるだろう。そして必ず元凶である吸血鬼の存在に辿たどり着つく。アルガがひとりで動くより、よほど効果が見込めるはずだ。

「吸血鬼の弱点を、吸血鬼のあなたが言いふらすんですか？　変なの」

「自然に正解に至るのを待つのはめんどくさい」

「不死なのにせっかちですねぇ。でも無駄な被害を抑えられるのはいいと思いますぅ」

「となると、どうやって情報を広めるかだな」

　しばし二人は顔を突き合わせて意見を交換する。案が固まった頃には空が白み始めていた。

「こんな感じか。……まぁやれるだろう。ちょい気が乗らないが」

「それはがんばってくださいよぅ。ところで……どうします？」

「ひとつずつ揃そろえていくしかないだろ。やりやすいところから手をつけていって」

「もう、そうじゃなくてですねぇ」

　微苦笑を浮かべたフィズリが襟をめくり、白い首筋が露あらわになる。

「しないんですかぁ？」

「…………正気か？」

　ついさっき喰グ人ー鬼ルが生まれるのを見ていたのに、自分から誘うなんて。

「だってこれから忙しくなりそうですし？　やっぱり、その前に知っておかないと」

「怖くないのか」

「嚙かむだけなら影響ないんですよねぇ？　検証もしてたじゃないですかぁ」

「それはそうだが」

「ならやめときます？」

「──いや、いただこう」

　野盗から受けた傷の再生と喰グ人ー鬼ル作りでそれなりに力を使い、血を吸いたいと思っていたのだ。その相手がフィズリなら文句があろうはずもない。

（鴨かも葱ねぎに加えて据え膳食わぬはなんとやら、だな。……ん？）

　フィズリの手がわずかに震えていた。恐怖ではない。そんなもの、彼女はとっくに興味と好奇心で上書きしている。

「……あぁ、なるほどな」

「なんですかぁ？　はい、どうぞどうぞ」

　彼女に触れた瞬間、アルガはフィズリの余裕めいた微ほほ笑えみの奥にあるものを見抜く。

　力を取り戻した吸血鬼の鋭い五感。

　この世界に来てからの吸血で培つちかった観察眼。

　そして今日まで片時も頭を離れなかったフィズリの血への渇かつ望ぼう。

　それら経験の蓄積と本能が、彼女も気づいていないであろう本心を暴き出す。

「待ちわびたか」

　フィズリが目を見開く。図星を突かれ、蒼あおい瞳が動揺に揺れる。

　そう。彼女は望んでいたのだ。ただひたすらに、アルガに血を吸われるこのときを。

「なに言って──」

「だから追いかけてきたんだろう。最初から、ずっとこうして欲しかったわけだ」

　そもそも、例え当人に自覚がなかったとしても。

　今もアルガのスーツを、出会ったときのまま身に着けていることが答え。

「自意識過剰ですよぉ。私は吸血鬼をよく知りたいだけで」

「まぁどっちにしろ吸うけどな。いただきます」

「え、いきなり──ぁっ！」

　ぷつり、とわずかな抵抗を挟んで張りのある肌を牙が突き破る。フィズリの全身が強こわ張ばり、牙を抜くと同時に糸が切れたように弛し緩かんした。

　二つの傷口から音もなくにじむ鮮血の雫しずくを愛めで、表面張力が崩れる瞬間に唇で包み込む。

「ふ──っ!!」

　脳天に衝撃が迸ほとばしり、目の前が白く染まった。

　腰から砕けそうになり、慌てて踏ん張る。

　前回、初めてこの血を口にしたときの衝撃は鮮明に覚えている。血の味も一秒たりとも忘れたりはしなかった。

　なのに、記憶というものはどうやっても劣化するらしい。

　今味み蕾らいを刺激する赤い血は、脳に焼きついていた味など一瞬で押し流して途方もない恍こう惚こつをアルガにもたらした。

　鮮度が違う。血が生きている。

　甘く熱く甘く熱く甘く熱く甘く熱く甘く熱く甘く熱く甘く熱く甘く熱く甘く熱く。

　舌が溶けるのではないかと錯覚するほどに。

　ひたすらに──美味。

「ぁ、これ……っまた、あのときの、ぉ……っ！　あ、は──ぁぁ！」

　心拍に合わせて血があふれる。アルガの服を握り締めながらくぐもった嬌きよう声せいを漏らし、フィズリは悦楽に沈んでいく。

　そしてアルガも。

（は、ははは、は──あああああ、うまい!!　やっぱ、別格だ、これは！　この血は！　この味は──他のなによりも！　これが俺の、俺だけの！）

　優越感が沸き上がる。他の吸血鬼たちは、師匠ですら一生この味を知ることはない。この充足は、幸福は、アルガしか手に入れられない。

　これを味わえるのなら他の血はいらない。そう思える。

「あは、待って、はぁ、これ以上は、ダメ。もぅ、充分……っわかりまし、え、なんです？」

　フィズリの吐息を聞きながら喉を潤す。抱きかかえて玉座に座らせる。背中に手を回し、丸い尻を撫なでるとびくりと大きく震えた。

「こら……もういいですって……んん、どこ、さわってっ、ひゃ!?」

「どこがいい？」

「どこ……っ？　どこでも──ぁ、ああ！」

　血を舐なめながら服に手を入れ、先端を指で擦る。

　直接の快感に細い腰が跳ね、甘い悲鳴を奏かなでた。

「ん、んん、ぁ、だめ、ダメだめですこんなのぉ……変になる！　おかしくなっちゃ、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ……ぇ──なん、で？」

　緩急をつけながら刺激を与え、ピークを迎える寸前で止める。脈拍と体温とにおいと、吸血鬼の感覚なら見極めは容易だ。

　それを繰り返す。焦じらし続ける。徐々に声は溶け、息が火ほ照てり、余裕が消えて乱れていく。

　三度目で、腕を摑つかまれた。

「どうした」

「………………うぅ」

「言わなきゃわからないな」

「……いじわる」

「素直になれよ」

「…………おねがい。さいご、まで」

　限界まで高まった情欲に濡ぬれた瞳で、フィズリがねだる。

「ずっと忘れられなかったんです。あんなの初めて。ひとりじゃぜんぜん満たされなくて……だから探して。やっと見つけて。……好きにしていいですからぁ、もういっかい、あのときみたいにきもちよくしてくださいぃ……！」

　秘めていた欲をさらけ出した彼女の首筋に、先ほどとは逆のうなじにもう一度牙を立てる。

「あ、あぁ、ぁ、入ってくる……ぅ。熱くて、硬くて、太いのぉ……っ」

　汗をかいた肢体は差し込む月光よりも輝いて見えた。透明に思えるほど白く、ただしすべてが快楽で染め上がっている。

　そしてアルガは新たな傷口に吸いつく。今度は加減せず、極上の美味を堪たん能のうするために。

「あ─────ぁぁ────────────────あぁ───────ぁっ!!」

　音にならない歓喜の悲鳴を上げたのは、果たしてどちらだったか。

　感情の起伏は血の味に彩いろどりを与える。溜ために溜ためた快感の爆発によって少女の血はさらに深く濃厚に仕上がり、両者ともに待ち望んだ瞬間に身を震わせる。

　互いに頂点に達し、汗だくで玉座にもたれかかる。目が合った。

「うま、かった。ああ、さい、っこうだ」

「私も……頭、溶けちゃいましたぁ……っ」

　絡からまったまま二人で笑い合い、静かに呼吸を重ねる。

　いつのまにか天井や壁の大穴から外の朝あさ靄もやが流れ込んでいた。玉座は囲まれ、まるで雲に浮いているかのよう。

「……くしゅっ」

「風邪ひくなよ。これから忙しくなるぞ」

　くしゃみで控えめな胸を揺らすフィズリに、行為の最中に脱ぎ落ちたスーツを羽織らせる。

　英気は充分に養えた。道筋も定まった。

「ですねぇ。上う手まく喰グ人ー鬼ルを使って、あれもこれも準備して……でもちょっとおもしろそう」

「ああ、いよいよだ」

　雲の切れ間から覗のぞく朝日を広げた黒翼で覆い隠して、アルガは世界へ宣言する。

「俺の吸血鬼伝説は、ここから幕を開けるのだ！」
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　毎月頭、営業課では特別朝礼が開かれる。

　集まった面々の表情は余裕がある者、不安げな者、すでに沈んでいる者の三様に分かれる。

　前月の成績がまとめられ、順位が発表されるのだ。ひとり残らず。

「まずは先月の成績上位！　よくやった。今月はより上を目指して頑張りたまえ！」

　上機嫌の課長から特別賞与が渡される。微々たるものだがもらえるのは嬉うれしい。

　こうして上から順に名前を読み上げられ、最後。

「で、ワースト成績なのは」

　下から五位までは底辺と呼ばれる。ギリギリ回避した栄えい一いち郎ろうの隣で新入の青年が震えていた。ツカツカと課長が彼の前に立つと、触れそうなほど顔を近づけて抑揚乏しく語りかける。

「どうしたんだ？　君は先月もだったよな？」

「も、申し訳ありま」

「困るなぁもっと成果を残してもらわないと。給料もらってるんだから」

「は、はい」

「じゃあ屋上に行こうか。弛たるんでる気持ちに活を入れないとな」

　下位の五人が課長に連れられて行く。これから会社の屋上で全力で社歌を歌わされるのだ。

　残った社員たちも一列に並ぶ。窓を開け、皆微動だにせず耳を澄ます。

　ここは三階。屋上は十二階。

　やがて外から歌声とは程遠い、掠かすれた声が風に乗ってとどいた。

　──いつもえがおを、わすれずに　のこえやまこえ、せいしんで

　　おきゃくさまには、よろこびを　たしかなまんぞく、とどけよう──

　屋上から降ってくるその声に合わせて、栄えい一いち郎ろうを含めた社員たちも歌詞を叫ぶ。

　冬なのに窓を全開にしているので、すこぶる寒い。歌詞は五番まであり、みんな無心で声を張り上げる。

「わたしとかいしゃは、だいじなかぞく！」

　口を動かしながら、ぼんやり思う。

（……家族だったら親は子を守るもの、って誰かが言ってたな）




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




　喰グ人ー鬼ルの存在は、急速に人々のあいだに知れ渡っていった。

　魔族と違い、ぱっと見は顔色や挙動がややおかしいだけのただの人間。けれど人を襲い、嚙かまれた者もまた喰グ人ー鬼ルとなって連鎖的に増えていく。

　かつて野盗だった喰グ人ー鬼ルの一団がひとつの村を壊滅させたという伝聞も相まって、近隣の町や村は恐怖に慄おののいた。町に入るためのチェックは厳しくなり、武装した兵士がひとりひとりに喰グ人ー鬼ルか否いなかを問とい質ただすようになる。

　ちなみに元野盗の喰グ人ー鬼ルが村を潰したのではなく、村を潰した野盗が喰グ人ー鬼ルになったのだが、噂うわさに正確さを求めるのは酷だろう。

　ほんの数日で、町や村はどこも喰グ人ー鬼ルの話題で持ちきりになった。斬っても突いても止まらない死者の群れ。それがあちこちに現れ、次第に数を増やしているのだ。

　不穏な空気に包まれ、人々は外出を控えていく。街道に面した町も例に漏れず、門をくぐったアルガの目には、前回よりもかなり人通りが減っているように見えた。

「よしよし、いい感じだな」

「こんなところに来て、なにをするんですか？」

　中古で買かい揃そろえた荷馬車から夕ゆう陽ひに染まった町の外壁を眺め、オルムネが首を傾かしげる。人の目が少ないからか、古城と口数は変わらない。

　この世界の馬は毛むくじゃらで、どちらかというとラクダに似ていた。その馬が牽ひく荷車には使い古されたズダ袋がいくつも積んである。

「新商品のサンプル紹介、だな。お客様の心を摑つかむには、実際に手に取って効果を目で見てもらうのがいちばんってやつだ」

「さんぷる……はよくわかりませんけど、にんげんがいないとアルガさまを独り占めできて嬉うれしいです。誘ってくださってありがとうございます！」

「フィズリは城でやることがあるからな。しかし遊びに来たんじゃないっての」

　慣れない手綱さばきで荷馬車を動かし町中を見て回る。そして日没が近づいてから、門のすぐ近くにある広場に入った。街灯が並ぶそこは普段はいくつもの露店が並び夜でも騒がしいが、今は数えるほどしかない。必要な品を求める客や仕事終わりの人々で、往来はそこそこでも聞こえる会話は喰グ人ー鬼ルへの不安を帯びたものが大半だ。

「ねぇ聞いた？　この近くで夜に不気味な人影の群れを見たって」

「お向かいのご家族、明日この町を出ていくそうですわよ」

「昨日今日と商人が少ないのは、もしかして道中襲われてしまったんじゃ」

「そうそう困るよな喰グ人ー鬼ルには。あ、そいつらって喰グ人ー鬼ルっていうんだけどさ」

　元の世界での営業を思い出し、アルガは彼らの会話にするりと滑り込む。訳知り顔の部外者の登場に注目が集まった。

「あんた、見たことあるのか」

「ああ、何度か出会って肝を冷やしたよ。遠目からじゃ人と見分けがつかないからな。命からがらってやつだった。陽が出てるあいだは出てこないってのがせめてもの救いだ」

「でしたら昼間は安全なんですね」

「ああでも、ちょうど今くらいからだろうな。喰グ人ー鬼ルが動き出すのは」

　遠くの山やま間あいに沈みゆくふたつの太陽を望むアルガに、安あん堵どしかけた人々が息を吞のむ。

「……やっぱり新しい魔獣なのかね。人の姿を模していて正体は別にあるって」

「そりゃデマだ。元は人間なんだから」

　ざわざわと困惑が広がる。そんなことはあり得ない、と呟つぶやく声が聞こえた。

「おかしいではありませんか。人間が急にバケモノに変わるなど、魔法はおろか神律式でもできることではない」

　反論したのは白衣の男性。身なりから神律士なのだろう。

「事実だよ。喰グ人ー鬼ルは人間のなれの果てだ。……吸血鬼が人間を喰グ人ー鬼ルに変えちまうのさ」

「きゅー、けつ、き？　なんだそりゃ」

「魔族でも真族でもない、血を吸う鬼だ。喰グ人ー鬼ルが現れたってことは、近くにいるんだろう」

「待ってください。あなたはどうしてそんなに詳しいんです？」

「……俺の故郷は、吸血鬼に滅ぼされた」

　意味深にアルガが答えた直後、町の四方に建つ物見櫓やぐらのひとつがけたたましい警鐘を響かせた。兵士たちが慌ただしく走り出し、ひとりの男が門から町中に入ってくる。

　肩から血を流して男は数歩進み、倒れる。人々が見ている前で男は再び起き上がり──その顔は土気色に変わっていた。

「喰グ人ー鬼ルだ！」

　人々の中でアルガは叫ぶ。勇敢なひとりの兵士が喰グ人ー鬼ルの胸を槍やりで突くが、喰グ人ー鬼ルはのろのろと兵士を摑つかみ、腕に嚙かみついた。悲鳴が町を染める。

（不用意すぎるだろ。嚙かまれたら感染するって実感してないと、こうなるのな）

　パニックムービーの冒頭のような展開に加え、さらに数体の喰グ人ー鬼ルが侵入してくる。半数は外で食い止められているのだろう。それもいつまでもつか。

　喰グ人ー鬼ルが現れたのは偶然ではない。ヤツらは上位存在である吸血鬼に引き寄せられているのだ。正直いらない習性なのだが、こうして任意の場所に誘導することはできる。

（さて、それじゃあ一芝居うつとするか）

　嚙かまれた兵士も含めて数を増した喰グ人ー鬼ルたちが人々に襲いかかる。門の前は混乱の坩堝るつぼと化し、逃げ遅れた若い女性が喰グ人ー鬼ルに足首を摑つかまれる。

「ひぃ……っ！」

　頰が引き千切れんばかりに大きく開いた口が女性に迫り、しかしその目の前に白いものが転がってきた瞬間、喰グ人ー鬼ルは女性から手を放して仰のけ反ぞった。

「え……？」

「今のうちに下がれ。そこのキミもだ」

　アルガがズダ袋の中身を投げるたび、喰グ人ー鬼ルたちはそれを避けるように後退した。難を逃れたひとりが、足元のそれを拾い上げて眉をひそめる。

「こりゃ、いったいなんだ？」

　何重もの白く薄い皮に包まれ、複数の房に分かれている球根。落ちて傷ついたところからはツンとした強いにおいが溢あふれて鼻を突く。

「ガボと言ってな。北ほつ方ぽうの地に自生している植物だ。そこの村ではよく食べられているんだが、どうやら喰グ人ー鬼ルはこいつが苦手らしくてな。見ろ、効果てきめんだ」

　元の世界では知らない者はいないだろう。吸血鬼の弱点と言えばこれ、ニンニクである。

　異世界初日の夜、フィズリが野草スープにちょい足ししようとした。それを覚えていたアルガは空を飛び、現地で大量に買い込んできたのだ。

　フィズリとともに練った計画は、喰グ人ー鬼ルの弱点を人々のあいだに普及させる、というとても単純なものだ。上う手まくいけば人々は喰グ人ー鬼ルから身を守ることができ、なおかつ魔族とはまったく異なる存在だと知るきっかけとなる。

　ガボを投げつけられた喰グ人ー鬼ルは門へと押し返されていき、人々は混乱を鎮しずめていく。代わりにアルガを中心に人だかりができていた。

「すごい。まさかこんなもので」

「や、やった。助かった……！」

「それ、私にくれませんか？」

「待てオレも欲しい！　金なら払うぞ！」

「ああ押すな騒ぐな。大丈夫だ、たくさん用意してある。好きなだけ持って行ってくれ」

　馬車の荷台からオルムネとともにズダ袋を下ろすと歓声が上がった。彼らは我先にとガボに群がっていく。まるで喰グ人ー鬼ルのようで、思わずアルガは苦笑する。

　その耳元に、囁ささやかれた。

「変なことしてますね、あなた」

「──っ!?」

　黒い髪の少女が、顔が触れるほどの距離にいた。声がするまでまったく気づかなかった。吸血鬼の五感は人間よりもはるかに敏感なのにもかかわらず、だ。

　びくりとしてアルガの後ろに隠れたオルムネが、ぎゅっと手を握ってくる。

「フィズリ……じゃないな」

　黒髪の少女は、フィズリ・トランによく似ている。けれどいくつもの違いがある。

　まず服装。ゆったりとした白い服ではなく、黒い服を黒いベルトで身体からだに縛りつけた奇抜なもので、控えめな胸や細い腰のシルエットがよくわかる。神律式に使う紙束も提げていない。

「どうも。私のことわかりますか」

　髪も長さこそは同じだが、フィズリは明るい茶色だ。一方で目の前の相手は塗り潰したような違和感のある漆黒。以前にテレビで見た、光をほぼ吸収する黒色塗料を連想させる。

　瞳も、濃い蒼あおのフィズリに対し、この少女は朝日を浴びた湖面を連想させる複雑な色と光を宿していた。正面から見据えても何色なのかわからなくなるほどに。

　ただしそれ以外、顔の造作や身長どころか声すらも、アルガの記憶にあるフィズリと合致した。鼻び腔こうに触れるにおいまでもだ。

　不意打ちに欲求が刺激され、血を吸いたくなる。パブロフの犬かよ、と内心で呟つぶやく。

「あ、いいですね。私、犬好きですよ。ちゃんとご主人様に服従して甘えてくるところとか」

「……声に出てたか？　いやそれより誰だお前」

「なのにあなたときたら、前はあんなに素直だったのに。残念です」

「質問に答えろ黒いの」

「うわ、酷ひどい言い草。中身はいっしょなのに、こんなに変わっちゃうなんて」

　口ぶりからして、少女はアルガを知っているようだ。しかしアルガに心当たりはまったくない。この世界に来て血を吸った中にも彼女はいなかった。

「でも、こうして見ると面影がありますね。そこは安心できます」

「……からかってるな？　ほらどけ、邪魔するな」

　シッシッと手で払う。すると黒い少女は眉をひそめた。静かな表情に落胆が混ざる。

「……あれ？　もしかして本当にわからない、とか？　ほらほら、なにかピンと来ません？」

「ほらよ、そこの兄さん、喰グ人ー鬼ル除よけにガボはどうだ」

「無視はやめましょう！　天罰落としますよ！　……こほん。よく思い出してください。大丈夫、あなたならできます」

「降参だ」

「諦めるの早ーい！　というか誠意が欠片かけらも感じられませんね！　人としてどうかと！」

「近い近い。だから知らんっての。もったいぶってないで自己紹介くらいしたらどうだ」

　再び問うと少女の頰が膨らんだ。みるみる機嫌が悪くなっていく。なんとなく嫌な予感。

「わかりました。刺激が足りないんですね。それなら、これならどうですか」

　言うや否いなや、黒い少女は流れるような自然さでアルガに唇を重ねた。

「!?」

「あああああああああああっ!?」

　一瞬の逢おう瀬せ。触れた一点が熱を帯びる。

　叫んだオルムネが手を出す前に、少女はアルガから離れた。膨らんでいた頰は元に戻ったものの、顔はほのかに桜色に染まっている。

「…………少し、荒療治すぎかもしれませんね。ちょっと後悔」

「お前、なにを」

「実は初めてなので。とても貴重ですから努ゆめ々ゆめ忘れないように。それではまた」

　黒い少女が背を向ける。すると計ったかのように一陣の風が吹き、乾いた土を巻き上げた。数秒目を閉じ、次に開けたときには、もう少女は忽こつ然ぜんと消えていた。見回し、耳をそばだてても気配はどこにも感じない。まるで最初からいなかったかのように。
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「な、なな、ななな、なな」

　隣でオルムネが壊れた目覚まし時計のように震えている。涙目だ。

「なんなんですか今の！　ずるいです！　わたしも！　わーたーしーもー！」

「ええい落ち着け。俺も驚いてるんだ。誰だあいつ」

「アルガさまの前のオンナその二なのでは!?」

「ちゃうわ」

「でもにんげんに似てましたよね！　アルガさまは、ちっちゃいのが好きなんですか！　おっきくちゃダメなんですか！」

　泣きそうになりながらオルムネは自分の胸を揉もみ上げる。胸元の谷間が深くなり、ガボを求める何人かがギョッとして手を止める。

「ええい無駄に目立つな。安心しろ、でかいのも好きだ」

「ホントですか！」

「じゃなけりゃ吸おうなんて思わないっての。にしても」

　改めて黒い少女の姿を思い浮かべる。黒い髪に黒い服に白い肌。果てしなくモノトーンな中で双そう眸ぼうだけが異彩を放っていた。だがやはり気になるのは、

「フィズリに似すぎだ」

　否定されたが、まったく無関係とも思えない。一瞬、本人がふざけているのかと思ったが、彼女は今朝から古城での作業に夢中で出歩いたりはしないはず。

「あれ、ニンゲンですらないですよね」

「だな。口調も雰囲気も……待て、それはどういう意味だ？」

　オルムネはフィズリを『にんげん』と呼ぶが、今のはニュアンスが違った。魔人としての直感か、その言い回しは、あの黒い少女の正体を摑つかんでいるように感じる。

「なんとなくですけど。ただ、こんなに背中がぞくぞくしたの初めてです」

「変なもんを引き当てたとかじゃなけりゃいいんだがな──おっと」

　再び警鐘が響き渡り、人々に恐怖と悲鳴が戻る。ガボによって門まで後退していた喰グ人ー鬼ルがまた前進し始めたのだ。

　理由は単純。後ろから押されているからだ。先頭はガボから離れようとしているが町に入ろうとする勢いのほうが強い。そして木製の門はあっけなく壊れ、十数体の喰グ人ー鬼ルが雪な崩だれ込こむ。

　外で応戦していた兵士は全滅だ。アルガが引き寄せたときより倍以上に増えている。

「あーあ、大惨事だな」

　ガボは喰グ人ー鬼ルをひるませるが、それだけだ。身を守ることはできても攻めには使えない。

　このままでは町は喰グ人ー鬼ルに飲み込まれ、増えた喰グ人ー鬼ルはさらに被害を拡ひろげるだろう。

「そこで、この逸品の登場だ」

　荷馬車の奥からとっておきを取り出す。人々の目がまだあるうちに、アルガが町中に広がりつつある喰グ人ー鬼ルに近づこうとすると、

「はっはー！　狼ろう藉ぜきはそこまでだぞ怪物ども！　ここにオレがいたのが運の尽きだと知れ！」

　それより先に、ひとりの男が大声を張り上げながら前に出た。

　歳としは二十歳ほどだろうか。天を突くほどに逆立てた黒髪に、緻密な装飾が施された軽装の鎧よろいを着けた高身長。彫りが深く、端整な顔立ちの青年だ。

「あ、あんたは!!」

「まさかっ！」

「そう！　オレだ！　シング・ベイルだ！」

　青年が堂々と名乗ると、わぁっと歓声が上がった。恐怖に塗り潰されていた人々の顔に希望が生まれる。

　まるでヒーローショーだ。アルガが呆あきれていると、シングと名乗った青年は兵士が落とした槍やりを拾い、投げた。喰グ人ー鬼ルの胸を貫いた槍やりは、地面に深く突き刺さる。槍やりの石突きが斜め上を向き、前に進もうとする喰グ人ー鬼ルは半ばで足がつかなくなってジタバタともがき続ける。

「へぇ」

　槍やりを折って抜け出そうという知性は喰グ人ー鬼ルにはない。一時的な無力化としては有効だ。

「さあ来い！　このシング・ベイルが勇者と呼ばれる所以ゆえん、見せつけてやろう！」

　また名乗り、青年は剣を抜いた。左右二振りを手に颯さつ爽そうと喰グ人ー鬼ルの群れに飛び込んで、見事な体たい捌さばきで次々と喰グ人ー鬼ルを斬り伏せていく。

「戦い慣れてやがる。なるほど、魔王がいるなら、勇者もいるか」

　大きくなる声援にも勇者を称たたえるものが多かった。正面から単騎で敵に挑む胆力と、圧倒する確かな実力。単なる自称ではなく、アルガが知らないだけで知名度もあるのだろう。

「オルムネ」

「は、はいっ」

「ちょっと頼まれてくれ」

「え、どちらに？」

「自己紹介してくる」

　勇者に釘くぎづけになっている人々の視界から外れて夜空に羽ばたき、町を囲う外壁を越えて喰グ人ー鬼ルの群れの最後尾に降りる。翼をフード状にして顔を深めに覆い、身バレを防ぐ。

　シングはすでに町中の喰グ人ー鬼ルを蹴散らして、門から外に出ていた。たったひとり、しかもこの短時間で半数以上の喰グ人ー鬼ルの手足を断ち、首を刎はねられた個体もいる。

「む！」

　シングがアルガに気づき、燃えるような視線を向ける。

「キサマ、人間ではないな。その気配は魔人とも違う。さては、この怪物どもを生み出した元凶と見た。このシング・ベイルの勘がそう告げている！　覚悟しろ！」

　拍手をしたくなった。

　ある種の感動を覚えながら、アルガは気合いを入れて外がい套とうを翻ひるがえす。

　以前とは違い、今回は勇者を含めて多数の人々が注目している。名実ともに今日が吸血鬼の異世界デビューだ。理想の吸血鬼として、衆目に威厳と畏怖を見せつけなければならない。

（さぁいくぞ。人間ども、刮かつ目もくするがいい！）

「そうだ。我はきゅうけ──」

「はっはー！　ならば勇者シング・ベイルが成敗してくれる！」

「ぉぅぃ」

　口上を遮ってシングが駆けた。進行上の喰グ人ー鬼ルたちがすれ違いざまに斬り倒される。

「ええい、人の話を聞かないやつだ──んなっ!?」

　嘆息途中で、眼前に勇者がいた。吸血鬼に比ひ肩けんしうる速さで、距離を一気に詰めてきたのだ。虚を突かれ、右腕が斬り落とされる。

（な……んだとっ!?）

　続く袈け裟さ懸がけを紙一重でかわす。喉元まで出かかった叫びを飲み込み、気を引き締める。

　次は刺突が来た。身を捻ひねったものの外がい套とうに穴が空く。シングが神律式を使っているそぶりはなく、もちろん魔力のにおいもしない。にわかに信じがたいが、ただ人間としての身体能力だ。これなら並の魔獣など苦もなく倒せるだろう。

「…………なるほどな。勇者と呼ばれるだけのことはある」

　悠然とした口調を意識しながら、沸き立つものがあった。

　この世界でアルガは自由に血を吸える。古城を手に入れ、協力者もいる。あとは吸血鬼の存在を認知させていけばいい──そう思いつつ、なにかが足りない気がしていた。

　それだけでは不十分だと。

　憧れ求める理想の姿にはとどかないと。

「落ちた腕が溶けて元に戻った!?　どんな手品だ面妖な！」

「……ははっ」

　欠けたピースが埋まる感覚に、知らずに笑みが浮かんだ。三度目の刃を翼で防ぎ、反撃に転じるがいなされ、逆に脚を斬られる。翼を広げて空に上がり、無様な転倒は回避。

「飛べるのか！　器用なヤツめ！　せいやっ！」

　近くの喰グ人ー鬼ルを踏み台にして跳躍したシングが迫る。やはり驚嘆に値するが、もう慣れた。

「人の身で、よくぞここまで、練り上げた」

　いつかは声に出したいと思っていた賛辞が口を突く。感動を覚えながら鋭い横の斬撃を翼で受け止め、剣の腹に拳を叩たたきつける。使い込まれた刃が二つまとめてベキンと折れた。

「のわ!?　うええええああああ!?　まだ分割払い十三回分残ってるのにっ！」

　愕がく然ぜんとしながらシングが落ちる。難なく着地するものの、膝を折ったまま動かない。

「……急に生々しいこと言うな。冷める」

「く……っ、オレの懐ふところ事情を看破して心を折りに来るとは卑劣なっ！」

（そんなわけあるか。アホだろ、お前）

「だがまだだ！　こんなことでオレはくじけな──うわっと！」

　残る喰グ人ー鬼ルが勇者を取り囲む。頃合いだ。

「ふはは、どうする？　素手で喰グ人ー鬼ルを殴り倒すか？」

　その言葉を合図に、シングの足元に横手から飛んできた剣が転がり込む。

「あげます。使いなさい。にんげん」

　緊張のせいかカタコトでオルムネが告げる。シングは驚きながらも剣を拾い、大口を開けて近づいた喰グ人ー鬼ルを、抜剣の勢いそのままに逆袈け裟さで斬る。

「おお？」

　途端、喰グ人ー鬼ルの傷口から青白い炎が燃え上がった。喰グ人ー鬼ルは瞬またたく間まに炎に吞のまれ、灰となって崩れ落ちる。その現象に野次馬たちが驚嘆の声を上げた。

　抜き放たれた刃は月光が染しみ入いるような光沢を放っている。あれを見て平然としていられる吸血鬼はそうはいない。静せい謐ひつさすら感じさせる輝きの正体は、銀である。

　正確には普通の刃を銀でコーティングしたものだ。材料は古城にあった大量の銀貨。それを鍛冶職人に加工させた。さっそく鮮烈なデビューを果たすことになった。

（うむうむ、タイミングも演出もバッチリだな。さすが俺）

　シングも、喰グ人ー鬼ルが燃え尽きたことに驚いている。

「かわいいお嬢さん、これはいったい──あれ？」

　説明を求めて振り向いた先には、もうオルムネの姿はない。アルガは、合図をしたら銀剣を勇者に渡すようにとしか指示していないし、そもそも人見知りの彼女が初対面の相手と話せるはずがない。剣を投げると同時に脱だつ兎とのごとく走り去る少女の姿が、上空からよく見えた。

「ふん。喰グ人ー鬼ルが銀に弱いと気づいた者がいたか。忌いま々いましい」

「え、そうなの……いや、そのとおりだ！　はっはー！　オレたちを甘く見るなよ！」

（やっぱりアホだろ）

　ガボと銀具が喰グ人ー鬼ルの弱点だと知らしめる目的は達した。どちらもアルガが使って見せる予定だったが、勇者のおかげで広告効果は抜群だ。さらに吸血鬼も衆目に披露できた。

（上々だな。まずはここまでにしとくか）

　手応えと収穫を感じつつ、アルガは尊大な口調を演出しながら高く舞い上がる。

「まあいい。今こ宵よいはただの挨拶にすぎん。くくく人間ども、覚えておけ。お前たちにもはや静かに眠」

「あ、こら待て！　降りてこい！　くそぅいったい何者なんだ！」

「……お前、ちゃんと話を聞けよ」

　喚わめくシングを睥へい睨げいし、吸血鬼らしく大物ぶって飛び去る。

　喰グ人ー鬼ルをものともせず、吸血鬼に迫る実力を持つ勇者シング・ベイル。

　確信できた。彼はアルガの理想にとって欠かせない存在になる。

　この世界に来て、吸血以外でここまで興奮したのは初めてだった。







　古城に戻ると、玉座の横にフィズリが転がっていた。

「あ……おかえりなさぁい」

　髪は乱れ、目の下にはクマができている。心なしか頰もこけていて明らかに寝ていない。

「平気か？」

「むしろ調子いいくらいですよぉ。ひさしぶりに一から新しい式を作れて、幸せです」

　にへら、と弱々しく笑うフィズリ。白い服は薄汚れ、顔色もあまり良くないせいで、どことなく藁わら人形と五ご寸すん釘くぎが似合いそうな雰囲気だ。

「うわー、陰気具合がお似合いですよにんげん」

「みっともないのは認めるけど、引きこもりちゃんに言われるなんてぇ」

「にゃ、わたしは今日、外に出てました！」

「一日だけで威張れるんだぁ。よしよし、がんばったねぇ」

「がるるるるる」

　フィズリの周りには様々な走り書きが記された無数の紙が散らばっている。アルガには読めないが、どれも神律式のことなのは疑いようがない。

　彼女がここまで疲弊している理由は、先日起きた予期せぬトラブルにある。

　古城に喰グ人ー鬼ルがやってきたのだ。

　喰グ人ー鬼ルたちが陽光から逃れて森に入り、アルガに引き寄せられたのだろうと考えられた。

　アルガ、フィズリ、オルムネの三人で蹴散らしたものの、また来ないとも限らないので、古城に喰グ人ー鬼ルが入らないように神律式の結界を張ることになり、フィズリは昨日からずっとそれにかかりきりだったのだ。

「それで、できたのか？」

「もちろん。いつでも発動させられますよぉ。これで喰グ人ー鬼ルは古城に近づかなくなります」

「どこにあるんだ」

「ここです」

　ぺちぺちとフィズリは床を叩たたく。なにもない。いや、よく見れば床に細い線が引いてあり、玉座の間から廊下へとのびている。さらに線はそこから七股に分かれて、床、壁、天井に続いていた。線を挟むように文字や記号も散りばめられている。

　以前、フィズリが言っていた。神律式の効果は式の密度と面積に比例するので、強力なものほど式は大きく複雑になる、と。

「……まさか、この城全体を使って、ひとつの式を刻んだのか」

「えぇぇ？　アルガさまの城になんてことしてるんですか！」

「思いついたら止まらなくてぇ。手首が痛いです……」

「なのに、ずっと笑ってるのが怖い。……神律式ハイだな」

　年度末の決算を控えて奔走した日々が頭をよぎる。ここから死んだ魚の目になっていくのだ。

「それじゃ、発動させますねぇ。わくわく」

　徹夜で振り切れたテンションで、フィズリは寝転んだまま玉座の下に腕を突っ込む。

「ここがちょうど、この城の中心点なんですよぉ。城内の構造もほとんど左右対称ですし、作ったひとはすっごくカッチリした性格だったみたいですねぇ。私みたいに」

「どこがだ」

「いきますよ。よいしょ」

　ぺちん、と床を叩たたく音がする。すると玉座の下がぼんやりと発光し、みるみるうちに光は床の線をなぞって広がっていった。やがて古城全体が光を帯び、巨大な神律式が発動する。

　直後。

「…………ぐは」

「え？」

　アルガは顔から床に突っ伏していた。しこたま打ちつけた鼻がジンジン痛む。

「あ、アルガさま!?」

「なん……？　おえー」

　頭が重い。ぐわんぐわんと目が回る。まるで二日酔いと車酔いのダブルパンチだ。

「どうしたんです？」

「おま……これ、どう考えても神律式の……うぷ。めちゃくちゃ、気持ち悪、おえー」

「おのれにんげん！　アルガさまになんてことを！」

「ええ？　でも神律式はちゃんと──あ……あああそっか！」

「おえー」

「ごめんなさぁい。識別するために喰グ人ー鬼ルの特徴を設定したんですけど、それってそのまま吸血鬼にも当てはまりますね。だからアルガにも効いちゃってるみたい」

「わかった、から、まず、止めろ、おえー」

「はいはいはい、えぇと、よいしょ」

　巨大な神律式から光が消えると、不調も噓うそのように治まった。深呼吸で空気が美う味まい。

「おーまーえーはー！」

「仕方ないじゃないですかぁ、技術の進歩に失敗はつきものですし。それにアルガに効いたってことは、喰グ人ー鬼ルにも効果あるってことですよ」

「だとしても、俺を喰グ人ー鬼ルとごっちゃにしたのがムカつく。お前だって同じ真族だからってそこらの獣といっしょにされるのはイヤだろうが」

「むー、それはちょっと困りますねぇ」

「ならさっさと修正しろ」

「はーい……でも、ちょっとだけ寝させてほしいなって」

「……これをやろうかと思ったんだが、そうかいらないか」

　アルガが取り出したのは、香ばしい焦げ目のついた串焼き肉。町で買っておいたのだ。

「俄が然ぜんやる気が沸いてきました！　よぉし、じゅるり！」

　涎よだれを拭って活を入れ直したフィズリの頑張りで、結界は夜明け前に完成した。

　力尽きた少女は丸一日眠りこけ、冷め切った串焼き肉を翌日しくしくと齧かじったのだった。
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「ははぁ。シング・ベイルが来てるんですねぇ」

　ガタゴトと揺れる荷馬車の上で、アルガの話を聞いたフィズリはため息をついた。

「知り合いか？　有名らしいが」

「顔を合わせたことはありますけど、勇者様は覚えてないと思います。どうでしたぁ？」

「人間の範はん疇ちゆうからは外れてるな。あんなのがいるなんて思わなかった。おもしろい」

「あの危機察知の鋭さはなんなんでしょうねぇ。国中の隅から隅まで、あちこちで魔獣を倒して回ってるんですよ」

「その功績が称たたえられての『勇者』か。どこの世界にも規格外はいるもんだな」

　師匠のドヤ顔を思い出しながら、アルガはフィズリの横顔に目を向ける。シング・ベイルと邂かい逅こうする直前に現れた黒い少女は、やはりフィズリに瓜うり二ふたつだ。

「……あの日、お前はずっと古城にいたんだよな」

「ですよ？　立派な結界を作ったじゃないですかぁ」

　修正されてからはアルガが不調になることもなく、古城に喰グ人ー鬼ルは来ていない。

「実は、町にお前のそっくりさんがいてな。ちょっかい出されたんだが、双子とかいるか？」

「いない……と思いますけど」

「けど、なんだよ」

「えぇと、私、孤児なので。もしかしたら、どこかに姉妹はいるかも……あ、気にしないでくださいね。かわいそうとか、散々聞き飽きてますから」

「そうか。……まぁ気にしてても仕方がない──おっと」

　石でも踏んだのか、荷馬車が不意に大きく揺れた。アルガの肩がフィズリに触れ、互いの視線が絡からむ。少女の頰が赤く染まり、薄紅色の唇が震える。

「ぶーダメです」

　後ろから身を乗り出したオルムネが、二人のあいだに仏ぶつ頂ちよう面づらで割り込んだ。

「この頃にんげんはアルガさまにくっつきすぎです。がるるるる」

「えーそう？　でもほら、それはアルガがどうしたいかだし？」

　少女二人の視線を注がれて、アルガは手綱をフィズリに渡した。御者台から荷物が山積みの荷台に移り、オルムネを抱き寄せる。

「何度も言わせるな」

「ふにゃっ」

　首筋を舐なめられた魔人の少女が甘い声で鳴く。牙を受け入れ、身を震わせる。

「俺は誰のものでもない」

「あー！　ちょっとダメです、こんなところでぇ！」

「おいこらフィズリ、前見ろ、前を。手綱は任せたぞ」

「も、もう。せめて静かにしてくださいよぅ！」

　手綱を握り締めながら、フィズリは後ろから漏れ聞こえる嬌きよう声せいに耳を赤くする。

　まもなく待ち合わせ場所で、フィズリが懇意にしている女性商人と合流した。彼女は喰グ人ー鬼ル対策に興味を示し、ガボと銀具を流通に乗せることを快諾してくれた。

　神律士は物品に神律式を刻み、定めた解を発現させる。それに用いられる筆やインク、紙などは特別な素材で作られており、高価なうえにどこでも手に入るものではないそうだ。

　なので神律士は必要な道具を扱う商人と個人的な契約を結ぶことが多い。女性商人が扱う品は質が良く、数人の神律士を顧客に持っているらしい。

（フィズリが金欠なのは、そういう理由か）

　赤い刺し繡しゆうが施された、スリットの多い丈夫な白衣は、神律士の『学がく舎しや』から格安で購入可能。旅先では格安宿を選び、食事は以前のような野草で賄う。

　衣食住を切り詰めて必要な出費を捻出する生活。酒場でたくさん食べていたのも納得だ。

（それにしても……むぅ）

　ガボの詰まったズダ袋と布に包まれた銀剣を女性商人の馬車に移しながら、アルガは複雑なものを感じていた。どうやらフィズリは神律士界かい隈わいでは名が知れているらしく、「あのフィズリが言うことなら」と、あっさり商談が成立したのだ。

　元の世界ではひとつの契約を取りつけるのに多大な準備と苦労が必要だっただけに、拍子抜けである。

（いや、良いいことなんだが。これからもやることはあるし。よっと）

　荷物を移し終えると、女性商人と談笑していたフィズリが戻ってくる。

「今日はとりあえずこれでおしまい？」

「あぁ予定はない。だいぶ早く済んだな」

「じゃあちょっと行ってみたいところがあるんですぅ。彼女が教えてくれて」

　離れたところで女性商人がひらひらと手を振っている。

「いいですか？」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




　ぶくぶくぶく。

「あああぁぁぁぁぁぁぁ……っ。気持ちいいぃぃぃ」

　お湯で全身の汚れを洗い流し、斜陽が差し込む湯船の中でフィズリはほぅと吐息を漏らす。

　女性商人が教えてくれたのは、近くの村にあるこの屋外浴場だった。川からも街道からも離れた村にあるため、あまり知られていないらしく貸し切りである。

　熱めの湯は心身によく沁しみた。先日の古城結界の構築でバキバキに凝った肩や酷使した手足の疲れが溶け出し、フル回転させた頭もぼんやりと癒いやされていく。

（明日からまた忙しくなるのかしら。……ふふ、『学がく舎しや』にいたころより全然楽しい）

　ぶくぶくぶく。

　神律式はまず解を定め、そこに至るまでの道程を探し組み上げるものだ。

　例えば『火を放つ』だけなら、それこそ無数にある。使うときにはより単純で短い式が好まれるが、それではつまらない。あえて遠回りで複雑な組み立てを経ることで、見えるものもあり、それこそが世界を解き明かすことに繫つながるとフィズリは考えている。

　だから時折、古城結界のように狙いと異なる解を導いてしまうこともある。

（でもあれは、楽しかったぁ）

　手応えがあった。胸が高鳴った。吸血鬼という未知のものを分析し、分解し、精査し、解き明かし、式に組み込んでいく高揚感。存在が既知の魔王より、はるかに興味深い。

　自分が求めるものは、この探究の先にある。そしていずれは世界そのものをひとつの式で書き表してみせる──それこそが、最初の神託が告げた『世界を変える』に違いない。

　ぶくぶくぶく。

「──えっとぉ」

　湯船の中で物思いに耽ふけっていたが、さすがに気になって向き直る。

　四角い湯船の逆端、フィズリからいちばん離れたところで魔人の少女が鼻から下まで湯船に浸つかり、じぃっとこちらを見つめながらあぶくを立てているのだ。

　ヘソを曲げているのはわかる。それがアルガがらみだということも。

「だいじょうぶ？　のぼせてない？」

「…………にんげんは」

　湯船から顔を出して、オルムネはずいずいと寄ってきた。

[image: ]

　天井から落ちた水滴の音と同じくらい小さな声で、フィズリから目を離さずに呟つぶやく。

「アルガさまをどうしたいんですか」

「どうって」

「ずっとくっついて。子作りを狙ってるんですか」

　真剣な表情に気け圧おされかけて、次いで笑いがこみ上げてくる。

「ごめんごめん。安心して、私の目的は研究と観察。ほら、吸血鬼はアルガだけだし」

「つまり、アルガさま本人への気持ちはない、と」

「う……ん。え、と……そんな感じ」

「なら、わたしが独り占めしてもいいですよね」

「え？」

　いきなりオルムネが立ち上がり、ざばざばと風ふ呂ろ場の壁に向かう。

　大きな楕だ円えん形をしている浴槽をそなえたこの大浴場は、中央で二つに区切られている。その壁は天井にはとどいておらず、向こう側は男湯だ。フィズリたち以外に客は見なかったので、今そこにいるのはアルガひとり。

「にんげんはそこにいてください。わたしは今日こそアルガさまと子作りを」

「ちょぉぉぉぉっと待とうかオルムネちゃん！　いくらなんでもそれははしたないと、おねーさんは思うなぁ！」

「じゃましないでください」

（あ、本気だ）

　バチバチとオルムネのツノが光る。ぶち破るつもりなのだ。

「落ち着こう？　せっかく二人きりだし、私、オルムネちゃんのことも知りたいなぁって」

　なぜこんな必死に止めようとしているのか。のぼせ気味の頭ではいまいちわからないが、イヤなのは間違いない。

「それにほら、もし向こうにアルガだけじゃなくて、この村のおじさんがふらっと入りに来てたとしたら、見られちゃうわよぉ？」

　途端、壁に手をかけていたオルムネがピタッと止まった。そしてじりじりと後退し、静かに湯船に沈み込む。

　ぶくぶくぶく、と魔人の少女の口からあぶくが漏れる。

「……にんげんにアルガさまへの気持ちがないというのは、わかりました」

（あ、話が振り出しに戻った）

「でも、アルガさまはにんげんを気に入ってます」

「それは、私の血が美お味いしいからでしょう？　よくわからないけど」

「ずるいです」

「そう言われても──きゃん、なに？」

　ちゃぽちゃぽと背後に回り込まれた。両肩に手をおかれ、ぴたりと密着してくる。背中に大きな、服を脱いだときからどうしても目について仕方なかったふくらみが押しつけられる。

（わぁお、他は小さいのに、ここだけどうしてぇ）

　競うつもりはないが、言葉にできない敗北感を覚える。

　フィズリだってまったくないわけではない。人並みよりやや小ぶりなだけだ。

「もしかしてアルガさまは、いろいろと足りないのが好きなのでは」

「こら、誰のなにが足りないの。……ああもう、それはいいからぁ。今度は私から質問。オルムネちゃんの号が知りたいなぁ。魔人って、まだわからないことが多いし」

「ごう？」

「そ。私はトラン、アルガはドラクリオ……だっけ。ほら名前ってその種族の文化と密接に繫つながってるでしょ。魔人の生態は資料で読み込んだけど、そこにない情報は貴重だから」

「…………言いたくありません」

「ええ、どうしてぇ？」

「わたしはにんげんが嫌いです」

「う。きっぱり言われると、ちょっと寂しいなぁ」

（だけど魔人が魔域の外にいることが、まずあり得ないのよねぇ。魔域に戻らない理由に号が関係してるとしたら……あんまりつっこむのもかわいそう、かな）

「じゃあ気が向いたら、教えてねぇ」

　返事はない。けれど拒絶も感じない。

　そのまま湯船で胸の豊かさの違いを思い知らされ続けることしばし、耳元で囁ささやかれた。

「……三回」

「え？」

「三回も、アルガさまにしてもらってますね」

「わ、わかるの!?　──あ、そっか。のぼせて、吸い痕が目立っちゃってる？」

　一度目は、アルガと別れる直前。二度目と三度目は、喰グ人ー鬼ルが生まれた夜。

　アルガとの行為は、とても気持ち良い。あのときばかりは、他になにも考えられなくなる。

「……ぁ」

　その快感が蘇よみがえり、身体からだが勝手にぶるりと震えた。お腹なかの奥が熱くなる。自然と指が下がり、敏感な入り口を軽くなぞり上げる。

「──ん」

　また、欲しい。

「負けません」

　ざばっとオルムネが立ち上がる。浮上したたわわな双丘は同性から見ても羨むほど立派で、形も良く、湯で火ほ照てった白い肌に目を奪われる。

「にんげんがアルガさまの好きな血でも、今はアルガさまがにんげんに夢中でも」

　ぐっと拳を握り締めて、魔人の少女は宣言する。

「アルガさまの愛と子種は、絶対わたしが受け取ります！」

　見てるものが違うなぁ、と胸から目を逸そらしつつ苦笑するフィズリだった。
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　数日後、女性商人が指定してきたのは、アルガが最初にガボと銀具を持ち込んだ、街道沿いの町だった。喰グ人ー鬼ル対策を広めるための拠点として提案されたのだ。

「約束の時間までまだありますねぇ。そのへんで軽く食べていきませんか？」

「お前がそうしたいだけだろ。大丈夫か？」

「なにがです？」

「普段が質素な食事なだけに、反動で食べまくると肉がつくんじゃないか」

「え……もしかして私、太りましたぁ？」

「うーん、肉はついてないようだな……胸には。残念なことに」

「ちょっと！」

「やっぱり気にしてるのか」

「し、してないに決まってるじゃないですかぁ！」

　適当にぶらついて、フィズリは店先で飲食ができる屋台を直感で選んだ。向かい合う形で小さなテーブルを挟み、いつものようにフィズリが適当に注文する。

「今日から始めた新しい料理があるんだが、ひとつどうだい？　気に入ったら、あちこちで美う味まかったって言ってくれよ」

「おもしろそうですねぇ。じゃあそれもください」

　店主に愛あい想そよく微ほほ笑えんで、フィズリは果実水で喉を潤す。

「オルムネちゃんが来なかったのは意外ですねぇ」

「そうか？　町に入って、さらにたくさんの人間と会うんだ。引きこもりで人見知りのあいつにとってはツラいだろ。今回はやけに悩んでたが」

「アルガさまに手を出したら承知しませんよ、って釘くぎを刺されちゃいました。だから今日はなにもなし、で」

　先日の浴場以来、オルムネはことあるごとにフィズリの首筋をチェックしていた。もし知らないうちに吸血痕が増えようものなら怒ど髪はつ天てんは免まぬがれないだろう。

「こんな真っ昼間から往来で血を吸うほど飢えちゃいねぇよ」

「あ、前から聞こうと思ってたんですよ。銀はなんとなくわかるんですけど、どうして吸血鬼はガボのにおいに弱いんですぅ？」

「あー、それな。わかりやすいからそう言ったが、半分ウソだ」

「え」

「前の世界でも通説だったな。吸血鬼は五感が鋭いからニンニクのにおいを嫌うって」

　間違ってはいないものの、それはあくまで好き嫌いの範はん疇ちゆうだ。確かにアルガはかなり苦手だが、そうでもない者もいた。それに、ほぼ死体の喰グ人ー鬼ルは嗅覚なんて機能していない。

「本当は、ニンニクに含まれるアリシンって殺菌・抗菌物質が、吸血鬼の『呪い』を阻害するんだそうだ。イメージとしてはアレルギーみたいなもんだな」

「ありしん……あれるぎぃ？」

　この世界にはない単語だろう。ちなみに加熱してアホエンに変化しても効果は同じ。

「吸血鬼にとってガボは毒ってことだ。喰グ人ー鬼ルだと近づけないが、俺は食わなけりゃ平気」

「人間には無害なんですよね？　もぐもぐ」

「もちろん。むしろ健康に良いいとか精力増強とかで、前の世界じゃ人気なくらいだ」

　運ばれてきた料理を次々に食べながら相あい槌づちを打つフィズリ。軽くと言っておきながら、いくつも注文しているのも欲に正直で大変よろしい。

「はいよ。これが新作だ。食べてみてくれ」

　二人の前に小さな器が並ぶ。小麦色の粥かゆのような餡あんに白い団子が沈んでいて、湯気とともに香ばしいにおいが広がった。

「美お味いしそう！　中身はなんですかぁ？」

「そりゃ食べてみてのお楽しみ。当てられるかな？」

「いいですね、そういうの。いただきまぁす」

　アルガも木き匙さじで団子を掬すくい上あげる。ひと口で食べられる大きさで、一見すると白玉団子だ。

「あ、すごくおいしい！　この食感、なんだろう……？」

「どれどれ……あちち」

　中華料理っぽいな、と思いながら口に運ぶと、熱々の餡あんが舌を襲った。塩味にしっかりと出だ汁しが効いている。続いて未知の団子に歯を立てて、

「──ぐはっ!!」

「え、アルガ……またぁ!?」

　イスをひっくり返して、アルガは路上に崩れ落ちた。団子に覆い隠されていたホクホクした中身が口の中に広がり、手足が痺しびれて耳鳴りがし始める。

「お、お客さん、どうした？」

「あの、このお団子の具って」

「そりゃガボだよ。あの厄介な喰グ人ー鬼ルに効くって、今もっぱらの噂うわさだろう？　それだけじゃなく食っても美う味まいもんだから、ウチの新しい看板料理にしてみようって」

「それかぁ！　ちょっとアルガ、しっかりして！」

「な、なんだい白目なんか剝むいて。え、もしかしてガボって毒があるのかい……？」

「ど、毒というかなんというかぁ」

「か……考えてみればそうだ。斬っても突いても死なない喰グ人ー鬼ルが嫌がるんだから、実はよっぽど強力な……」

「げぇ！　オレもう何個も食っちまった！」

「もうダメだ、おしまいだぁ」

　店主や近くの客たちが騒ぎ出す。それを耳にして、アルガは奮起した。倒れている場合ではない。ガボに毒──そんな噂うわさが広まったら、これからの普及に支障をきたす。

「ど、どうしましょう。解げ毒どくの神律式……でも毒じゃないから意味がないし……あ」

　慌てるフィズリの手を摑つかんでガバリと身を起こす。口の中の団子を無理矢理吞のみ込こみ、全身全霊で不快感を抑え込む。

「……にいちゃん、大丈夫なのかい？」

　おそるおそる尋ねる店主に、アルガは笑顔を貼りつけて親指を立てる。

「いやぁあんまりうめぇもんでびっくらこいてズッコケたらあたまぶつけちまいました」

「お、おう？」

「オラこんなうめぇもんはじめてくったっぺよこきょうのおっかぁにもくわせてやりてぇな」

「は、ははは、驚かせないでくれよ。そんなに気に入ってくれたのかい？」

「もちろんだぁガボっつーんですかこれひゃあすげぇなこりゃにんきでっぺよみんなどんどんたべるべきだぁ」

　噓うそくさいほど大おお袈げ裟さなベタ誉ぼめだが、隣でうんうんとフィズリが頷うなずきながら団子を食べたことも大きい。店主や客たちは安心したように笑顔へと戻った。

「あれまもうこんなじかんだおかんじょうおねげぇしますださぁフィズリいきまっしょい」

「おう毎度あり！　また来てくれなぁ！」

「え、あのちょっと待ってぇ！」

　店主と固い握手を交わしてアルガは屋台を離れた。足早に大通りを横切り、物陰で膝をつく。

「……死ぬかと思った。三さん途ずの川かわが見えかけたぞ……」

「もう、ビックリさせないでください！　というかガボを食べちゃって平気なんですか？」

「なんとかな……地味に吸血鬼になっていちばん焦あせったかもしれん」

「この町、ガボを名物にしようとしてるそうですよ。ガボで喰グ人ー鬼ルを追い払ったの、ここが最初だからですね」

「つまりこれは……ブーメランってことか、ちくしょう」

「まぁまぁ、誰にだって失敗はありますよ。かく言う私も、たくさん経験してますので」

「で、なんでお前がここにいるんだ、モノクロ」

　顔を上げるアルガの後ろに佇たたずむのは、フィズリではない。塗り潰したような漆黒の髪。多彩な光を含んだ双そう眸ぼう。一度見たら忘れられないその少女はやはり、フィズリに良く似ている。

「あれ、驚きませんね。……え、モノ、なんです？」

「お前のことだ。白黒だからモノクロ。わかりやすいだろう」

「ひどい」

　フィズリそっくりの黒い少女は不満げに唇を尖とがらせる。フィズリの姿はない。途中ではぐれたらしい。そこまで早く歩いたつもりはないのだが。

「でも、そうですね。モノクロ、でいいです。今の私には、それで充分。むしろあなたがつけてくれた名前なら、どんなものでも嬉うれしいです」

「ぽんぽこぴーとかにしとけば良かったか」

「さすがに引っ叩ぱたきますよ？　……その様子だと、まだ思い出してもらえてないんですね」

「人違いじゃないのか」

　あれから何度か頭を捻ひねってみたが、記憶にない。この黒い少女とは前回が初対面のはず。

「そんなわけないでしょう。バカにしないでください」

　怒られた。理不尽な気がする。

「本当になにも？　些さ細さいなことでもいいんですよ」

「……胸の大きさもフィズリと同びぶべ」

　左右から頰を挟まれた。正面からの視線が厳しい。

「前々から思っていたのですが、あなたにはデリカシーがなさすぎます。仮にも私は──」

　言いかけて、黒い少女はハッと口を噤つぐんだ。ふるふると頭を振る。

「誘導尋問とは猪ちよ口こ才ざいな。あなたはたまにそういうところありますよね」

「なにもしてない。というか、あーだこーだ言うなら教えろよ。誰だお前は」

「つーん」

　そっぽを向かれた。

「話す気はない、と」

「あなたから思い出してもらわないと。そのための努力は惜しみませんけど」

　言葉を交わしながら、アルガは現状の不自然さに気づいていた。大通りの前なのに近くに誰もいない。人々はそれが当たり前のように、わざわざこちらと距離を取って迂う回かいしている。

「お前が只ただ者ものじゃないのは……いや人ですらなさそうなのは、わかってる」

「その言い方、すごく不穏に聞こえますね。もっとこう、崇あがめ奉たてまつる感じでお願いします」

「そうされるようなこと、なにもしてないだろうが」

「してますよ！　しまくりましたよ、これでもかと！　なのにあなたはいつもいつもそんな態度で。私がいったいどれだけ気を揉もんだと──どこ行くんですか、まだ私が話してますよ」

「フィズリを探す。お前と違って、こっちは暇じゃな……うおっ」

　まだガボのダメージが残っていたのか、足が滑った。図らずも目の前の黒い少女を押し倒す形になり、両者の唇が紙一重まで近づく。

「──いけませんっ!!」

　アルガを押おし退のけてモノクロは離れた。顔が耳まで赤くなる。前回は重ねたというのに。

「ふ、不意打ちとは、けしからんですね！　き、今日はこのくらいにしといてあげます。次こそは思い出してもらいますからね！」

「おい待て」

　少女は踵きびすを返かえし、途端に人通りが戻った。黒い少女は溶けるように雑踏に紛れて消える。

　しばらくして、入れ替わるようにフィズリが来た。

「あ、こんなところにいたぁ」

「……どこでなにをしてたんだ」

「あなたが払ったお金のお釣りをもらってたんですよ！　それで、具合はどうですか？　食しよく中あたりに効く神律式ならありますけど」

「至急頼む。あと、この町に拠点を置くのは却下だな」

　この後の会合を、アルガは腹に神律式を貼りつけたまま乗り切った。

　しばらくして、この町はガボの奇跡が始まった土地として有名になり、様々なガボ料理発祥の町ともなるのだが、それはまた別の話である。
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　あっというまに十日が過ぎた。

　商人たちによって喰グ人ー鬼ル対策はみるみる普及し、ガボの産地との直販路ができあがった。銀具は工房の集まる川沿いの町に打診して、鍛冶職人たちの協力を取りつけた。

　一方で喰グ人ー鬼ルも日に日に被害を拡ひろげていた。いくつかの集落から住人が避難したこともあれば、行商の積み荷に紛れて町中に侵入しかける騒ぎも起きている。

　そうして恐怖と警戒が広がれば広がるほど、対抗手段の需要は増す。あちこちの町村からの相談は、必然的に喰グ人ー鬼ルの正しい知識を持つアルガが一手に引き受けている。

　川沿いの町に借りた部屋を拠点にし、古城はオルムネに留守番を任せている。

「もうだめ、つかれましたぁー！」

　ベッドに突っ伏したフィズリが喚わめく。彼女は喰グ人ー鬼ル対策活動の代表になった。名を知られており、あのフィズリ・トランが言うのならと受け入れる商人も多いからだ。故にここ数日、フィズリは多忙を極めている。

「まだひとつ打ち合わせが残ってるんじゃないのか」

「どうして私の仕事を把握してるんですかぁ？　アルガだって忙しいはずなのに」

「吸血鬼を舐なめるな。この程度、元の世界の残業地獄と比べるまでもない」

　アルガは夜に吸血鬼としても動いている。日が落ちて動き出した喰グ人ー鬼ルを率いて存在をアピールし、わざと兵士の攻撃を受けて不死性を見せつける。吸血鬼を正しく周知させるためだ。

　その過程でシングとは何度もぶつかった。あの勇者は本当に神出鬼没で、行く先々に現れる。しかも最初は銀具しか使わなかったのに、次は口がガボ臭かったり、日の出までアルガを足止めしようとしたりと、徐々に対抗手段が増えていた。アルガが壇上に立った喰グ人ー鬼ル対策の講演に出席しているのも何度か見かけた。

「だとしても、少しは休んだほうがいいと思うんですよぉ。いっそのこと今もうここでお休みしませんか？　そうしましょうよ」

「まぁ、急ぎの案件は特にないが……」

　作り終えた資料の束を机の上にまとめて、フィズリを振り返る。視線がバッチリ合った。ベッドの上でそわそわとぎこちなく足を揺らし、やや頰が赤い。

「……あぁ」

　彼女の求めるものを察して、アルガは隣に腰を下ろした。フィズリがびくりと震える。

「なんだ。してほしいのか。ならそう言えばいいものを」

　思えば喰グ人ー鬼ルを作った翌日から、ずっとしていない。アルガは町の住人や、古城に寄った際にオルムネから吸血しているので渇きは抑えられているが──物足りなさを感じていた。

　フィズリを抱き寄せると新鮮な石せつ鹼けんの香りがした。ここに来る前に入ってきたのだろう。

「自分から誘うなんて、いけないやつだな。準備万端じゃないか」

「もぅ、違いますぅ。これは必要な研究で、検証なんですから。……それに」

　胸元のボタンを外され、首筋を露あらわにしたフィズリが甘く囁ささやく。

「やっぱりアルガが人を襲うのは、なるべく抑えないとって思うんですよ。だからこれは私の義務で──ぁっ、で、でもぉ！」

　うなじに唇を這はわす。だが牙がとどく寸前でフィズリはそれを拒み、苦笑を浮かべる。

「あの、オルムネちゃんには内緒にしたいので、首はやめたほうがいいなぁって。それとも吸血鬼は首筋からしか血を吸っちゃいけないとかあるんですかぁ？」

「…………ないな。いちばん吸いやすい気はする。あとはお約束というか」

　言われてアルガも興味が湧いた。例えば、場所によって血の味に変化はあるのだろうか。

「試してみるか。ちょっとここに仰向けになってくれ」

「こうですかぁ？」

「膝を立てて、脚を開く」

「よいしょっと」

「血を吸うのには太い血管が適してるから……内ももにしよう」

「……え？」

　フィズリの服は袴はかまと同じ形状だ。なのでアルガは裾に頭を突っ込んで、白い脚を鼻先でなぞりながら遡そ上じようした。太ももが近づき、その先の大事なところを隠す薄い下着が見えてきて、

「や、やっぱりダメですぅ!!」

　袴はかまの上からアルガの頭を押さえつける。

「これはなんか、意味が変わってくる気がします！　ヘンタイっぽいので！　却下！」

「いや、せっかくここまで来たんだし」

「え、あ、ちょ、止まって……止まってくださいってばぁ！」

　制止もむなしく、付け根に程近い内ももに鈍い痛みが走った。

「んく──!?」

　フィズリが跳ねる。脚が勝手に閉じ、アルガの頭を挟む。

　ひと口、ふた口、沸騰しそうなほど熱い喉越しにアルガも夢中になる。身体からだ中に活力が広がり、もっともっと欲しくなる。

「むぐ。うむ、味は、いつもより甘いな。あと、すごい熱い」

「ぁゅ、い、しゃべらな……。や、なんか……これ直接……ッ！　くる……ぅ！」

　息を荒げてフィズリが悶もだえる。吸血は牙を刺したところから快楽が広がる。過去のそれとは比べ物にならないほどの刺激に、羞恥心はいともたやすく押し流された。

「あ……ああ──もっと、もっと、もっと、くださぁい！」

　アルガの手を導く。服の下。下着の中。よりよい場所に。深い場所に。

　濡ぬれそぼる花びらを撫なでられるたび、嬌きよう声せいが喉を震わせた。

　いたるところに唇が触れ、あちこちに痕を残された。

　軽い痛みは甘い刺激に変わり、より強い快楽への呼び水になる。

　アルガも服を脱ぐ。肌を重ねると体温が混ざり合い、また新たな心地よさに繫つながっていく。

「…………あは、やだ、もう──すごかったですぅ。頭、おかしく……」

　やがてフィズリは息も絶え絶えで横たわった。起き上がろうにも力が入らず、へろへろと動かした片手がアルガの腹を滑って固いものに触れた。瞳にそそり立つものが映る。

「……すごい。こんなに、なるんですねぇ。図鑑では、見たときありますけど。想像とは感触も存在感も、全然違います……」

「こら触るな」

「こんなの……入らないと思いますけど、入っちゃうんですよねぇ、きっと」

「試してみるか？」

「……やめときます。それはちょっと、まだ怖いですし……あれ？」

　ようやく呼吸が整い出したフィズリは、気になるものを見つけた。

　アルガの身体からだの中央。胸とヘソのあいだに紅あかく丸い石が埋まっている。

「これは、図鑑には載ってなかったような……？」

「これは血珠ブラツドオーブっていう、吸血鬼だけにある、力の源だ。喰グ人ー鬼ルにはない」

「へぇ。きれいですねぇ……ぺろり」

　目と鼻の先にあるそれに舌を近づける。しょっぱさと複雑な苦味。血の味がした。

「……おいしくないです……」

「だろうな」

「あと、重大な決定事項がありまぁす」

「む？」

「太もも、禁止ぃ」

　くすくすと笑う少女を窓から差し込む斜陽が彩いろどる。

　その姿は、目を奪われるほどに艶あでやかだった。
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「よし、ちゃんと使われてるな」

　古城のある森の中。西日に染まる茂みに見つけた喰グ人ー鬼ルの燃えカスをアルガは検分する。

　胸や頭には複数の矢。銀でコーティングされた鏃やじりは真っ黒に変色している。

　銀具で傷を受けると、そこから青白い炎が熾おこる。傷が大きければそのまま全身を焼き尽くされ、喰グ人ー鬼ルは灰になる。効果は抜群だ。

　ただし銀具も、喰グ人ー鬼ルに触れたら朽ちて使えなくなる。剣なら斬る位置を変えて二、三度。矢だとほぼ使い切りで、また新たに銀をつけ直す必要がある。消耗品としてはコスパが悪い。

　他に森と平野の境目には木の杭くいで柵が作られ、そこに渡された縄には点々とガボが結わえられていた。町や村だけでなく、最近は街道の近くでも、こうした対策が目につく。

　アルガが講演のたびに語り、夜にあちこちで姿を見せ、そしてシング・ベイルも明言しているおかげで、吸血鬼の存在は今やまことしやかに囁ささやかれるまでになった。

　とはいえ少ない情報には曖昧な尾ひれがつくもので、身の丈十数メートルの巨人だとか、鰐わにのような大顎をもっているとか、さまざまな憶測も飛び交っている。

　一方で、中には真実が混ざることも。

　ひとつ。あちこちの村で少女が不自然な貧血で倒れたのは吸血鬼の仕業だ。

　ふたつ。少し前に行方不明だった少女たちは吸血鬼に攫さらわれていた。

　みっつ。森の中にある古城が怪しい。

　古城を調査するべきでは、という意見も出始めているという。

「もう、いつまでやってるんですかぁ。せっかくのお休みは、そういうの忘れましょうよ」

　痺しびれを切らしたフィズリが寄ってくる。手を引かれ、アルガは渋々歩き出す。

「なんで古城まで歩いて行かにゃならんのだ。空を飛べばすぐなのに」

「だって味気ないじゃないですかぁ。それに木々の中を歩くと癒いやされません？」

「吸血鬼に森林浴を勧めるな。木漏れ日が地味に痛いんだぞ」

「不健康ですねぇ」

「逆に健康的な吸血鬼ってなんだよ……」

（吸うタイミングが来るかもしれないしな。一度くらい野外でするのも悪くない）

　古城だとオルムネが騒がしい。町の拠点だと他人の目が気になる。そろそろまた吸いたくなってきた頃合いでもある。

　などと機会を窺うかがっていると、隣を歩くフィズリが足を止めた。ぐるりと見回して、頷うなずく。

「ほら、ここです」

「……なにがだ？」

　代わり映えのない森の中。獣道を除けば膝下まで草が生い茂っている。

「え、わかりませんか？」

「さっぱり」

「ぶー、よく見てくださいよぅ。ほら似てるでしょう？　私とアルガが出会った場所に」

「…………あぁ、言われてみれば」

　木々の並び、草の密度。色彩を黒ずませれば、アルガが召喚された魔域の風景に合致する。

「よく見つけたな。こんな広い森の中から」

「たまたまですけどねぇ。せっかくだからアルガにも見せたいなって。そして、これも」

　腰の紙束から一枚千切ると、発動した神律式によって草がミステリーサークルのように円を描いた。その中心に別の神律式で火を熾おこし、折りたたんだ紙の器に氷を砕き入れる。

「思い出したら、やりたくなっちゃって。さすがにこれだけじゃ物足りないので、じゃーん」

　道中ずっと抱えていたバスケットには、硬いパンに具を挟んだサンドイッチが並んでいた。雑草と干し肉のスープも、すぐにできあがる。

「アルガはこれがお気に入りでしょ？」

「いろいろと意識が切り替わるきっかけになったのは確かだな。美う味まいし」

「燻くん製せいチーズがあれば完璧ですねぇ」

「さすが、欲に忠実だな食欲神律士」

「変な二つ名つけないでくださいよ。ならアルガはドスケベ吸血鬼ですか？」

「それはただド直球な悪口だ。不死の王ノーライフ・キングと呼べ」

「ろーらいず・きんぐ？」

「股間が見えそうでヤだな……うん、美う味まい」

　素材の味しかしないサンドイッチはフィズリらしく、スープとも良く合っている。

「懐なつかしむほど昔じゃないが、こっちに来て、いろいろあったな。元の世界が霞かすむくらいに」

「いまはどうなんですかぁ？」

「悪くない。このままゆるゆると噂うわさが広まって定着すれば上々……結局、仕事の話だな。なんてことだ、人は皆生まれながらに社畜だとでも言うのか」

「わたしも混ぜてくださいよ！」

　いきなりにゅっと、茂みを搔かき分わけてオルムネが生えた。そのままコロンと転がり、アルガの膝に収まって頰を膨らませる。

「遅いので探しましたよ！　まったくにんげんは油断も隙もないですね！」

「ふふ、ごめんなさい。つい話し込んじゃって」

「罰として今日はもうずっとアルガさまの相手はわたしがします！　いいですよね！」

「それはつまり……こういうこともか？」

　手元にある尻を撫なでると、オルムネは耳をピンと震わせて頷うなずく。

「はい。どこでも、いつでも、アルガさまの好きなように、です」

「よし」

「よし、じゃなくて！　私の目の前で何をはじめようとしてるの!?」

　自ら服を脱ごうとするオルムネにフィズリが身を乗り出すと、ガサリと近くで物音がした。

「喰グ人ー鬼ルかしら」

「喰グ人ー鬼ルだな」

「喰グ人ー鬼ルですか」

　安あん堵どと落胆と不満の声を重ねて三人は立ち上がる。無駄に刺激しないように少女二人は身を隠し、アルガは楽しみを邪魔した喰グ人ー鬼ルに近づいて、

「おっと」

　身を屈かがめると、アルガの頭をかすめて矢が通過し、喰グ人ー鬼ルの顔面に突き刺さる。振り返れば、木々を蹴る三角跳びで迫る勇者が刃を振り下ろしていた。

「矢より速いぞ!?」

　黒翼で顔を覆いながら跳び下がるが、左腕が斬り落とされた。相変わらずふざけた動きだ。他に気配はなく、勇者は弓の技量も達人級らしいと知る。

（フィズリが隠れてて良かったな。グルだとバレるのは、さすがにマズい）

「はっはー！　見つけたぞ吸血鬼。この森を根城にしているという噂うわさは本当のようだな！」

「神出鬼没だな。感心するぞ。……それに」

　断たれた左腕が治らず、鈍痛が響く。シングの剣は薄暗い森の中でもそれとわかる銀の輝きを発していた。先日フィズリが「あれが売れたんですよ」と驚いていたのを思い出す。
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「完全銀製、とはな」

　他の銀具のように、元からある刃に銀をコーティングしたものではなく、銀そのものを刃にした一点物の特注品だ。強度不足はフィズリが神律式で補強してクリアしている。

「お前を倒すために手に入れた！　どうだ！」

「ああ、効いている。この痛みは初めてだな」

（喰グ人ー鬼ルのように燃えないのは助かるが、すげえ痛ぇ）

「……なにがおかしい」

「ん？　……ああ、そうか」

　指摘されて、口くちの端はが上がっていると気づく。頰に触れ、自覚して、肩が揺れた。

「ふはは、なに、嬉うれしいのだ。やっと……やっと吸血鬼らしくなってきたと思ってな！」

　赤黒い外がい套とうの裾を翻ひるがえし、背中に黒い翼を広げる。身体からだの中心にある血珠ブラツドオーブに意識を集中させると、左腕はみるみるうちに再生した。

（なるほど。自動再生は阻害されるが、意図すれば問題ないか。かなり疲れるが）

「はっはー！　このバケモノめ！」

　ひと息で間合いを詰められる。勇者に苦手なフィールドはないのかと呆あきれながら、鋭い刺突を翼の盾で防ぐ──が、貫かれた。

「ほう、我が肉体はここまで銀に弱いかっ！」

　元の世界で他の吸血鬼から話には聞いていた。吸血鬼駆除部隊は弾丸に銀を使用し、それによって数多くの同族が滅ぼされたと。

　知ってはいた。けれど、この世界で銀具を手に入れたとき、危機感はなかった。

　よもや人間に傷つけられるなんて──そんな甘えがあった。

　身体能力で比べればシングはまだまだアルガには及ばない。走ればアルガのほうが速く、シングの動きはすべて目で追える。五感だって圧倒的にアルガが優れている。

　けれど、こうまで肉迫されるのは、経験の差だ。各地でさまざまな魔獣と戦って勇者と呼ばれるまでになった青年と、己の能力をできるかぎり押し殺して社畜に落ちていた吸血鬼。

「っ──ぉぅ！」

　正面から刺さりかけた刃を捻ってかわす。切っ先が黒く変色するが、じわじわと輝きが戻る。他の何十倍もの銀で作られた刃だ。すべてが朽ちるまでにどれだけアルガを斬れるのか。

「さすがだな勇者。その銀剣、よほど大金をはたいたと見える」

　女性商人曰いわく、地方の町の一等地に一軒家を建てられる、とのこと。勇者がどれだけの収入を得ているかは知らないが、おいそれと手を出せるものではなかったはず。

「……ああそのとおりだ！　以来、ずっと一日一食生活だっ!!　お前のせいで！」

「それはそれは、難儀だな」

　そのとき、シングが急に姿勢を崩した。矢で倒れた喰グ人ー鬼ルに足を摑つかまれたのだ。勇者は慌てずに小袋を地面に叩たたきつけた。白い粉が舞い上がり喰グ人ー鬼ルが身み悶もだえる。

「ガボの粉末か」

　乾燥したガボを磨すり潰つぶしたのだろう。まともに浴びた喰グ人ー鬼ルはシングから手を放し、一撃で首を刎はねられる。良いい手だ。

　相手が喰グ人ー鬼ルならば。

「隙だらけだぞ勇者様！」

　翼を両腕に纏まとわせてアルガは疾駆する。粉煙程度なら我慢すればいい。気づいたシングは強引に剣を振るが、腰の乗らないそれは止まっているのと同じだ。ダメージ覚悟で剣身を叩たたき折──総毛立った。

「が──っ!?」

　ドパンッと空気を殴りつけるような炸さく裂れつ音とともに全身が激痛に蹂じゆう躙りんされた。なにをされたかわからずに視線を動かすと、シングの左手には短く太い銃が握られている。身体からだに食い込んだ弾丸は、猛烈な勢いで吐き出された複数の銀貨。

（ソードオフショットガン、だと？　この世界にあるのか！）

　予期せぬ痛みに動きが止まる。だが絶好の機会なはずなのに追撃はなかった。シングは銃を構えたまま大きく後退する。

「おのれ、あんなものまで！」

　苦い顔をする勇者の視線は森の奥に向いている。そこにいたのは、赤子ならひと吞のみにできそうなほど大きな鶏。ただし頭は二つあり、羽毛は燃えるように赤い。魔獣だ。

　さらにそれだけでなく、木々を押し倒しながら鎧よろいのゴウレムが突っ込んでくる。

「アルガサマカラ、ハナレロォ！」

「ここまでか。……はっはー！　勝負は預けるぞ吸血鬼！」

　不利を悟ったシングは撤退を選択した。多くの魔獣と戦ってきた勇者は判断も賢明だ。

「アルガサマ」

「ああ、ありがとなオルムネ。……わりとマジで助かった。で、だ」

　木の幹に背を預けて魔獣を見据える。様子がおかしい。半開きの口は呼吸をしているようには見えないし、四つの眼めは光がなく濁っている。死臭も漂っていた。

「おいおい……魔獣も喰グ人ー鬼ルになるのか」

　元の世界では、動物は喰グ人ー鬼ルにならずに死ぬ。吸血鬼の『呪い』に肉体が耐えられないからで、おそらくこの世界でもそうだろう。だが魔獣は違うらしい。この森にやってきた魔獣が喰グ人ー鬼ルに遭遇し、嚙かまれたに違いない。

　棒立ちの魔獣をつついていると、隠れていたフィズリが顔を出した。

「ほへー。吸血鬼の『呪い』ってすごいんですね、ってうっわ、ひどいケガですよぉ!?」

「知ってる。……いでぇ」

　よろめいて、支えようとした右腕が肩から千切れ落ちた。結果、顔から地面に倒れる。

「アアア、アルガサマ!?」

「洒しや落れになってないんですけどぉ！」

「……はは、やられたな！」

　仰向けになって、笑いがこみ上げてくる。回復は遅々として進まない。損傷が多すぎるのだ。特に右上半身はズダボロで、たぶん今は喰グ人ー鬼ルよりもゾンビらしい見た目だ。

「ス、スグニオシロニ、カエリマショウ！」

「だな。頼んだ。この魔獣の喰グ人ー鬼ルは……放置でいいか」

　鎧よろいゴウレムに抱えられ、上下に揺られながらアルガは戦いの余韻に浸る。今回シングはいくつも工夫を凝らしてきた。全銀製の剣を持ち、ガボの粉袋を備え、さらには隠し玉でショットガン。これまで流る布ふしてきた喰グ人ー鬼ルへの対抗策に独自の手を加えてきた。

「……そうだ、こうでなけりゃおもしろくない」

　これこそ理想の最後のピースだ。

　吸血鬼にとって、宿敵たるヴァンパイアハンターは欠かせない存在なのだから。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇




　カァンと城内に響いた硬質の振動で、アルガは目を覚ます。

　太陽の傾きからしてもうすぐ夕刻。隣ではオルムネが静かな寝息を立て、フィズリは壁かべ際ぎわでシーツに包くるまっている。

　服は脱ぎ捨てられ、室内は血と汗とその他もろもろのにおいで満たされている。シングから受けた傷を癒いやすため、明け方までひたすら二人の少女の生と性を貪った結果だ。おかげで体調はすこぶる良いい。

（超極楽だった。理由を作ってまたやろう）

　戸惑う二人を強引に、同時に相手にした。交互に血を吸うことで口の中で人間と魔人の血が混ざり合い、その得も言われぬ未知のハーモニーはアルガの身体からだに充分な癒いやしを与え、もう傷は跡形もない。

「ぅん……どうしたんですぅ？」

「誰か来た。見てくる」

　カァンカァンと今度は二度。外がい套とうを羽織り、アルガは寝室を後にする。

　これはフィズリが古城の結界に組み込んだ、何者かが古城に踏み入ったことを知らせる警報だ。一回が外壁の通過。二回は城内への侵入を意味する。

（喰グ人ー鬼ルは結界で入れないから、魔獣だろうな。大穴でシングってこともありうるか？）

　予想しながら正門に向かうと、紳士という単語が似合うひとりの男が佇たたずんでいた。四十代ほどで背は高く、整えられた口ひげにオールバックの銀髪。スーツに似た堅苦しい服を着こなし、落ち着いた雰囲気を醸かもし出だしている。

　ただひとつ、彼と相対する鎧よろい兵たちの様子が不可解だ。オルムネの魔法で動く鎧よろい兵は城内を警備するはずなのに、部外者を前にして電源が切れたように停止している。

「誰だね、君は」

　腹に響く厳かな声。アルガは負けじと声を作る。

「貴様こそ、我が居城に無断で立ち入るとは無礼なヤツめ。名乗れ」

　しかしその問いに答えたのは、アルガを追いかけてきたフィズリだった。

「うそ……魔王、ヴィルヴェルヴォル・ザグラヴァーニ……!?」

「なに？　魔王だと？」

「ほう。我が名と姿を知っているとは。どこかで会ったかな、人間のメスよ」

「前に神託で、おぼろげながら……まさか魔王が魔域から出てくるなんて、感激ですー」

（……ん？　ザグラヴァーニ？）

　耳に残る号には覚えがあった。そもそもここで魔王に関わりがありそうなのはひとりだけ。

「まさか貴様、オルムネと──」

「気安くその名を口にするな」

　佇たたずむ紳士の周りで火花が散る。それは紫の雷となり、アルガへ。
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　とどく寸前、黒翼で遮断した。焦げたにおいと煙が鼻先を漂う。

「ほう。やはり只ただ者ものではないか」

「今の雷には覚えがあるぞ」

　古城を見つけた夜、その直前に山頂ですれ違った激しい雷光と同じ色だ。

（中になにかいるとは思ったが、こいつだったのか？）

「あぁいたいたっ。アルガさま、いなくならないでくださいよ」

　パタパタとオルムネが遅れてやってくる。起きたら独りで慌てたのだろう。メイド服は着崩れ、ニーハイソックスも片方忘れている。

　その格好のまま魔人の少女はアルガのそばまで来ると、紳士に気づいて顔を強こわ張ばらせた。

「え…………なんでいるの、パパ」

（あー、そうかパパときたか）

「おぉ、ひさしぶりでちゅねオルたん！　げんきにしてまちた……か……？」

　逆に紳士は表情筋が役目を放棄したようなだらしないにやけ面を晒さらした。寸前までの威厳は裸足はだしで逃げ出す。ただしそれは、オルムネの姿に気づくまでだった。

「ななななななんちゅーかっこーをしてるんでちゅかオルたあああああんっ!?」

　素っ頓狂な声をあげるや否いなや、ドドドドドッと爆走。アルガとフィズリには目もくれず、オルムネの肩をガッシと摑つかんでわなわな震える。

「なんでちゅかこのふざけたふくは!?　しかもぐちゃぐちゃでみっともない……っ！　いったいなにがあったんでちゅ!?」

「その言葉遣いやめてよパパ！　わたしはもう子どもじゃないんだし、アルガさまだって見てるし、もう来ないでって言ったよね!?」

　詰め寄られたオルムネは露骨に顔をしかめ、紳士の手を振り払う。そのままアルガの腕に抱きついて頰を膨らませると、紳士の顔は瞬時に引き締まり、威厳が戻る。

「君は……アルガと言ったか」

（ヤな予感）

　紳士の肩はぷるぷると震えている。理由が喜びでないことは明白で。

「君が！　我が愛いとしの娘を！　たぶらかしたのかっ!!」

　まさに雷が落ちたかのような怒号に古城が揺れた。どこかの瓦が礫れきが崩れる。

「許さん……許さんぞ！　君のような輩やからにオルたんは渡さん！　この場で塵ちりと化せ！」

　ボゥッと紳士の髪の左右が光る。いやそれは髪ではなくツノだ。髪と同じ銀色で、額の左右から後ろに流れる形をしている。

　紳士の片手がバヂバヂと漆黒の雷を纏まとう。オルムネと同じ雷系の魔法のようだが威圧感は別物だった。アルガは本気で身構える。

「やめてパパ！」

「あぶないでちゅよオルたん。どきなちゃいそいつころせない」

「イヤ！　何考えてるのパパ！　死雷の魔法なんて、危なすぎるから使ったのは壊竜戦争のときだけだって言ってたよね！」

「それって、もしかして数百年前に魔域と真域の両方を襲った竜の群れを一夜で滅ぼしたって言い伝えの？　わお、魔王ヴィルヴェルヴォルの仕業だったのねぇ！」

「解説ご苦労。お前ホントにいろいろ知ってるな」

「待ってくださいアルガさま！　それなら絶対わたしのほうが詳しいです！」

「張り合うなよ。つーか魔王の娘だったのか。前に言ってたのはなんだったんだ」

　オルムネは以前、散々魔王を非難した。ただし今思えば妙に愚痴っぽかったような。

「…………もしかして反抗期か。そんでもって家出か」

「違います！　わたしのはそういうのじゃなくて」

「いいから前を向け。たぶん今、俺の命運を握ってるのはお前だ」

「ぬぉう、娘に馴なれ馴なれしく……っ！　まずはその手を放せ！」

「よく見ろ摑つかんでいるのは貴様の娘だ……ええい面倒な。まずは二人で話せ」

　アルガが口を噤つぐみ、オルムネと紳士が視線をぶつけ合う。先に逸そらしたのは意外にも紳士で、黒雷を消すと静かに語り出した。

「あの日、オルたんはパパに言ったね。もう魔域には戻らない。わたしはここでひとりで生きていく。だからもう来ないで、と。寂しかったけどオルたんも年頃だ。いろいろ思うところがあるだろうと、無理に連れ戻すのは控えていたのだが」

（おい、なんで俺を睨にらむ）

「数日前、オルたんを見張らせていた魔獣が消息を絶った。昨夜見つかったが、飼い主の指示には反応せず襲いかかったそうだ。生気を失った姿はまるで動く死体そのものだと」

（あー、昨日の魔獣か。喰グ人ー鬼ル化したせいで役目を果たさなくなったんだろう）

「この周りには喰グ人ー鬼ルなる怪物がいるな。我もここに来る途中で相手にした。おぞましい。あれを生み出した者が、君だな？　人間どもが吸血鬼と呼んでいた」

（そりゃ、親としては心配になるか）

「答えろ。我が愛娘まなむすめに近づき、なにを目論もくろむ」

「……とんだ濡ぬれ衣ぎぬだな。こいつが魔王の娘だなど、そんな些さ事じに興味はない」

「ふん、戯たわ言ごとにかまけるほど我も暇ではない。さぁおいでオルたん。ごめんよパパがわるかった。ここはオルたんがいていいばしょじゃないでちゅよ」

「やだ」

「がーん！　パパのいうことがきけないんでちゅか？　むかしはパパだいすきーって」

「やめてよ、いつの話をしてるの。そうだ、わたしアルガさまと子どもを作るから」

「なん……だと……っ」

　まなじりを吊つり上あげる魔王に、オルムネはぴったりとアルガに寄り添って宣言する。

「パパ言ってたよね。わたしに勝てるくらい強い人なら文句はないって。アルガさまがそう」

（あー、今絶対言わないほうがいい台詞せりふだなー）

「ふ、ふふふ、ふふ」

　案の定、魔王はキレた。こめかみに浮かんだ青筋が活魚のようにぴくぴくしている。

「そう、か。わかった。なら我が言うことはひとつだ」

（うん？）

「我と戦え。君が勝てば、娘との交際を認めてやらんでもない！」

「どうしてそうなる……いや、それが魔人の価値観だったか」

「約束だからねパパ。アルガさま、お願いしますっ」

　オルムネは当然の流れと言わんばかりに応援してくる。

　一方のフィズリは、期待と心配が同居した複雑な表情だ。

「アルガ、どうするんですか？　まぁ魔王の魔法を見れるなんて、願ってもないですけど」

「めんどくさいが、このまま引き下がってくれそうにないしな」

「あ、神託が…………すっごくがんばればワンチャン？　どういう意味です？」

「なんだそのくそみたいなアドバイスは。……仕方ない。降りかかる火の粉は払うべきか。火の粉どころのレベルじゃなさそうだが」

　腹を括くくろうとして──アルガの知覚が異常を察知した。ぐるりと古城を取り囲む形で多数の気配が近づいてくる。

「……まったく、千客万来だな」

　崩れた壁から外を見ると、古城の前に百を超える兵士が集まっていた。掲げられた旗には赤地に青い太陽と金の獅し子しが描かれている。

「フィズリ。あれはどこの兵士だ？」

「わ、いつのまに。ええと……どこもなにもこの国の軍旗ですよ。見たことないの？」

「そもそも、この国の名前も知らないな」

「えぇ……どんだけぇ」

「ええい、あっちも面倒そうだ」

「待て。どこへ行く。魔王に背を向けるとは──」

「黙れ。貴様の相手はあとだ」

「な……何様のつもりだ！」

「それは貴様がさっき口にしただろう。我は吸血鬼。不死者にして夜の王だ」

　啞あ然ぜんとする魔王を残して外に出る。古城の前には整然と兵士たちが並び、その先頭にはシング・ベイルの姿があった。アルガは翼で顔を隠す。

「はっはー！　現れたな吸血鬼！」

「これはこれは、なんの騒ぎかな勇者様。こんな古い城を攻めるにはいささか過剰に思えるが」

「心もとないくらいだ！　喰グ人ー鬼ルの元凶たるお前を討つには！」

　すらりと抜き放たれた剣は、やはり銀だ。他の兵士たちの武器もすべて。

（豪華だな。昨日の今日でこの数の兵士を動かせるなんて、さすが勇者ってところか）

「狼ろう藉ぜきももはやここまで。決着をつけるぞ、吸血鬼！」

「相手をしてやりたいのは山々だが……先客がいてな」

　紫の雷光が斜陽を切り裂き、轟ごう音おんとともに古城の端に建つ尖せん塔とうが半ばまで砕けた。兵士たちは皆一様に息を吞のみ、一帯が静まり返る。

「……なんだこれは」

　古城から身を乗り出した銀髪の紳士は、一同を睥へい睨げいして不快感を露あらわにする。

「君の策か、吸血鬼。人間を利用し、数を集めれば押し切れるとでも？」

（どうしてそーなる）

　アルガが勘違いに呆あきれる一方で、シングは言葉を絞り出す。

「紫の、雷……銀のツノ……まさかお前は、闇雷帝・魔王ヴィルヴェルヴォル!?」

（闇雷帝……その異名、ちょっと良いいな）

「吸血鬼、まさかお前、魔王と手を組んだのかっ！」

（違ちげぇよ!?）

　つい叫びそうになって、堪える。理想の吸血鬼はこんなことで取り乱さない。

　とはいえ、状況はややこしい。すると戸惑いながら武器を構える兵士たちへ冷ややかな視線を向けて、ヴィルヴェルヴォルはスッと片手を挙げる。

「有象無象が我の邪魔をするな」

　途端、上空が真っ黒な雲に埋め尽くされた。強風が巻き起こり、兵士たちが浮き足立つ。

「蹴散らせ、ドナペルオン」

　黒雲の中央がゆっくりと膨らみ下がり、吐き出された巨大な魔獣が大地を揺らした。それは太く大きな一本角を頂いたイノシシだ。二階建ての家ほどもあり、金色の体毛に覆われた全身はバチバチと電撃を帯びている。

「ドナちゃん？」

　正門から出てきたオルムネが目を丸くする。隊列の横に着地したイノシシは鼻息を荒げ、一本角から無数の稲妻を撒まき散ちらした。太い木々がまとめて薙なぎ倒たおされ、兵士たちの間に悲鳴が広がる。たった一度の攻撃で軍は恐きよう慌こう状態に陥った。

「本当に蹴散らしたな」

「いつもはおとなしいんですけど。パパの次くらいに強いですよ」

「いきなりツートップ揃そろえるなよ。……うん？　フィズリはどうした」

「あれ？　ついてこなかったですね。やったーアルガさま独り占めです」

「……おのれ吸血鬼。いつまでも娘とベタベタと……！　万死に値する！」

　悲鳴と怒号が巻き起こる戦場を背に、魔王はアルガに向き直る。その手から紫の雷が溢あふれ出だし──直後、古城全体が輝くと同時に、光の輪が魔王と暴れるイノシシの身体からだを拘束した。

「これは……！」

「前にわたしを縛ったにんげんの！」

　ただし出力は桁違いだ。イノシシは簀す巻まきのように横倒しになり、魔王も身動きを奪われる。

「やったー。上う手まくいきましたぁ！」

　古城の壁からフィズリが顔を出す。

「なにをしたんだ」

「古城結界の式を組み替えることができたらおもしろそうだなぁって思って、修正したときにいろいろ手を加えておいたんですよ」

　そのひとつが、この拘束式だそうだ。簡単に言っているが、魔王とそのしもべの魔獣を同時に抑え込むのが、どれほどふざけたことなのかはアルガにもわかる。

「魔王ヴィルヴェルヴォルに会えたのは嬉うれしいですけど、このままだと大変なことになりそうですし。ちょっと一息ついてもらえればいいなぁって」

　突然のことに兵士たちは戸惑っている。ひとまず落ち着いたかと考えた瞬間──

「我で遊ぶな、人間」

「──っ!!」

　マズいと思った瞬間、紫電とともに魔王の身体からだが消えた。

　刹那、稲妻がフィズリの目の前に落ち、魔王の姿に戻り、

「逃げろ!!」

　アルガの叫びがとどくよりも早く。

　雷が、少女の胸を貫いた。

「バカやろ……っ！」

　歯ぎしりをしつつアルガは翼を羽ばたかせる。だが、つま先が地面を離れたときにはもう、フィズリはあっけなく倒れていた。

　魔王の横を通り過ぎ、抱き起こす。脈はある。だが途切れ途切れだ。呼吸も細く、みるみる体温が下がっていく。服の胸元は焼け焦げ、背中も同様。

　雷撃による重度の火傷やけどと臓器への深刻なダメージ。

　うろ覚えの知識で心臓マッサージを施すが効果はない。ＡＥＤがあればと見回して、異世界なのだと思い知る。神律式なら治癒できるかもしれないが、アルガには知識も技術もない。

　ただ、ひとつだけ、今すぐできることがある。

　だがそれは賭けだ。

　だとしても、躊躇ためらいはなく。

「……フィズリ！」

　掠かすれた呼吸でかろうじて命を繫つないでいる少女の頰を叩たたき、強引に意識を浮上させる。

「ぁ……は、わた、し……かふッ」

　咳せき込こむ彼女の耳元に口を寄せる。

「選べ。人間をやめてでも生きたいか。人間として死ぬか」

　かつてアルガが師匠に投げかけられた問い。そのときの栄えい一いち郎ろうのように、フィズリは迷いを見せなかった。アルガの考えを察した彼女は、右腕を動かして自らの襟を摑つかむ。焦げた服が破れ、劈つんざかれたような胸の傷が露あらわになる。そして変わらず白く、華きや奢しやなうなじも。

「そんなの、決まってる……じゃ、ないです、か。ふふ、いい機会、です……」

　微ほほ笑えみが、彼女の答えだった。ならば、アルガがすることはひとつだけだ。

「……わかった。いくぞ」

　フィズリの首筋に牙を突きたてる。いつもならすぐに抜いて血を啜すするが、今回は違う。二本の牙を深く刺したまま、少女に『呪い』を流し込む。

　一秒。三秒。七秒。十秒。十五秒。二十秒。二十六秒。

　びくり、びくりと華きや奢しやな身体からだが跳ね動く。

　自分のときはどのくらいだっただろうか。正確な時間は覚えていない。

「……頼む」

　たっぷり三十秒をかけて、口を離す。

　眷けん属ぞく化は、当人が『呪い』に順応するかどうかで成否が分かれる。こればかりはアルガがどうこうできることではない。

　フィズリにその素養があるか。彼女の身体からだが『呪い』に耐えられるか。

　成功すれば、アルガの眷けん属ぞくたる吸血鬼として甦よみがえる。不死になり、傷も癒える。

　失敗すれば、散々見てきた喰グ人ー鬼ルに変わる。自我を失い、出来損ないの死体として彷徨さまよう。

　首筋に残った二つの穴ににじむ赤い血を、舌先で舐なめ取った。死にかけだというのに熱く、甘く、たまらなく美う味まく──もう二度と味わえないかと思うと怒りが沸き上がる。

　吸血鬼は同族の血を受けつけない。美う味まい不ま味ずいではなく身体からだが拒絶するのだ。

　眷けん属ぞくになろうと喰グ人ー鬼ルに変わろうと、極上の血はこれで終わり。

　あとはフィズリ次第だ。結果を待つしかない。だからこの胸の激情をぶつけるために、フィズリから離れて立ち上がる。

「やってくれたな、くそ魔王」

「ほう。その気になったか？」

「ああ。憂うさ晴ばらしだ。食い物の恨みは恐ろしいぞ」

　翼を巻きつけた拳を突き出すと、拳圧だけで離れた壁に穴が空く。解いて振り回した横薙なぎは、玉座の背もたれを音もなく両断した。

　しかし魔王には届かない。

「吸血鬼というのは、その程度か」

　ヴィルヴェルヴォルの手から迸ほとばしった無数の稲妻が、アルガをズダズダに引き裂く。床に倒れると同時に傷は修復。すぐに摑つかみかかるが、かわされて両脚を焼き切られる。

「ちっくしょ……っ」

「……なんだそれは。不死身だとでも言うのか？　気味が悪い」

　吸血鬼の再生力にさすがの魔王も驚く。けれどそれだけだ。死なないだけなら面倒ではあっても脅威にはなり得ない。

　渾こん身しんの拳撃も斬撃も、魔族を統すべる王に触れることすら叶かなわなかった。魔王はその身を雷光に変えて瞬時に移動する。気づいたときには遠く離れ、身構えるより先に眼前に現れる。

「捕まえ──」

「くだらん」

　かろうじて服を摑つかんでも、腕を雷撃で焼き潰された。黒い翼で周囲を薙なぎ払はらっても、拡ひろげたぶん密度が落ちた翼は雷で弾はじかれた。

「もういい。底は知れた」

「がっ!!」

　稲妻を編んで固めた槍やりが胸を穿うがち、アルガを床に刺し止める。雷らい槍そうを抜こうともがくと、電撃で身体からだが痺しびれた。

　仰向けのまま昆虫採集標本のように動きを封じられた吸血鬼を一いち瞥べつして、ヴィルヴェルヴォルは背後へ振り向いた。息を切らして追いついたオルムネが立ち尽くしている。

「やめて、パパ……っ！」

「駄目だ。我が娘を汚けがした罪は許されん」

「お願い……！　もうわがまま言わないから！　なんでもいうこときくからぁ！」

「おおそうか！　うんうんいい子だ。ならすぐに帰ろう。安心しなさい。オルちゃんのことはパパがずっと大事にするから」

（…………、待て、こら）

　アルガは憤いきどおる。ヴィルヴェルヴォルに、ではない。自分自身にだ。

（俺は、吸血鬼、だぞ。なのに泣かれて、庇かばわれて、そんなことが）

　フィズリはまだ動かない。『呪い』が足りなかったのか。吸血鬼化が進行していない。

（手に入れたものも、守れずに。こんなところで、這はい蹲つくばって？）

　この世界に来て、おもしろそうだと思った。自由に生きられると思った。

　実際そうだった。想定外も山ほどあったが、吸血鬼らしさを探りながらフィズリやオルムネと日々を過ごして、理想を目指すのが楽しかった。満ち足りていた。

　それが、こんなにもあっけなく崩れ去るなんて。

（──冗談じゃない！）

　却下だ。許されない。あり得ない。つまらない。

（魔王がなんだ。それがどうした。俺は吸血鬼だ。夜の王だ！　こんなふうに踏みにじられて、壊されて、奪われて……這はい蹲つくばったままでいられるかッ！）

　自らが思い描く理想の吸血鬼になる。

　それがこの世界でアルガが唯一己に定めたルールであり、願望であり、欲であり、矜きよう持じだ。

　捨てることなどできない。諦めるなんて考えられない。

　阻はばむものは乗り越える。邪魔するものは打ち倒す。

　すべては吸血鬼であるために。この世界で、生きるために。

　──俺が俺であるために。

「オルムネを、放せ」

　雷撃に侵されながらも立ち上がったアルガの言葉に、ヴィルヴェルヴォルの足が止まる。

「そいつは、俺の、女だ」

「アルガさま……！」

「……愚かな。そのまま寝ていれば生きながらえたものを。──散れ」

　ヴィルヴェルヴォルが指を鳴らす。アルガを貫く雷らい槍そうが凄すさまじい稲妻を解放した。

　地を裂かんばかりの轟ごう音おんが大気を震わせる。余波で天井の穴が広がり、アルガの全身が瞬またたく間まに焼け焦げていく。

「い……いやあああっ!!　アルガさまぁぁぁあああぁぁぁっ!!」

「うん、ごめんねオルちゃん。でも諦めなさい。あの雷はすべてを焼き尽くすまで止まらない。吸血鬼とやらもすぐに死ぬ──？」

　魔王が言葉に詰まる。啞あ然ぜんとして目を疑う。

　稲妻は鳴り止やまず、肉が焦げるにおいはどんどん濃くなっている。

　なのにどうして、あれは立ち続けているのか。

「死ぬ、はずだ。死ななければおかしい。──君は、なぜ死なない!?」

「じ　　　　る　　が　　　お　　れ　　　　ば」

　声帯が壊れたのか、吸血鬼は音にならない声を吐く。損傷した肉体は修復して、また稲妻に蹂じゆう躙りんされる。何度も、何度も、何度も何度も。

　けれど、倒れない。

　皮膚が弾はじけ、肉が裂け、臓物を焼かれ。

　バリバリと稲妻に包まれながら。

「　　だ　　　　だ　　あ　　　ぎ　ら　　　　め　だ　　ぐ　な　　　い　　だ　げ　だ」

　破壊と再生を繰り返し、死と生の狭はざ間まで蠢うごめく吸血鬼。

　ヴィルヴェルヴォルは異変に気づく。雷らい槍そうの稲妻が徐々に勢いを減じていると。

「どういう、ことだ」

　魔王の魔力で作り出した確殺の魔法だ。こんなに早く衰えるものではない。

「なにが起きている！」

「だ　　が　ら　　　　じ　る　　　が」

　焼け焦げた腕が動く。軋きしみながら肘を曲げ、胸に刺さる雷らい槍そうを摑つかむ。

「なん　　が　い　　も　ごろ　　じ　や　がっで」

　稲妻が萎しぼんでいく。修復が損傷を押し返していく。

「だ　　が……な　れでぎだ」

「慣れた、だと？　そんな馬鹿なことが！」

「ふんっ！」

　雷らい槍そうは握り潰され、霧散した。

（…………おお、なんとかなったぞ。さすが俺）

　理由はともかく、雷を抑え込めたのは事実だ。

「……アルガさま……」

「おう」

　ボロボロの身体からだで笑うと、オルムネは涙に濡ぬれていた瞳に輝きを取り戻し、

「き……きゃああああああ!!　すごい、アルガさまステキ───!!」

　絶句する魔王の手を振ふり解ほどいて、アルガの胸に飛び込んだ。

「ぐふっ。こら、ちょっとは手加減しろ」

「あ、ごめんなさい。でもでも、わたし信じてました！　アルガさまならだいじょうぶだって」

「よく言う。ぎゃーぎゃー泣いてたくせに」

「うええ、だってだって」

「まぁいい。よく戻ってきたな。あとでたっぷりかわいがってやる」

「はい！　よろしくお願いします！」

　オルムネの頭を撫なでて、アルガはヴィルヴェルヴォルに向き直る。魔王の顔は驚きと怒りに塗り潰されんばかりだ。

「どうしてっ……だが、まだ！」

「おお怖い。しかし子どもを縛りつけるのはいただけないぞ、魔王サマ」

「吸血鬼、君さえいなければ！」

「親娘の不仲を他人のせいにされてもな」

　立ち直ったものの不利な状況は変わらない。けれど臆さない。アルガが目指す吸血鬼は、なにを前にしても己の勝利を疑わない。

　それに、なぜか力が湧いてくるような。

　答えは、頭上にあった。

　天井の穴から見える、日が沈んだばかりの空。雲ひとつなく澄み切ったそこに浮かぶ双月はきれいな真円を描き、降り注ぐ薄光がアルガを照らしている。

　吸血鬼の力は月齢の影響を受ける。新月では弱化し、満月なら最大限。

　そしてこの世界には月が二つある。

「なるほどな。これならやれそうだ」

「なにをぶつぶつと……！」

　魔王の手から雷光が迸ほとばしる。それをアルガは片腕で弾き散らした。ついさっきまではできなかったことだ。ヴィルヴェルヴォルが目を見開く。

「よしよし。だが、どういうことだ？」

　この世界に来てからずっと月齢は確認していた。初日は細い三日月で、元の世界よりも遅いペースで面積を増していき、昨日はほぼ十三夜だった。つまり満月まではあと数日かかるはず。

　そのとき、フィズリの口が動いた。

「──まったく、あなたは変わりませんね。なにがあっても、あなたのままです」

　それは彼女の声であって彼女の声音ではなく、身を起こした彼女の茶色い髪が染しみ渡わたるように漆黒に変わる。さらに数度のまばたきを経て、蒼あおい瞳は色とりどりの虹こう彩さいに塗り換わる。

「……モノクロじゃねーか」

「……もう、それでいいです、モノクロで。とりあえず、ですけど」

「やっぱり。いや、最初からわかってたけどな」

「明かすつもりはなかったんですよ。ただ、この状況はさすがに」

　フィズリの身体からだで、フィズリの顔で、フィズリの口で、フィズリではないなにかが笑う。その声を聞きとめたヴィルヴェルヴォルの変化は顕著だった。その顔は、怒っているようにも泣いているようにも、喜んでいるようにも見える。

「この気配……君は……モクティノ、だな？」

　それは、この世界の女神の名だ。真族を愛し、世界に神律式の基となる加護を振ふり撒まき、魔族に憎まれる存在。

「おひさしぶりですね、ヴヴヴ氏」

「やはりな。そう簡単に滅ぶわけはないとは思っていたが……なるほど、その人間に宿っていたか。小こ癪しやくな真ま似ねを」

「いえ、けっこう危なかったんですよ。あのときはヴヴヴ氏も本気でしたし。今の私は欠片かけらの欠片かけらの、さらに欠片かけらみたいなものです。見逃してもらえると助かります」

「ふざけたことを。だが表に出てきたのは失策だったな。この場で今度こそ引導を」

「はい、それは勘弁していただきたいので私は助けを求めます。よろしくお願いしますね……ええと今はアルガくん、でしたか」

「ということは……、まさか月齢を進めたのか？」

「ええ、わずかばかりのサービスです」

「腐っても神様ってことか」

「だ、誰が腐ってるんですか！　そりゃ今の私には、これくらいしかできませんけど」

「いや、充分だ」

「それと、今まで誰の血を飲んでいたのか、よく考えてみてください」

（誰って、フィズリと……オルムネ──あ）

　つまり、女神の欠片かけらが宿った少女と魔王の娘だ。

　気づいた瞬間、アルガの中でなにかが弾はじけた。心臓が強く脈動し、血が全身を駆け巡る。これまでにない、新たな力が広がっていく。

「わかりましたか？」

「……ふ、さすが俺だな」

「え？」

「意図せずに、特別な二人を選んでいたというわけだ。吸血鬼の本能がなせるわざか……いや俺に先見の明があったってことだな！」

「えー？　あー、はい。そうかもしれませんね？」

　苦笑するモノクロの前で、アルガの手のひらにパチパチと電撃が生じる。オルムネの血とともに取り込んだ魔力。それが父であるヴィルヴェルヴォルの魔法への耐性を与えていたのだ。

　実感すると即座に理解できた。二人の少女の血とともに取り込み、知らぬうちに蓄積していた神と魔、それぞれの頂点に近しい力が目を覚ましている。

「なに……？」

　ヴィルヴェルヴォルが戸惑う。アルガの存在感が大きく増していた。二つの満月が吸血鬼の力を十全に底上げしているからだ。そして、

「──第二ラウンドは外にするか」

　床に手を置くと城内に張り巡らされた線が光を帯び、光の壁がヴィルヴェルヴォルを城外に弾はじき出だした。フィズリの血に含まれた女神の力で、神律式を直接起動させることができる。

　魔族の魔法と、真族の神律式。今のアルガは、その双方を操れる。

「オルムネ。先に言っておくが」

　呆ぼう然ぜんとしている魔人の少女に歩み寄り、宣言する。

「お前の父親、ちょっとボコる」

「……どうぞやっちゃってください、アルガさまっ」

　崩れた壁から外を見ると、一本角の雷獣が大暴れしていた。雷撃を纏まとった強きよう靭じんな体毛には矢も槍やりも剣も弾も通らず、兵士たちはほぼ壊滅。立っているのはシング・ベイルただひとりだ。

「やっぱすごいなあいつ。けど、さすがに限界だろ」

　負傷者多数。死者もそれなりに出ているのは、風に乗ってとどく複雑に混じり合った血の匂いでわかった。以前にも増して研ぎ澄まされた五感が、刺激される。

「この血、使わせてもらおう」

　戦場とは呼べない一方的な蹂じゆう躙りんの場に手をかざし、濃い血臭を手繰り寄せると、地面に染しみ込こんでいた血液が波のように浮かび上がってアルガの元へ集まってくる。

　魔法と神律式だけではない。二つの血を得て、さらに二つの満月の光を浴び、吸血鬼本来の能力も最大限に高まっている。

「師匠はなんて呼んでいたかな？　血けつ操そう術、だったか」

　自身以外の血液すら支配する、アルガの師匠を頂点とする真祖たちが持つ固有能力。

　ゾゾゾゾゾッとアルガの頭上で百数十人分に及ぶ膨大な量の血が形を成していく。ひとつひとつは小さく細かい無数の血の飛沫しぶきが、アルガの意志に従って束ねられていく。

　作り上げたのは長く太い巨大な十字架。イノシシが異変に気づくが、もう遅い。

「そらよっ」

　振り下ろした腕に追従し、十字架は一角の巨きよ軀くを痛烈に打ち据えた。勢いをつけた大質量による打撃をまともにくらい、悲鳴を上げたイノシシのツノが半ばからへし折れる。

「あー、まだまだ師匠みたいにはいかないか」

　結合が甘かったのか、十字架は一撃で砕けた。乾いた血塊がボトボトと散らばる。

　その光景は生き残った兵士たちの目に強く焼きついた。自分たちが手も足も出なかった恐ろしい魔獣が、圧倒的な一撃で叩たたき伏ふせられたのだ。

　吸血鬼へ、銀剣を握り締めた勇者は問いかける。

「人間を、助けるのか!?」

「どうだろうな。次はお前たちの番かもしれんぞ。おとなしく待っているか？」

　不敵な答えに兵士たちは震え上がった。シングは唇を嚙かみ締しめながら、敗残兵たちを率いて古城から離れていく。

　シング・ベイルは有望株だ。やがてはアルガが望むとおりの宿敵に育つかもしれない。

　遠ざかる背中に期待の眼まな差ざしを向けていると、イノシシが折れたツノの先から雷撃を放った。貫かれた古城は玉座の間から上を完全に失うが、アルガの翼は容易たやすくそれを弾く。そしてお返しとばかりに、血塊の飛礫つぶてを再び操って、今度こそイノシシを沈黙させた。

　ヴィルヴェルヴォルが目を細め、アルガを見やる。

「……大したものだ。まさかモクティノが仕組んでいたとはな」

「違いますよ。アルガくんがこんなに強いなんて、想定外でした。それに、私はほんの少し背中を押しただけです」

「どちらでもいい。……来い、吸血鬼。傷が癒えると言っても、跡形もなくなれば、どうにもなるまい。モクティノの相手はその後だ」

「できるならやってみろ。今の俺は、ちょっと強いぞ！」

　迸ほとばしった紫雷を搔かき集あつめた血の盾で防ぐ。二度、三度と攻防を重ね、埒らちが明かないと判断した魔王が雷光を纏まとった。バチッと空気を焼いて姿が消える。

（──よっと）

　右に現れた魔王の顔面に拳が命中する。信じられないとばかりに魔王は距離を取り、また雷光と化してアルガの背後に移動する。だが今度は腹を蹴られて尻もちをついた。

「がはっ……バカな、反応できるはずが」

「そうでもない。この世界は女神の加護で満たされてるんだろ。土にも、水にも、空気にも。俺は今、それを感じ取れる」

　視界の外でも大気の流れが手に取るようにわかる。加えて魔力への反応も過敏な状態だ。

「お前の雷移動は動く前に行き先を決めてるな。だから、そこに手や足を出しておけば、お前のほうから当たりに来る。マンガで見た」

「くっ……だがまだだ！　その程度で魔王たる我を退けようなどと！」

　バチバチとどす黒い雷がヴィルヴェルヴォルの手に宿る。それは、さきほど見せた死雷だ。

　魔王の切り札。そして今のアルガでも、まともに食らえばどうなるか。

（ここからが本番だな）

　気を引き締めて、身構えて。

「…………ん？」

　間の抜けた声が漏れ、己の目を疑う。

　一連の攻防でヴィルヴェルヴォルはスーツを乱していた。ボタンが外れ、前面がはだけている。アルガに男の裸を眺める趣味はないが、そこにあるものは見過ごせなかった。

　ヘソより上、胸より下。身体からだの中央、鳩みぞ尾おちの位置。

　そこに、握り拳よりやや小さい、紫の丸い石が埋まっている。

「血珠ブラツドオーブ……だと？」

　思わず自分のそれに触れる。同じ場所に紅あかい石がある。

　吸血鬼の特徴たる第二の心臓。『呪い』の結晶と言われ、肉体再生の起点となる部位。

　色は違う。吸血鬼はみな濃淡はあれど赤系だ。師匠のものはアルガよりももっと鮮やか。

　だが同じものとしか思えない。

（どうしてそれが魔王に？　オルムネには、なかったぞ）

「どうした。なにを呆ほうけて──ぉわぅ!?」

　ヴィルヴェルヴォルが奇声を上げてつんのめる。いつのまにか後ろに回り込んだオルムネが背中に泥を入れたのだ。

　わたわたと魔王が慌てて振り返る。

「お、オルたん？　パパ、今すっごく気合い入れて本気出そうとしてたんだけど」

「もうやめてよ！　このままじゃアルガさまもパパも、ケガじゃすまなくなる」

「なにを言うんだ。パパがこんなヤツに」

「気づいてないの？　ここ」

　娘に頭を指さされて、触れたヴィルヴェルヴォルは目を見開いた。左の銀のツノに浅くない亀裂が入っている。アルガの一撃が捉えていたのだ。

「パパのことは、本当は好き。大好き」

「え、やったパパ嬉うれしい！」

「でも知ってる？　わたしお城に、ううん魔域に友達がひとりもいないの。パパがわたしを紹介して、自慢して、いつもいっしょにいてくれて……だからもうずっと前から、みんなはわたしを『魔王の娘』としか見なくなった。初めて会うひとも、わたしのことを知ってる。真面目な顔してごきげんいかがですか姫君、とか言ってくるの。……わたし、パパ以外のひとから名前を呼ばれたことないんだよ？」

「え…………そう、なのかい」

「でもアルガさまは違う。わたしに名前を聞いてくれて、オルムネって呼んでくれる。魔王の娘なんて関係なく、わたしだけを見てくれる。わたしより強くて、わたしの話を聞いてくれて。だから好きになったの！　子どもを作りたいの！　わたしがそうしたいの！　……パパがわたしを大事にしてくれてるのはわかる。でもそのせいでわたしはなにもできなかった。つらかった。変わりたかった！　アルガさまのおかげで変われた！　それはダメなことなの？　わたしはずっとパパの言うことを聞いて、守られなきゃいけないの？」

　溜ため込こんでいた想おもいを言葉でぶつけられながら、ヴィルヴェルヴォルは様々な表情を見せた。最初は大半を占めていた怒りもみるみる衰え、驚きから困惑へと移り変わり、最終的に娘の前で正座する。

「……本当に、そう思っているんだね。オルたんの気持ちなのだね」

「うん。今まで育ててくれてありがとう。守ってくれてありがとう。だからパパ、さような」

「それはやだあああああああああっ!!」

　突如叫んで、ヴィルヴェルヴォルは涙を滂ぼう沱ださせてオルムネに縋すがりつく。みっともない。外見は銀髪のダンディな紳士なせいでカッコ悪さが際きわ立だっている。

「オルたぁぁぁん、パパを見捨てないでぇぇぇぇっ！」

（きっつい……）

　アルガがドン引きしていると、くいくいと袖を引かれた。茶髪と蒼そう眼がん、モノクロから戻ったフィズリが、なんとも形容しがたい顔をしている。

「あのぉ、起きたばかりの私に教えてくれませんか？　なにを見せられてるんです？」

「親子喧げん嘩か」
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「魔王とその娘の？」

「どこにでもありそうなことが原因の、な」

　二人同時に深々とため息をつくと、オルムネが戻ってきた。魔王はあっちで膝を抱えて指で地面をぐりぐりしている。

「アルガさま、パパが大変なご迷惑をおかけしました。申し訳ありません」

「話はついたのか」

「はい。自由にして良い、と」

「約束だよオルたん！　月の満ち欠けが一周するあいだに一度は帰ること！　いいね！」

「……だそうです。その……許していただけますか」

「まぁ、やられたぶんはやり返せたし、それで丸く収まるならいいんじゃないか」

「にんげんは」

「どうぞご自由に。なんというか、魔王ってもっとこう、ちゃんとしてると思ってました」

「い、いつもはあんなじゃないですよ！」

「あー、けどひとつだけ」

　アルガはわずかな緊張を覚えながらヴィルヴェルヴォルに近づき、紫の石を指さす。

「それは、なんだ？」

「うん？　……ただの魔力の塊だ。なんだ、欲しければくれてやるぞ」

　魔王が摑つかむと、紫の石はカポッと外れた。投げ渡される。

「取れんの!?」

「数年もすればまたできる。他の魔王たちにもあるな」

「…………ちょっと待て。他？　魔王って、お前だけじゃないのか」

「なにを言ってる。人間だって各地に王がいるだろう。忠告しておくが、他の魔王は我のように優しくはないぞ」

「お前、優しいほうなのかよ」

　立て続けの新たな事実に驚いていると、紫の石が淡く光った。そしてアルガの血珠ブラツドオーブに吸い込まれるように溶けて消える。

「は？」

　服の上から血珠ブラツドオーブを撫なでる。なにも変わった感覚はない。

「なんだ今のは。……本当に君などにオルムネを預けて大丈夫なのか」

「平気だから、パパは心配しないで！　ほらバイバイ！」

「うわああああああああんっ！」

　こうして魔王ヴィルヴェルヴォルは魔域へと去っていった。

　打ちひしがれた背中は多大な哀愁が漂っていたし、アルガにボコボコにされたイノシシは心配になるほどふらついていたが、たぶん無事に帰り着けるだろう。

「……で、これからどうします？」

「うーん」

「すいません。本当にすいません……」

　もはやただの瓦が礫れきの山と化した、かつて古城だったものを前に、吸血鬼、人間、魔人の三人は、立ち尽くすのだった。
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　真域を離れ魔域に入り、自らの居城に近づいた頃には涙も乾き、ヴィルヴェルヴォルは魔王の顔に戻っていた。

　あくまで表面上は、だが。

　できることなら数日、いや百日くらいは部屋に籠もりたいが、魔王の位を冠する以上、無様な姿は見せられない。

「ご苦労だったな、ドナペルオン。しばしゆっくりと休め」

　ぐったりとした雷獣を労ねぎらい、城に入る。すると予期せぬ相手に出迎えられた。

「やぁやぁやぁヴィルヴェルヴォル。城を空けるなんて珍しいね」

「ガズリージュ。来ていたのか」

　三つの目を持つ禿とく頭とうの青年。さわやかな笑顔で、両肩から先はなく、代わりに左右に鎧よろいの腕を浮かべている。

「当たり前じゃないか。だってキミが負けるなんて、前ぜん代だい未み聞もんだからね」

「──見ていたのか」

　青年の眼めはすべてを見通す。とはいえ、こんなにも早く動くとは。

「あぁ、驚いたよ。魔王ヴィルヴェルヴォルが手も足も出なかった。ぼくらの中で最速を誇るキミがだ！　あれはいったい何者か。吸血鬼とはなんなのか。ぼく以外の魔王たちも興きよう味み津しん々しんさ。もうみんな、キミから話を聞きたくてうずうずしているよ」

　魔王。魔族が生まれる地、魔域を支配する者。

　真族の地、真域が人間によって複数の国に分かれているように。

　魔域には、現在七人の魔王が存在している。

「人間たちも騒いでいるね。闇雷帝を退けた吸血鬼。かくしてそれは人間の敵か味方か、みたいな。いやいや、貧乏くじを引いちゃったね。これから大変だよ？　魔域も真域も、あの吸血鬼ひとりのせいで、しっちゃかめっちゃかだ！」

「わかっている。失態は必ず取り返す」

「ひゅーかっこいい。でも大丈夫。もう充分挽ばん回かいしてるよ。さすがヴィルヴェルヴォル。転んでもただでは起きない。魔王の鑑！」

「……なんのことだ」

「とぼけなくていいって。──出会ったんだろう？　女神の欠片かけらと」

「…………」

「ぼくたちが全員で、全力で、全開で、完膚なきまでに、二度と現れないように、これ以上ないほどに殺し尽くした女神の、欠片かけらと」

「……あぁ」

　頷うなずくと、青年は左右の鎧よろいの腕をガチャガチャと揺らして笑い出す。

「やだなぁ、やだなぁ、やだなぁ！　まったくもって困るなぁ。せっかく消したと思ったのに。しっかり消したはずなのに。まだ復活しようとしてるのかぁ。たいしたもんだ感動するね」

　二人目の魔王は暗い廊下を歩きながら、話し続ける。

「これは由々しき問題さ。そこでぼくは妙案を、いや名案を思いついたよ。きっとみんなも歓迎してくれる素敵な提案だ」

「なんだ」

「彼に、八人目の魔王になってもらうんだ」

「……なんだと？」

　つい足が止まるヴィルヴェルヴォルに、青年は歩を進めたまま背中で語る。

「この数百年、ぼくたちが停滞している理由。真族を駆逐し切れない原因。単純だよ、人手不足だ。魔王の数だけ魔域は拡ひろがるんだから、魔王を増やせばいい」

「だからといって、あれは魔族ではない。魔王になど」

「魔法が使える──魔力を持てるなら、魔族さ。それにキミを打ち負かせる実力があるし。そんな彼を迎え入れれば、きっとぼくたちの利になる。これからみんなにも推薦するよ」

「……頭痛の種が増えるな」

「大丈夫！　すべてを魔域で塗り潰せば、女神だって二度と復活できなくなる。今度は、どう殺してやろうかな。ねぇ、キミはどうしたい？」

「好きにすればいい。それが我々唯一の共通項だろう」

　直接相対し、拳を交わしたヴィルヴェルヴォルには確信があった。

　あの存在は、この世界に大きな影響を与える。いや、すでに変わり始めている。

　自分の娘が惹ひかれたように。神の欠片かけらが寄り添うように。

（吸血鬼、お前は世界に何をもたらす？　破壊か、それとも──）

　答えは出ない。

　今は、まだ。
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「水を汲くんできまーす。ついでにちょっと水浴びますけど、覗のぞいちゃダメですよ？」

「するか」

　二つの太陽が燦さん々さんと照りつける中、フィズリは革袋を手に小川へ向かう。

　手綱さばきはようやく慣れてきた。荷馬車の中ではオルムネが丸まって寝息を立てている。

　古城を諦め新しい住すみ処かを探す旅に出たアルガに、二人の少女は悩むことなくついてきた。

　喰グ人ー鬼ル対策の活動は女性商人たちに引き継いだ。行方をくらました吸血鬼を探す、という理由をこじつけて。

（喰グ人ー鬼ルは、まぁ上う手まくいったほうだな。だが理想の吸血鬼にはまだ遠い）

　ヴィルヴェルヴォルとの戦いは、吸血鬼は個として頂点だというアルガの自負を揺るがした。

　この世界において、今の吸ア血ル鬼ガは絶対足りえない。夜の王とは名乗れない。

（魔人側にも、吸血鬼の存在を刻みつける必要があるわけだ。それに──）

　馬車から小川まではそこそこ離れているが、アルガの視力だと余裕で見える。その目には服を脱いだフィズリの白い肌と、控えめな胸に残る雷で焼かれた痕がしっかりと映っている。

　アルガは瀕ひん死しの彼女に吸血鬼の『呪い』を与えた。確率は低くとも、上う手まくいけば眷けん属ぞくとして甦よみがえる──はずだった。そうなれば、あの傷もきれいに消えただろう。

　だが彼女は吸血鬼にはならなかった。そして喰グ人ー鬼ルにもならなかった。『呪い』を受けたからには、どちらかに変わるはずなのに、フィズリは今も人間のままだ。

（女神の欠片かけらの力か……。腐っても女神ってことなんだろうが）

「そもそもあいつは、なにがしたいんだ」

「ですから思い出してほしいんです。あなたに私のことを」

　ほんの少し目を離した隙に、フィズリが戻ってきていた。いや光を否定するかのような漆黒の髪と万まん華げ鏡きようにも似た双そう眸ぼうは、モノクロのものだ。

「また出た」

「幽霊じゃあるまいし、そんな言い方、ちょっと酷ひどくないですか」

「胡う散さん臭くさいんだよ、お前は。神託だとか言ってフィズリにちょっかい出して」

「それは違います！　私を宿したことでこの子が苦労するのはわかっていたので、その助けになればと！　まさか神律士として、あんなに才能を発揮するとは思いませんでしたよ？　それに魔王にまで興味を持って。気が気じゃなかったです」

　刻まれた雷の傷痕に触れるかのように、モノクロは優しく自身の胸に手をあてる。

「俺もたまたま、こいつに召喚されたしな」

「私とあなたがこうやって話せる奇跡を、必然だと思ってはくれないんですね」

　眉をひそめるアルガに、モノクロは静かな微ほほ笑えみを向ける。

「思い出してください。少しずつでもいいですから」

「……まずは目的を言えよ。女神の欠片かけらなら、完全復活したいのか？」

「ぶっぶー」

　両手で×を作られた。

「私がしたいことは、もうこの子から聞いてるでしょ？　それはもう叶かなってます」

「フィズリからって……世界を変えたいってやつか？　けどこいつの神律式の研究はまだ」

「そこが勘違いなんですよ」

「……だとしても、世界はまだ変わってないだろ」

「もうとっくに変わってますよ、この世界は。あなたが戻ってきたあの日から」

「……どういう意味だ。それじゃまるでお前は最初から俺を──？」

「あ、最後にあなたに神託を」

「なんだ？」

「このあと、この子がすっごく怒ると思いますので、ちゃんとご機嫌取ってくださいね。ヒントは、あなたが元の世界から持ってきたもの、です」

　滑るように近づいて、モノクロはアルガの頰を両手で挟んだ。そのまま唇を重ね合わせる。

　深い、口づけ。

　舌先で牙を撫なでられて、アルガは女神の欠片かけらを引き剝がす。

「てめぇ──？」

　彼女は微ほほ笑えんでいた。これまでのどこか憂いを感じさせる笑みではなく、長いあいだ待ち望んでいた日が来たかのような、まっすぐでとてもやわらかな笑顔。

　その笑顔のまま、彼女は桜色の唇だけを動かす。

　アルガの目には、こう言っているように見えた。

　──おかえりなさい。

「滅び損ねた女神の欠片かけらは、もう女神でいることをやめました。そして大切な人を探し続け、もう一度会いたいと願い続けた。それが私。ね？　あなたやフィズリと同じ、どうしようもなく自己中心的な願いでしょう？」

　くるりと黒髪をなびかせて、その毛先からゆっくりと茶色が広がっていく。

「また、お会いしましょう」

　微ほほ笑えみを崩さずに、モノクロは優雅な一礼を見せた。顔を上げたときには、髪は茶色に戻り切り、少女は鮮やかな蒼あおい瞳を瞬またたかせる。

「……あれぇ？　私いつのまに川から上がって……って、きゃあ！」

　慌ててフィズリはしゃがみ込む。水の滴したたるその身体からだに服はなく、生まれたままの姿だからだ。

「ケガが治って良かったな。それと、もうちょい育つと良いいな」

「このヘンタイエッチスケベチカンスケコマシキュウケツキ」

「最後以外、全部違う。ほらさっさと服を着ろ。それから」

「……それから？」

　ジト目のフィズリに手を差し出し、もののついでにアルガは告げる。

「チーズを探して燻くん製せいにでもするか」

「──え、あれ、作れるんですか!?　やったぁ！　チーズチーズぅ！」

　表情を一変させて、フィズリは荷馬車に飛び乗った。振動で寝ていたオルムネが顔を上げる。

「うにゅ……ちぃずってなんですか？」

「すっごく美お味いしい食べ物よ。作り方はアルガが知ってるわ、たぶん」

「まず牛を連れてこい。話はそれから……その牛は食うなよ乳搾るから」

「ちょっとぉ！　私そんなに食いしん坊じゃないですぅ！」

　いつものように言い合いながら、馬車は進む。

　いつものように──気づけばそう思えるようになっていた。

　アルガは生きる。この異世界で、唯一の吸血鬼として。

　できることなら、吸血鬼らしく、暮らすために。







　　　あとがき




「それでは、近いうちにまたお会いできますよう、精しよう進じんいたします」

　この一文であとがきを締しめくくった前作が出たのは２０１６年でした。さて今は西せい暦れき何年でしょうか２０２０年ですね４年経たってる!?

　お久しぶりです、猪い野の志し士しです。むしろ初めまして。本書を手に取っていただき誠まことにありがとうございます。

　三作目、世に出すことができました。感無量です。うれピ。

　私生活にほぼ波風がないせいか、前作の発売日がつい先日のようにも思えます。日記も「特になし」とか「いつもどおり」が多いんですよね。ここまで代わり映えのない毎日が続くなんて、ある意味恵めぐまれているのではなかろうか。今は世の中が大変なので余計にそう思えます。

　そんな日々の中、小さくても喜びや幸せが積み重なればそれが大切な宝物になるのかなぁ、と今思いついたきれいそうな言葉を書いてみる。いかんこれ黒歴史になるやつ。

　ここだけの話、私も他の作者先生方のようにあとがきで個性を出したいのですが、どうにもはっちゃけられないのが悩なやみです。一方でこんな私でもこうやって自分の中で育てた世界を形にできるというのは、自信にしてもいいのかな。

　筆が止まっても自然とまた書きたくなる。そのたびに自分に呆あきれて、でもやっぱり書きたい気持ちは膨ふくらみ続けて。結局好きだから、続く限りは続けたいところ。

　そんな地味＆平へい凡ぼんが物語を書いてもいいじゃないですか。いいよね？　いいはず！　決定！




　お世話になりました皆みな様さまにお礼を。

　担当編集の黒くろ崎さき様、毎度毎度ズレてしまう私を導いてくださりありがとうございます。

　イコモチ様、素す敵てきなイラストをありがとうございます。キャラクターが目に見える姿で描えがかれる喜びは何事にも代えがたい幸せです。

　またこの大変な時期に刊行に携たずさわってくださった多くの方々に、深く感謝を。

　そして今ここをご覧いただいている皆みな様さま、ベタな吸血鬼になりたい主人公の物語を楽しんでいただければ作者冥みよう利りに尽つきます。




　ちなみに一作目から二作目まで３年。二作目から三作目まで４年。

　つまり四作目が出るのは５年後、２０２５年に……さすがにそれは遠えん慮りよしたいところ。

　なのでますます精しよう進じんせねば、とキーボードを叩たたくのでありました。





二〇二〇年　とある日のこと　　　猪い野の志し士し
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異い世せ界かいよ、俺おれが無む敵てきの吸きゅう血けつ鬼きだ！




～夜よるのハーレム性せい活かつは計けい画かく的てきに～
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